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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　昔々、ある冬のこと。雪が羽根のように降っているある日、美しいお妃きさきが黒こく檀たんの窓辺で縫ぬい物をしていました。お妃が縫い物をしながら窓の雪を見た時、針で指を刺さしてしまいました。指からは血が三滴てき、雪の上に落ちました。その雪の上の赤い血がとても美しく見えたので、お妃はこう思いました。「この雪のように白く、この血のように赤く、この黒檀のように黒い、子供が欲しい」。

　まもなく、お妃は子供を産みました。雪のように白く、血のように赤く、黒檀のように黒い子供だったので、娘むすめは白しら雪ゆき姫ひめと名付けられました。

　お妃は国で一番美しい人で、自分の美しさを自じ慢まんにしていました。お妃は一枚の鏡を持っていて、毎朝その鏡の前に立ってたずねました。




「鏡よ鏡よ、壁の鏡よ、

　この国で一番美しいのは誰？」




　すると鏡は答えます。




「それはお妃きさきさま。

　あなたがこの国で一番美しい」




　そうしてお妃は、自分が誰よりも美しいことを確認するのです。しかし白しら雪ゆき姫ひめがだんだん美しく育ち、七つになる頃には、お妃をしのぐほどに美しくなりました。

　ある日、お妃が鏡に、




「鏡よ鏡よ、壁の鏡よ。

　この国で一番美しいのは誰？」




　とたずねたときです。鏡は答えました。




「ここで一番美しいのはお妃さま。

　けれども白雪姫は、あなたの千倍も美しい」




　それを聞いたお妃は、妬ねたましさで真まっ青さおになりました。そしてこの時から、お妃は白雪姫を憎にくむようになりました。白雪姫を見るたびに、この娘むすめのせいで自分は一番美しい女でなくなったのだと思って、気が狂くるいそうになるのです。

　お妃は、一人の狩人かりうどを呼びました。

「白雪姫を森の奥深くに連れていって、刺さし殺しなさい。そしてその証しよう拠ことして肺はい臓ぞうと肝かん臓ぞうを持ってくるのです。私はそれを塩でゆでて食べてやりましょう」

　狩人は白雪姫を連れて、森の奥深くに出かけました。ところがいざナイフを出して刺そうとしたとき、白雪姫が泣き出しました。

「命だけは助けてください。森の奥に行って、決して戻もどってはきませんから」

　白雪姫はそれはそれは美しかったので、狩人はかわいそうに思い、どうせ獣けものに食べられるだろうからと、逃がしてやりました。そして狩人はかわりに、ちょうど走ってきた若い猪いのししを刺し殺して、その肺臓と肝臓を証拠として持ち帰りました。

　お妃は、それを塩ゆでにして、ぺろりと食べてしまいました。そして白雪姫の肺臓と肝臓を食べたのだとすっかり思い込んでいました。

　さて、白雪姫は大きな森の中で、ひとりぼっちになってしまいました。怖こわくてたまらない白雪姫は一日中、石やいばらを越えて走りましたが、日が沈しずむ頃になって、小さな家の前に出ました。それは鉱山に出かけていて留る守すの、七人の小こ人びとの家でした。中にあるものはどれも小さくても清せい潔けつで、七枚の小さなお皿が乗った小さなテーブルと、お皿の横に並んだ小さなナイフとフォーク、七つの小さなコップ、それから奥には七つの小さなベッドが、きれいにカバーをかけられて並んでいました。

　白しら雪ゆき姫ひめはお腹なかがすいて喉のどもかわいていたので、全部のお皿から野菜やパンを少しずつ食べて、全部のコップから少しずつぶどう酒を飲みました。そして疲れていたのでベッドに横になりましたが、どれも体に合わず、順番に七つのベッドを試してみて、七つめのベッドでようやく眠ねむることができました。

　夜になって、七人の小こ人びとが仕事から帰ってきました。そして彼らが七つの小さな明かりをつけたとき、誰かが家に入ったことに気がつきました。

　一番めの小人が言いました。「誰だ？　おいらの皿から食べたのは」

　二番めの小人が言いました。「誰だ？　おいらの椅い子すに座ったのは」

　三番めの小人が言いました。「誰だ？　おいらのパンを食べたのは」

　四番めの小人が言いました。「誰だ？　おいらの野菜を食べたのは」

　五番めの小人が言いました。「誰だ？　おいらのフォークで刺さしたのは」

　六番めの小人が言いました。「誰だ？　おいらのナイフで切ったのは」

　七番めの小人が言いました。「誰だ？　おいらのコップで飲んだのは」

　そして一番めの小人が気づきました。「誰だ？　おいらのベッドに入ったのは」

　二番めの小人から、七番めの小人まで、みんなが次々と自分のベッドを見て同じことを言いました。そして七番目の小人が自分のベッドを見ると、そこには白雪姫が、横になって眠っていました。

　小人たちはびっくりして、大騒さわぎになりました。七つの小さな明かりを持ってきて、白雪姫をよく眺ながめました。

「なんてこった。こいつはおどろいた。えらくキレイな女の子じゃないか」

　小人たちは白雪姫を見て嬉うれしくなったので、起こさずにベッドに寝かせておくことにしました。そして七番めの小人は仲間のベッドで一時間ずつ交代で寝て、夜が明けました。

　さて、白雪姫が目を覚ますと、小人たちは、お前は何者で、どうしてこの家に入ったのかとたずねました。白雪姫は、お母かあさんに殺されそうになったこと、だけれども狩人かりうどが見み逃のがしてくれたこと、そして一日中走ってこの家にやって来たことを、小人たちに話しました。小人たちはかわいそうに思って、言いました。

「それなら料理や針仕事や掃そう除じなんかの、家の中の仕事をきちんとしてくれるなら、ここにいてもいいよ。おいらたちは夕方になって帰るから、それまでに食事の用意をしておくれ。昼間はおまえ一人しかいないから、お妃きさきには注意するんだ。誰も中に入れるなよ」

　お妃はこれでまた自分が一番美しい女になったのだと思って、朝、鏡の前に立ってたずねました。




「鏡よ鏡、壁の鏡よ、

　この国で一番美しいのは誰？」




　鏡は答えました。




「ここで一番美しいのはお妃きさきさま。

　けれども七つ山の向こうにいる白しら雪ゆき姫ひめは、あなたの千倍美しい」




　それを聞いたお妃はびっくりしました。そして自分が狩人かりうどに騙だまされて、白雪姫が殺されていなかったことが分かりましたが、七つ山の向こうには七人の小こ人びとしか住んでいなかったので、その小人に助けられたのだろうとすぐに分かりました。

　お妃は、今度こそ白雪姫を殺そうと、方法を考えました。けれども、もう何も確かに思えなかったので、お妃みずから顔に色を塗ぬって物売りのばあさんに変装し、小人の家に出かけていって、戸を叩たたいて言いました。

「さあさあ開けとくれ。物売りのばあさんだよ。いいものを売りにきたよ」

　白雪姫は窓から外を見ました。

「何を売っているの？」

「胸ひもだよ、おじょうちゃん」

　ばあさんは黄色と赤色と青色の絹で編んだ紐ひもを取り出して見せました。

「これがいいだろうかね？」

　白雪姫は欲しいと思いました。そして正直そうで優しそうなおばあさんなら家に入れてもいいだろうと、戸の鍵かぎを開けて、ひもを買いました。

「おやおや、だらしのない結び方だねえ」

　おばあさんが言いました。

「こっちにおいで。もっと上じよう手ずに結んであげるからね」

　白雪姫が前に立つと、おばあさんはひもをぎゅーっときつく絞しめたので、白雪姫は息ができなくなって、死んだようになって倒れてしまいました。

　おばあさんは、満足して帰っていきました。

　まもなく夜になると、七人の小人たちが帰ってきました。

　小人たちは白雪姫が死んだように倒れているのを見て驚おどろきましたが、ひもでとてもきつく絞められていることが分かったので、そのひもを切りました。そうすると白雪姫は元のように息をして、生き返りました。小人たちは、

「これはあのお妃に違いない。お前を殺そうとしたんだ。気をつけるんだ。もう誰も中に入れるんじゃないよ」

　と言いました。

　さて、お妃きさきは鏡にたずねました。




「鏡よ鏡、壁の鏡よ、

　この国で一番美しいのは誰？」




　鏡は答えました。




「ここで一番美しいのはお妃さま。

　けれども七つ山の向こうにいる白しら雪ゆき姫ひめは、あなたの千倍美しい」




　お妃はとんでもなく驚おどろきました。白雪姫が生き返ったとわかったからです。それからお妃は、昼も夜も白雪姫を罠わなにかける方法を考えました。そして毒の櫛くしを作り、全然別の姿に変装すると、出かけていって、戸を叩たたきました。

　白雪姫が言いました。

「中に誰も入れてはいけないんです」

　お妃は櫛を取り出しました。その櫛がきれいに光るのを見て、白雪姫は、物売りが全然知らない人だったので、戸を開けて買いました。

「どれ、こっちにおいで。髪かみをとかしてあげよう」

　物売りが言いました。

　ところが白雪姫の髪に櫛が刺ささった途と端たん、白雪姫は倒れて死んでしまいました。

　これで二度と起き上がることはないだろうと、お妃は軽くなった心で帰っていきました。

　ところがちょうど小こ人びとたちが帰ってきて、何が起きたのかわかると、毒の櫛を抜きました。白雪姫は生き返りました。そしてもう二度と中に人を入れないと小人たちに約束しました。

　お妃は鏡の前に立ちました。




「鏡よ鏡、壁の鏡よ、

　この国で一番美しいのは誰？」




　鏡は答えました。




「ここで一番美しいのはお妃様。

　けれども七つ山の向こうにいる白雪姫は、あなたの千倍美しい」




　お妃きさきは怒いかりに震ふるえました。こうなればどうやってでも、何度でも白しら雪ゆき姫ひめを殺さなければ収まりがつきません。お妃は誰も入れない秘密の部屋で、誰もが食べたくなるほどおいしそうな見た目をした猛もう毒どくの林檎りんごを作りました。そして今度は百ひやく姓しよう女おんなに変装して、小こ人びとの家の戸を叩たたきました。

「誰も中に入れられないわ。絶対にいけないって、小人さんたちが言ったんです」

　白雪姫が言いました。

「いらないならいいんだよ。ただ、この林檎を残らず片付けてしまいたくてね。一つあげるから食べてごらんなさい」

「いいえ、何ももらってはいけないって、小人たちに言われてるの」

「怖こわがってるのかい？　それじゃあこの林檎を切って、半分わたしが食べようじゃないか。この赤くてきれいな方を、あんたが食べなさい」

　ところがこの林檎はうまく細さい工くされていて、赤い半分にだけ毒が入っていたのです。

　白雪姫は、百姓女が林檎を食べているのを見て、だんだん欲しくなりました。そしてとうとう窓から手を出して林檎を受け取りました。白雪姫は林檎をかじりました。しかし林檎のひとかけらが口に入ったとたん、白雪姫は倒れて死んでしまいました。

　お妃は喜んでお城に帰り、鏡にたずねました。




「鏡よ鏡よ、壁の鏡よ、

　この国で一番美しいのは誰？」




　すると鏡は答えます。




「それはお妃さま。

　あなたがこの国で一番美しい」




　お妃はやっと気持ちが落ち着きました。そして「これでまた私が一番の美人になった。今度こそ白雪姫も生き返りはしないだろう」と言いました。

　夜になって小人たちが帰ってくると、白雪姫が死んでいました。小人たちは胸ひもをほどき、髪かみに毒のあるものが刺ささっていないかと探しましたが、白雪姫を生き返らせることはできませんでした。小人たちは白雪姫を棺ひつぎに寝かせ、その周りで三日も泣き続けました。そして埋まい葬そうしようと思いましたが、白雪姫はとても死人には見えないくらいに生き生きとした赤い頰ほおをしていました。

　そこでガラスの棺を作らせて、よく見えるように白雪姫を横たえました。そして金の文字で生まれと名前を書き、毎日一人が家に残って、白雪姫を見守りました。

　こうして白しら雪ゆき姫ひめはとても長い間、棺ひつぎの中に横たわっていました。しかしいつまでも腐くさることがなく、変わらずに雪のように白く、血のように赤いままでした。もし目を開ければ、黒こく檀たんのように黒いままだったでしょう。ただ白雪姫は眠ねむるように横たわっていたので、見ることはできませんでしたけれど。

　あるとき、若い王おう子じが泊とめてもらおうと小こ人びとの家にやってきました。そして部屋に入って、七つの小さな明かりに照らされたガラスの棺に白雪姫が横たわっているのを見つけると、その美しさに心奪うばわれ、いつまで見ていてもあきないほどでした。

　王子は金の文字で書かれていることを読んで、それが王女であることを知りました。王子は小人たちに、この死んだ白雪姫の入っている棺を売って欲しいと言いましたが、小人たちはいくらお金を積まれても売ることはできないと言いました。

　王子は、それならばゆずってください、と小人たちに言いました。そして、もう白雪姫を見ないでは生きていけない、最高の宝物として大切にすると言って、頼みました。小人たちは王子に同情して、棺を譲ゆずりました。王子は棺を城に運ばせ、その隣となりに座って片時も目を離はなさず、そして出かけることになって白雪姫を見られなくなると、何も喉のどを通らなくなるほど悲しくなりました。

　しかし召めし使つかいたちは、いつも棺を担かついで歩かされることになって、とても腹を立てていました。あるとき一人が棺を開けて、白雪姫を持ち上げました。

「この死んだ娘むすめひとりのせいで、俺おれたちは一日中ひどい目にあってるんだぞ」

　そう言って白雪姫の背中を殴なぐりつけました。すると白雪姫が吞のみ込んだ恐おそろしい林檎りんごの芯しんがのどから飛び出し、白雪姫は生き返りました。

　白雪姫は王子のところに行きました。王子は白雪姫が生き返って、どうしていいかわからないほど喜びました。そして二人で食しよく卓たくについて、楽しく食事をしました。そして次の日、結けつ婚こん式しきが開かれました。

　その結婚式には、白雪姫の罪深い母親も招待されました。その日の朝、母親は鏡の前に立ってたずねました。




「鏡よ鏡、壁の鏡よ、

　この国で一番美しいのは誰？」




　鏡は答えました。




「ここで一番美しいのはお妃きさき様。

　けれども新しい女王さまは、あなたの千倍美しい」




　これを聞いてお妃きさきは驚おどろきました。そしてとても不安になりましたが、妬ねたましくて妬ましくて、結けつ婚こん式しきでその若い女王を見ないではいられませんでした。そして行ってみると、それが白しら雪ゆき姫ひめだとわかりました。そこには鉄の靴くつが火で真まっ赤かに焼かれていて、お妃はそれを履はいて踊おどらされました。足はひどい火傷やけどになりました。しかし死んでしまうまで、踊りをやめさせてはもらえませんでした。





────初版グリム童話『白雪姫』









　　　間章　　女王の法廷







　僕ぼくたち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遥はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐きよう怖ふを一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨きよ大だいな悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　────ただ、謝ろうと思ったのだ。




　ただそのために、葉は耶やの家にやって来た小学生の蒼あお衣いは、がらんとした玄げん関かんの中で、半ば呆ぼう然ぜんと、立ち尽つくしていた。

　チャイムを押しても、呼びかけても、中からは何の反応もない。

　門も玄関も鍵かぎは開いていて、開くとは思わずに開けてしまった蒼衣は、ここまで入ってきてしまってから、どうすればいいか分からずに、ただ玄関に立ち尽くしていた。




「…………」




　ひどく静かで、薄うす暗ぐらく、敷しかれた床ゆか石いしの冷たさが広がる玄げん関かんだった。

　子供の目からはひどく広い、このがらんどうの空間から、家の奥へと、夕刻の薄うす暗くらがりと静けさが続いていた。

　しーん、と静まり返った空間に、ぽつんと一人立つ、蒼あお衣い。

　その静せい寂じやくの中に、取り残されたように立っている小さな蒼衣は、その胸の中を、戸と惑まどいと不安で一いつ杯ぱいにしていた。

　何度かした呼びかけも、家の中の静寂に、ただ消えた。

　誰の返事もない。誰の気配もない。

　彼女の返事も、気配もない。

　まるで家の中に誰もいないかのようだ。玄関は、開いていたのに。




「……す、すいませーん……葉は耶やちゃん、いますか？」




「………………」




　返ってくるのは、沈ちん黙もくばかり。

　蒼衣は、葉耶に会いに、ここまでやって来た。

　しばらく前に、あの『王国』という名の倉庫で、蒼衣は葉耶とひどい喧けん嘩かをしてしまったのだ。そして喧嘩別れのように別れてから、葉耶は遊び場にふっつりと姿を現さなくなり、そうして時が経たって、今この状況に至っているのだ。

　別れた後、気まずくて、連れん絡らくはしなかった。

　ただ、時々『王国』に行って、待っていた。

　その間に反省や後こう悔かいをしたが、葉耶はやって来なかった。

　そうするうちに蒼衣が『王国』で待つ日は増え、しかし葉耶は現れず、気がついた時には日が経って、一ヶ月以上が過ぎてしまっていたのだ。

　心配になった蒼衣は、とうとうこうして、葉耶の家にやって来た。

　蒼衣の胸には、誰もいないこの空間への不安があったが、それと同時に、葉耶に会うことへの不安もあった。

　葉耶が怒おこってしまい、嫌きらわれてしまったのだと、蒼衣は思っていた。

　あの時の喧嘩。蒼衣があれほど、葉耶に強い言葉で言い返したことは葉耶に出会ってから今まで、一度としてなかったのだ。

　そして────その蒼衣の『裏切り』に、事実、葉耶は激げき怒どした。

　ショックを受け、絶望し、怒いかり狂い、そうやってあの日、蒼衣と葉耶は別れたのだ。

　蒼あお衣いは、葉は耶やを見捨てられなかったからこそ、葉耶に普通へと立ち返って欲しかった。だが葉耶にそれを言うことは、結果として葉耶を拒きよ絶ぜつすることになってしまうと────少なくともそう思われてしまうと理解もしていて、事実そうなってしまったが、せめてそれだけは違うのだと謝って、誤ご解かいを解きたいと思っていたのだ。

　違うのだ。蒼衣は葉耶を裏切りたいわけではないのだ。

　ただ葉耶に、こちらに出てきて欲しかっただけなのだ。

　せめてそれだけは謝りたかった。解わかって欲しかった。しかし葉耶は、それから一ヶ月、一度も蒼衣の前に、現れることはなかったのだ。

「…………」

　だから、蒼衣の方から、ここに来た。

　だが、そこで蒼衣が目まの当たりにしたのは、家の中に広がっているこのがらんどうで、蒼衣はそれを前に、呆ぼう然ぜんと戸と惑まどっていた。

　拒きよ否ひされるなどして、会えないのならば、まだ分かる。

　それくらいは覚かく悟ごしていた。しかし開いている家から、誰も出て来ない、返事もないという状況は、少しも想像もしていなかったので、蒼衣は立ち尽つくしたまま、どうすればいいのか分からなくなっていた。

　あるのはただ、




　しん、




　と玄げん関かんから家の奥へと続く、空っぽな静せい寂じやく。

　そんな異様に広く感じる玄関に立ち尽くしている、子供の蒼衣の頭の中では、不安と思し索さくとが、ぐるぐると回っている。

　どうしよう？

　強い戸惑いと共に、ぐるぐると考える。

　普通ならば、今日きようはもう諦あきらめて帰るところなのだろうが、しかしそんな風にあっさりと帰る判断ができるほど、軽い気持ちで蒼衣はここに来ていなかった。

　子供なりに相当に悩み、覚悟して、蒼衣は葉耶を訪ねる決心をしたのだ。

　何もなしには帰れない。その思いは明らかに錯さく誤ごだったが、そんな錯誤を子供心に起こすほど、蒼衣の頭の中はその決心で一いつ杯ぱいだった。

「……」

　だから、蒼衣は。

「…………おじゃまします」

　そう、誰にも届いていないだろう挨あい拶さつを呟つぶやくように言って、靴くつを脱ぬいで、人の気配のない家に上がった。

「………………」

　緊きん張ちようした。まるで泥どろ棒ぼうだ。

　いや、実際泥棒扱いされてもおかしくない。ただ、何度か来たこともある友達の家であることと、それから自分が子供であることで、もし咎とがめられても大事にはならないだろうという、子供のずるい計算も、少しはこの行動の中には働いていた。




　とん、




　と靴くつ下したの足で廊ろう下かを踏ふみ、家の中へ。

　家を包む静けさ。その静けさの中を、そろりそろりと、奥へ足を進めてゆく。

　見えるのは、玄げん関かんから真まっ直すぐ突つき当たりの、ガラスの入ったドア。それはリビングに続くドアで、何度か遊びに来ただけの蒼あお衣いにとって、唯ゆい一いつ入ったことのある、中の様子を知っている部屋だった。

　このリビングの中と、リビングの大窓から出た先の庭しか、蒼衣はこの家の中を知らない。

　広い家なので、葉は耶やの部屋もありそうなものだが、教えてもらっていないので、実際どうなのか分からない。

　なので蒼衣のまず向かう先は、もう必然的に決まっていた。

　暗い廊下を進み、磨すりガラスから部屋の────といっても電灯の明かりではなく、窓から入っていると思われる夕方の薄うす明あかりをぼんやりと透すかせているリビングのドアに、蒼衣は近づいていった。

　そして、そーっ、とドアを開けた瞬しゆん間かん。




　覗のぞき込んだ視界の中に人がいて、蒼衣は心臓が止まりそうになった。




「…………!!」

　びくん、と心臓と体が跳はねて、息が止まった。

　薄うす暗ぐらく電気も点ついていない、とても人などいそうになかった部屋の中に、椅い子すに座る人影があって、肝きもを潰つぶしながらもよく見ると、それは二歳さいくらいの小さな女の子だった。

　女の子は薄暗い部屋にぽつんと一人、まるで放置でもされているかのような風ふ情ぜいで、椅子に座っていた。童話の本を抱だいている。そして椅子の上から、部屋のドアを開けた蒼衣の顔を、じっと見返していたのだった。

「あ……え、えっと……」

　冷や汗が出た。慌あわて、戸と惑まどった。

　まさか人がいるとは思わなかった。ただこの子は一度だけ、この家で見たことがあった。

　葉は耶やの母親がよく預かっている、従姉妹いとこに当たる子なのだと聞いた。ただしその時は、別に一いつ緒しよに遊んだりはしなかったし、葉耶は「お母かあさんがお礼目当てで預かってるの。ろくに世話なんかしないくせに」と、明らかに快く思っていない口ぶりで説明しただけで、蒼あお衣いも追及せずそれきりだった。

　二歳さい児に着せるには、やけにしっかりした裕ゆう福ふくそうな洋服を着せられているので、実際よりもやや年長に見える女の子。そしてその印象に拍はく車しやをかける、はしゃぎも騒さわぎもしない、妙みように落ち着いた────というよりも、表情にも動きにも乏とぼしい子供。

　蒼衣は思わず、その女の子に尋たずねていた。

「え、えっと……お、おうちの人は？」

「……」

　答えは返ってこなかった。当たり前かもしれない。年長に見えたが、本来、複雑な語ご彙いの会話が成立する年ねん齢れいではないのだ。

「あ……」

　だが、蒼衣は。

　それだけのやり取りで、その女の子の目と表情の端はしに、怯おびえのようなものが含まれているのに、即座に気がついた。

　不法侵しん入にゆうの負い目があるので、怯えさせてしまったかと、その一いつ瞬しゆん、蒼衣は焦あせった。しかし他ほかの同年代の男の子に比べて他人の感情に敏びん感かんだった蒼衣は、その怯えが蒼衣に対するものではないことに、すぐに気がついた。

　……どういうこと？

　その怯えは不ふ審しんだった。

　勝手に入った自分が怯えさせてしまったのだという方が、道理に合っている。

　しかし女の子の怯えはそうではなく、まるでこの家そのものに対して怯えているかのように見えた。思えば最初からこの子の態度はおかしかった。女の子の態度はまるで自分自身の行動に────話すこと、動くこと、その全すべてに対して怯えているかのように、口をつぐみ、椅い子すの上に座って、両手を膝ひざの上に置いて、じっと耐えているかのようだったのだ。

　まるで、罰ばつでも受けているかのようだ。

　そうでなければ、罰を恐おそれているかのよう。

　自分が何かすれば、罰を与えられると恐れている態度。

　蒼衣には、この異様におとなしい二歳児の様子が、そんな風に見えたのだった。

「……」

　そしてこの状況を改めて見れば見るほど、蒼衣はその直感が正しいのではないかという思いを強くした。電灯もつけていない、夜がさしかかりつつある暗い部屋の中で、たった一人身動きもせずに、過か剰じようにおとなしく椅い子すに座っている幼児の姿。

　多分、ここでじっとしているように、きつく言いつけられているのだ。

　そして、話したり動いたりすると、ひどい罰ばつを受けるのだ。蒼あお衣いはそう確信した。

　二歳さい児をここまで大人おとなしくさせるというのは、どれほどの罰なのだろう？

　蒼衣は子供の漠ばく然ぜんとした思考ながらも、何となく感じられるその想像に慄りつ然ぜんとして、しばらく女の子を見つめた後、思わず手を差し伸のべた。

「おうちの人は、いるの？」

「……」

　そう、蒼衣。

「いっしょに、さがしに行こうか？」

「……」

　手を差し出す。女の子はその蒼衣の手を見つめて、ひどく迷った様子で目を泳がせて、しかしやがて小さな手を、おずおずと差し出した。

「……」

「うん、行こう」

　蒼衣はその手を握にぎって、手を引いて、女の子を椅子から立たせた。

　この子をこのままここに居させていいわけがないと、蒼衣は素直にそう思ったのだ。

　そして女の子の手を引いて、家の人の────それから葉は耶やの姿を求めて、家の中を探し始めた。そっとリビングを出て、ほとんど真っ暗と言っていい廊ろう下かの電気を点つけ、耳を澄すませて家の中を探ったが、人の姿はおろか物音も、気配も見つけることができなかった。

　一階も、二階も。

　寝室も、浴室も、応接間も、どこにも。

　誰も見つけられず、薄うす暗ぐらい家の中を、名前も知らない女の子の手を引いて、彷徨さまよった。そしてその小さな探検を続けるうちに、やがて探す場所がなくなって────二人はとうとう、その場所にやって来たのだった。




　あの、

　倉庫の前に。




　そのとき二人は手を繫つないで、夕暮れの空の下、墓石のように聳そびえる箱形の倉庫の前に立ち、そして無言で、見つめていた。

　綺き麗れいに芝しばが刈かられた庭に、夕ゆう闇やみが落ちている。

　その夕闇に沈しずむようにして、白く四角い倉庫は、大きな二面のシャッターを閉じて、ただ静かに沈ちん黙もくしている。

「…………」

　そして、二人が立っている、目の前で。

　倉庫の側面にあるドアが、開いていた。

　磨すりガラスの入ったアルミのドアが、開け放たれていた。開いていたのだ。そして夕暮れの下、明かりも点ついていない倉庫の中に、濃こく広がっている暗くら闇やみが、口を開けるようにしてその中に覗のぞいていた。




　そして、

　異い臭しゆうが。




　黒々と口を開けている、その倉庫の入口からは、禍まが々まがしいまでに強きよう烈れつで濃のう密みつな悪あく臭しゆうが、雪崩なだれ出てくるかのように噴ふき出していた。

　腐ふ敗はい臭しゆうだ。何かが腐くさった臭においだということは分かる。しかしこんな臭いは今まで嗅かいだことがなかった。それは何だか重い酸すっぱさを含んだ、刺し激げき臭しゆうと言っていい強烈な腐ふ臭しゆうで、生ゴミとか雑ぞう巾きんとか、蒼あお衣いが今まで日常で嗅いだことのある、物が腐った臭いのどれとも似ているところがあるが、そのどれとも明らかに違うものだった。

　それが、倉庫の闇の中に、猛もう烈れつな濃度で満ちて、漏もれ出している。

　倉庫の周囲は、その漏れ出す悪臭が広がっていて、ここまで近づいてきた蒼衣は、もう息をするのも辛つらいくらいだ。

　女の子も大人おとなしくしているが、その顔はひどく強こわ張ばっている。

　しかしどうしても繫つないでいる手を離はなそうとしないので、こうして二人並んで、その服や肌はだに染しみつきそうなほどの悪臭に晒さらされている。

「………………」

　口の中に、とても吞のみ込む気にならない、嫌いやな唾つばが湧わき出した。

　不快感。しかしどういうことだろうか、それ以上に強烈な、不安感が、入口を前にした蒼衣の胸の中には広がっていた。

　嫌な予感がするのだ。本能の底で。

　しかし、それより何より重大なのは、二人がここに来た時には、ドアが開いていたことと、それから開いたドアから見える中の濃密な悪臭と暗がりの中で、人が動く気配と、微かすかな話し声のようなものが聞こえていることだった。

「………………」

　そして、蒼衣は。




　ぎ、




　と一段高くなったドアの枠わくを踏ふんで、胸の中に渦うず巻まくような不安を抱かかえたまま、倉庫に足を踏ふみ入れた。

　それ以外の選せん択たく肢しは、もう存在しなかった。ほとんど止まるほど息を細くして、肌はだに感かん触しよくが触ふれそうなほどの、濃こい腐ふ臭しゆうと暗くら闇やみの中に、蒼あお衣いは足を踏み込ませた。

　中にいる『誰か』を、確認するために。

　蒼衣はそのために来た。もう後あと戻もどりはできなかった。

　足を踏み入れた途と端たん、くしゃ、と靴くつの裏が何かを踏んだ。硬く突つき固められた土の床ゆかに、何かかさかさした乾かわいたものが一面に撒まき散らされていた。

　黒い粒つぶ。目を凝こらした。

　暗くてよく見えないそれが何であるか、判別できた瞬しゆん間かん、ぎょっとした。

　それは大量の、蠅はえの死し骸がいだった。積もるほど大量の蠅の死骸。その時には、今にも腐臭で麻ま痺ひしそうな蒼衣の鼻は、倉庫内に満ちるその悪あく臭しゆうの中に、殺さつ虫ちゆう剤ざいの臭においが混じっているのを、辛かろうじて認識していた。

「…………………………」

　腐臭と殺虫剤の臭いが満ち、蠅の死骸で敷しき詰められた、倉庫の暗闇。

　その暗闇の奥で、呟つぶやくような声を漏もらしながら、身じろぎするように蠢うごめく、『誰か』。

　そんなものを内包した濃こい暗闇を見つめて、蒼衣は不安と緊きん張ちように、心臓が押し潰つぶされそうになっていた。しかし蒼衣は、それでもなお、まるで何かに取り憑つかれたように、足を前に進めることをやめなかった。




　くしゃ、




　と蠅を踏みつけ、細い細い息をしながら。

　強く握にぎり返してくる少女の手を引いて、濃い悪臭と、影の中へ。




　くしゃ、

　くしゃ、




　と、奥へ、奥へ。

　悪臭と暗闇、緊張と不安に、魂たましいが押し潰されそうな思いをしながら、それでも足は吸い寄せられるように前へ進んでゆく。

　闇の中に蠢く、『誰か』に向かって。

　進んでゆくにつれて、闇の中から漏れ聞こえる声は、少しずつ大きくなり、気配もだんだんと、強くなってゆく。

　そしてやがて────暗くら闇やみの中に、見えてくる。

　影に沈しずむように、おぼろげに見えてきたのは、子供の腰こしほどもある大きな土盛りと、それから傍かたわらに開いた、まるで棺ひつぎを埋うめるような大きさの、真っ黒な闇を満たした、地じ獄ごくのような地面の穴だった。




　声も。

　気配も。

　腐ふ臭しゆうも。

　闇も。




　全すべて、そこから溢あふれていた。

　足を竦すくませ、胃い袋ぶくろを握にぎり締しめるような、不快を不安を催もよおさせる全てが。その黒々とした穴の中に恐おそろしい濃のう度どで満ち、噴ふき出すように広がって、閉ざされた倉庫の中に渦うず巻まいて、外にまで漏もれ出している。

　まるで毒を煮に詰つめた、壺つぼのような。

　そんな穴の中で、呟つぶやき、身じろぎする、『誰か』がいる。

　暗闇を見続けた目が、だんだんとその影を捉とらえ始める。人がいる。しゃがみ込んでいる。このおぞましい穴の中に。そしてそれが、人影であることに気づいた蒼あお衣いだったが、しかし気づきながらも、声をかけることはできなかった。

「…………」

　ただ、蒼衣は、近づいた。




　くしゃ、




　と蠅はえを踏ふみつける感かん触しよくをさせ、足を踏み出した。

　強きよう烈れつな不快と緊きん張ちようで、麻ま痺ひした五感と意識。真っ暗で、朦もう朧ろうとした、しかし奇き妙みように冴さえた意識で、ただ穴の中を見るために、前へ前へと進んでゆく。

　前へ。

　前へ。

　だんだんと、穴が覗のぞき込める位置へ。

　穴の中にかがみ込む、影の背中が見えるまで。

　そして────

　やがてその影が馬乗りになっている────

　穴の底に横たわった〝モノ〟が見えるまで──────

　蒼あお衣いは近づいて、穴の縁ふちに、少女と並んで立ち、その中を、見下ろした。




　葉耶の母親が、腐乱死体の首を絞めていた。




「………………!!」

　凍こおりついた。穴の底では、闇やみと腐ふ臭しゆうに沈しずむようにして、葉は耶やの母親が、腐ふ乱らんして蛆うじの湧わいた子供の遺い骸がいに馬乗りになって、ぎりぎりとその首を絞しめつけていた。

　母親の喉のどの奥から漏もれる、憎ぞう悪おと呪のろいの言葉。

　そして絞められた死体の首から滲にじみ漏もれる、腐ふ肉にくと腐ふ汁じゆうと脂あぶらと蛆うじ虫むしが、母親の両手をびっしりと覆おおい、首の肉は油粘ねん土どのように今にも千ち切ぎれそうになっている。

　穴の底に、暗くら闇やみと腐ふ敗はいと蛆虫と、憎悪と狂きよう気きと死が、澱よどんでいた。

　溜たまって、澱んで、煮に詰つまっていた。

　腐敗して崩くずれた肉に馬乗りになり、それを絞め上げる母親も、まるで腐肉と溶とけ合っているかのようだ。腐汁と脂がぐっしょりと互たがいの服に染み込み、互いの体にへばりつき、その中を蛆が這はい回っている様さまは、もはや穴の底で二人の人間が、溶けて混ざり合っているようにしか見えなかった。

「………………………………………………!!」

　重い悪あく臭しゆう。

　重い暗闇。

　重い狂気。

　重い腐敗。

　蒼衣はただ、少女と共に凍こおりついたように立ち尽つくして、ただ目を見開いて、その光景を見つめていた。

　目の前の穴の底に溜まっているモノが何なのか、蒼衣は理解できなかった。

　そして目の前にいる、葉耶の母親がひたすらに首を絞めている、もはや腐乱と大量の蛆で顔の判別もできない死体が────腐汁で変色した葉耶の服を着ているというコトも、蒼衣は理解できなかった。しようとしなかった。

　干ほし柿がきのような恐おそろしい色をして、崩れ果てた顔の肉。

　ぽっかりと開いたその口と眼がん窩かに、ぎっしりと詰まって蠢うごめく、白い大量の蛆。

　染み出した脂にべっとりと浸ひたって、その間を蛆が泳ぎ回る、投げ出された黒い髪かみの毛。

　それらを見下ろす蒼衣の頭の中は完全に停止して、変わり果てたそれらが何であるかという理解を、拒きよ絶ぜつしていたのだった。

「………………………………………………!!」

　蒼あお衣いが、少女が、目を見開いて、見下ろしている。

　その視線の中で、葉は耶やの母親の口が、這はい上がった蛆うじ虫むしが入るのも構わずに、呪じゆ詛その言葉を漏もらし続ける。




「……あんた心の中じゃ死にたかったんでしょ？　何で死んだ後も出てくるのよ……」




　呪詛は、そう言っていた。




「……だったら出て来なくなるまで殺してやる。何回でも、何回でも、何回でも……葉耶、あんたを殺してやればいいんでしょ？　ねえ……」

「っ!!」




　そして蒼衣が、その鬼き気き迫せまる呟つぶやきに、全すべてを否いや応おうなく理解して息を吞のんだ時────まるでその音が聞こえたかのように呟きが止まって、狂きよう女じよがゆらりと、顔を上げた。




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐きよう怖ふに満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨きよ大だいなトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐おそるべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英えい国こくで発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして────
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　　　六章　　六人目の『小人／しびと』
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　ばしゃばしゃばしゃ……




　と音を立てて、水道の水が落ちる。

　夏の水道管から出る、微び妙みように半はん端ぱな冷たさの水が、髪かみを、顔を、首を伝って流れて落ち、玉砂利じやりの間から伸のびている雑草を貫つらぬいて、ばしゃばしゃと砂利に弾はじけている。

　雑草が生おい茂しげった、元は一面の芝しばだったはずの、広い庭の片かた隅すみで。

　ガレージの脇わきから出た、水道の蛇じや口ぐちの下に、頭を突つっ込むようにして、白しら野の蒼あお衣いは、黙だまって水を浴びている。




　ばしゃばしゃばしゃ……




　すでに日は落ち、暗く澱よどんだ空の下。

　蛇口の下に敷しかれた砂利の上に膝ひざをつき、蒼衣は蛇口の下に座り込んで、ただぐったりと、水を浴び続けている。

　少し離はなれた家の窓から届く淡あわい明かり以外に、照らすもののない庭。

　夜と静せい寂じやくが落ちている、そんな庭に、ばしゃばしゃという水の音だけが、ひたすらに延々と続いている。

「………………」

　浴び続ける水でぐっしょりと濡ぬれた、シャツの肩かたとズボンの腿もも。

　表面に流れる水の膜まくが張った布地が重く肌はだに貼はり付いているのを感じながら、蒼衣はまるで死体のように、身動きもせずに水に身を任せている。

　流れ落ちる水の間から、細い息。

　その息だけが、こんな状態の蒼衣が生きていることを、辛かろうじて証明している。

　それがなければ自分でも、自分が死んでいるのだと思っていたかもしれなかった。いや、むしろ死んでいる方が、何も感じなくて済むかもしれない。

　そんなことを漠ばく然ぜんと、頭の端はしで思いながら、蒼衣は。

　なおも死体のように、自分の表面を流れる水に、無抵抗に身を任せて続けていた。




　そうでなければ────この全身に染みついた、腐乱死体の臭いを思い出すから。




　いま蒼あお衣いが着ているずぶ濡ぬれの服は、今もまさに、つい先刻に遭そう遇ぐうしたおぞましい出来事によって、人間の死体がぐずぐずになるまで腐くさったモノの臭においが、繊せん維いの芯しんにまでべっとりと染しみ込んでいるのだった。

　鼻の奥をつんと貫つらぬき、喉のどの奥にへばりつく、あの凄すさまじい腐ふ臭しゆう。

　今は全身に浴びた水のせいで抑おさえられているが、決してきれいに消えてなどいないし、何より記き憶おくから消えていなかった。

　鼻と口の奥からも、本当は消えていない。

　その考えないようにしていた事実を、蒼衣はまた不意に思い出してしまい────もうこうしていて幾いく度ど目めかになる、胃の腑ふの中身を押し上げるようなせり上がる吐はき気をまたも腹の中に感じて、うっ、と頰ほおを膨ふくらませた。

「……………………!!」

　だが、すでに胃の中身は吐き尽つくしてしまっていて、頰の中に溜たまったのは酸すっぱい空気だけだった。

「……っ！　……はっ、はあっ、はあっ、はあ……！」

　ずるずると水道の下で崩くずれ落ち、息も絶え絶えに、砂利じやりの上に突つっ伏す蒼衣。

　手が無意識に、濡れた砂利を摑つかむ。

　吐き気で息ができない。胃と胸が気持ち悪くて、まるで胃を中心に内臓が腐くさってしまったかのようだ。

　蒼衣は胃の中身と、それから記憶の中身を、腐ふ肉にくと腐ふ汁じゆうと蛆うじ虫むしによって、ぐずぐずに侵おかされていた。蒼衣は、目の前の倉庫の中で起こった〈泡ほう禍か〉によって、世にもおぞましい光景をこの目で見て、そしてこの五感で嫌いやというほど感じる羽は目めになったのだ。

　腐った少女の死体をこの視覚で、蛆の蠢うごめく音を聴覚で。

　嗅きゆう覚かくで、触しよつ覚かくで、それから────味覚で。

　この溝みぞ口ぐち家けの倉庫で、葉は耶やの死体を嫌いやと言うほど、この身で体感して。そして蒼衣は、とうとう、思い出してしまったのだ。

　そう、思い出したのだ。

　あの光景は、〈悪夢〉などではない。

　いや、あれ自体は〈泡禍〉に違いないのだが、違うのだ。あれは────〈泡禍〉が無から生み出した架か空くうの悪夢の光景などではなく、かつて蒼衣がこの目で見た、まさに過去に起こった現実の光景なのだ。

　かつて、子供の頃の蒼あお衣いは、まさにあの場所で、あれを見たのだ。

　おばさん────葉は耶やのお母かあさんが、この倉庫の床ゆかに掘ほられた穴の中で、崩くずれるほど腐ふ乱らんした葉耶の死体に馬乗りになり、首を絞しめている光景をだ。

　腐くさり果てた首の肉に、指が埋うまるのも構わずに。

　大量の蛆うじが腕うでや体を這はい上がり、顔を這い、口に入るのも構わずに、ぶつぶつと呪じゆ詛そのごとく、罵ののしりの言葉を口にしながらだ。




　────それこそが、真実。




　あの光景を、幼い蒼衣は、確かにあのとき家にいた幼い少女と共に、この目で見た。

　封印してしまっていたのだ。記き憶おくを。封印し、それだけではなく、ねじ曲げて、〈断だん章しよう〉と共に思い出した記憶さえも、そのねじ曲げられた記憶だったのだ。




　蒼衣が葉耶を殺したのだという、ねじ曲げられた記憶。




　どうして、そんな記憶が出来上がった？

　そのねじ曲がった記憶が出来上がった経けい緯いを、今の蒼衣は、何となく理解していた。

　全すべてを思い出した蒼衣は、自分がかつて思い出していた、突つき放した葉耶が変質し崩ほう壊かいしてゆくあの記憶が何であるか、半なかば本能的に理解したのだ。

　あれは、事件にまつわる蒼衣のトラウマを結晶したものだ。

　あの時の蒼衣の恐きよう怖ふを。

　蒼衣のショックを。

　蒼衣の罪悪感を。

　蒼衣の後こう悔かいを。

　幼い蒼衣の感じたそれらが、幼い記憶と混ざり合って。そして封じられた心の奥底で溶とけて溶けて変質し尽つくしたその結果が、あの光景、あの記憶なのだ。




　幼い蒼衣は────穴の底の、変わり果てた葉耶を見て、理解した時、思ったのだ。

　これは自分のせいだと、そう思ったのだ。




　変わり果てた葉耶を見て、「変われ」と突き放した自分のせいだと、そう思ったのだ。

　葉耶の唯一の友達で、葉耶の理解者に最も近い存在で、葉耶にとって唯一の支え。自分がそんな存在であることを知りつつ、葉耶がどう思うかも理解しつつ、それでも葉耶を拒きよ絶ぜつする形になった、そのせいだと思ったのだ。

　自分が裏切ったせいだ。

　見捨てたせいだ。

　そんなただひたすらに強きよう烈れつな、自責。罪悪感。後こう悔かい。悲ひ嘆たん。

　そのトラウマに等しい無数の黒い感情が、封じられた記き憶おくの底で煮に詰つまって、あの光景を、記憶を、生み出した。

　それから、この、〈断だん章しよう〉も。




　────蒼衣ちゃん。




「………………」

　地面に目を落とし、頭から蛇じや口ぐちの水を浴び続ける蒼あお衣いの視界の隅すみに、白い靴くつを履はいた女の子の足が、音もなく立っていた。




　────蒼衣ちゃん。おかえり。




「………………………………………………」

　まるで夢の中のように現実感の欠けた、霞かすんだ頭の中で、葉は耶やの声が聞こえた。

　蒼衣はひたすら、頭から顔を伝って落ちる水の感かん触しよくだけを意識しながら、溺おぼれるような息をして、『見えるもの』と『聞こえるもの』に意識を引っ張られないように、必死になって気を落ち着けて、自分自身を保ち続ける。

　ばしゃばしゃと水が落ちる砂利じやりの地面が、不意に乾かわいて埃ほこりっぽい、朽くちたコンクリートの地面に見えた。

　その途と端たん、今まで水が落ちていた砂利の地面は無かったことになったかのように、蒼衣から滴したたった水が、たったいま新しい地面に水を流し始めたと言わんばかりに、コンクリートの表面に落ちる。水は、厚く埃が堆たい積せきしたコンクリートに拒きよ絶ぜつされて、表面に埃を吸い付けた水の玉になる。びっしりと微び細さいな埃が浮いた、水の玉と水の流れは、でこぼこに朽ちたコンクリートの上を滑すべり、罅ひび割われに沿って、流れ始める。

「……っ!!」

　強く目を閉じ、摑つかむように顔を拭ぬぐうと、元の玉砂利に戻もどっていた。

　白い靴も消えている。だがどこからか葉耶の含み笑いが聞こえたような気がして、蒼衣は流水の中で、ゆっくりと首を振る。

　力弱く、拒きよ否ひするように。

　拒否しきれないものを拒否しようと、弱々しく、抵抗しようとしているかのように。

　………………




　がさ、




　と荒れた庭の草を踏ふむ、足音がした。

「！」

　びく、と僅わずかに身を固くした蒼あお衣いが辛かろうじて目だけを向けると、そこにはカジュアル服の店の紙袋をぶら下げた、セーラー服姿の時とき槻つき雪ゆき乃のが、ブーツで庭を横切って戻もどって来るところだった。

「あ……」

「買ってきたわ」

　雪乃はそう言って蒼衣の傍そばで立ち止まると、手て提さげ型の紙袋を突つき出した。

「着替え。適当に選んだから、文句があっても知らないわよ」

「うん……ありがとう……」

　蒼衣は力なく礼を言う。蒼衣に向かって差し出された、紙袋を持った手首には真新しい包ほう帯たいと、それを真まっ赤かに染める真新しい血の色が覗のぞいている。

「あとそれから、石せつ鹼けんと洗せん剤ざい」

「うん……」

　雪乃が紙袋の中に一いつ緒しよに入っていた、コンビニの袋を出すと、蒼衣は蛇じや口ぐちの下から手を伸のばす。そして渡された袋を受け取ると、蛇口の水で中身が濡ぬれるのも構わずに、石鹼を取り出して使おうとしたが──────固形の石鹼はあまりにももどかしく、もう一つ袋に入っていた洗せん濯たく用の粉末洗剤の箱を取り出して、ほとんど引き裂さくように性急に開けて、中の粉末を頭からかぶった。

「……ちょっと」

「…………」

　雪乃が眉まゆをひそめ、洗濯機で洗濯する時の匂においが噎むせ返るほど広がる中、蒼衣は無心で、髪かみや服をこする。流水の中で溶とけた洗剤の粉と泡あわが流れて、体の表面と足元に、泡立った白い川ができる。

　潔けつ癖ぺき症しようの海部あま野の千ち恵えを思い出す。今なら気持ちが分かる気がする。

　雪乃はその様子を見て、何も言わなくなる。

　そしてしばらくの間、何も言わずに蒼衣を見下ろした後、

「早目にね。できるだけ」

　とだけ言って背を向け、離はなれた場所の家の壁に寄りかかって、包帯を巻いた腕うでを押さえて静かに一人、目を閉じる。




　………………







　　　　２




　ようやく汚よごれた服を着替え、蒼あお衣いが雪ゆき乃のと共に『神か狩がり屋や』の玄げん関かんまで帰って来たのは、もう夜も遅くのことだった。

　もう少し酷ひどければ肩かたを借りなければ歩けなかったかもしれない蒼衣と、背せ筋すじは伸のびているものの真新しい手首の傷を庇かばっている雪乃。そんな二人がようやくのことで『神狩屋』の前に辿たどり着いたその時、二人は呆ぼう然ぜんと立ち止まり、それぞれ半なかば凍こおりついたような表情で、目の前の光景を見つめることになった。




「………………」

「………………っ！」




　店の入口のガラス戸が、破は壊かいされて、無くなっていた。

　呆ぼう然ぜんとした表情の蒼衣と、厳きびしく鋭するどい表情の雪乃。ガラスが割れ、明かりの点ついていない店内の暗くら闇やみを覗のぞかせるドアは、まるで内側から凄すさまじい力で体当たりしたかのように、歪ゆがみ、外れかけ、鍵かぎも蝶ちよう番つがいもまともに利かなくなって、少しだけ開いたまま、まるで廃はい墟きよの入口のように、少し遠くの街灯の明かりにぼんやりと照らされていた。

　玄関灯も点いていない。見れば、割れて無くなっている。

　何か異常事態があったのは明らかだった。蒼衣は呆ぼう然ぜんとしながらも、掠かすれた声で、中にいるはずの少女たちの名前を口にした。

「颯姫ちゃんと、夢見子ちゃんは……？」

「……」

　雪乃は厳しい表情のまま、ひとつだけ頷うなずいた。そしてバッグを落とすように放り出すと、ポケットからカッターナイフを抜き出して、ぢぎぢぎぢぎっ、と音を立てて、目一いつ杯ぱいにその刃やいばを押し出した。

　夜の中に沈しずむように建つ白い木造建築と、朽くちたようなその入口。

　それに向けて歩いてゆく雪乃の背中に、蒼衣は辛かろうじて残っている、気力と体力を振り絞しぼって、僅わずかにふらつきながら、遅れて続く。

　割れたドアのガラスから見える、しん、と黒い、店内の闇やみ。

　音は何も聞こえない。中がどうなっているかも、全く分からない。

　雪乃が警けい戒かいの表情で、身構えながら、半開きのドアに手を伸ばす。ガラスの無い、白いペンキが塗ぬられた古い木製のドアは、半なかばからほとんど折れかけていて、木には裂さけ目が走り、金かな具ぐはもぎ取れる寸前になっていた。

「……」

　雪ゆき乃のがそっと、包ほう帯たいを巻いた手をドアにかけた。

　途と端たん、




　ぎりりりり、




　と今まで聞いたことのない音を立てて、ドアが自じ重じゆうで勝手に開いた。

　中に何が潜ひそんでいるかも分からない四角い暗くら闇やみが大きく口を開け、遠い街灯の光が僅わずかにその闇に染しみ込む。それによって、だんだんと暗闇に慣れ始めた目に、店内の様子が、微かすかにぼんやりと浮かび上がった。




　……店は、滅め茶ちや滅茶になっていた。




　墨すみのような暗闇に沈しずんでいる店内は、視界を塞ふさぐほど立ち並んでいたはずの商品棚だながほとんど倒れ、足元に撒まき散らされた商品と共に、瓦が礫れきのような光景を作り上げていた。

　瓦礫は暗闇の中、幾いく重えにも奥行きを作った影絵の背景のように、床ゆかに続いている。そして視界を塞ぐ物がなくなった店の奥までの空間を、虚うつろに満たしている暗黒の向こうへ、すぐに見えなくなってしまっている。

「……」

　暗闇に、強い埃ほこりの匂においが充満している。

　廃はい墟きよだ。これだけを見れば、まぎれもなく。

　たった数時間前は、何の異常もない、いつもの店だったのに。

　そして────入口に立ち、中に広がる暗闇を見つめた蒼衣の耳は、つい先ほどドアが開いた時、ドアが開く異様な音に混じって、何か別の音が聞こえて途と切ぎれたのを、一いつ瞬しゆんだけ捉とらえていた。

　ドアの音と共に途切れた、それ。







　　　　「──────────」







　聞こえた、細い声。

　それは、女の話し声に聞こえた。

　壊こわれかけた金かな具ぐが悲鳴を上げ、古い木の枠わくが震ふるえるひどい音。その、ドアが開く大きな音が被かぶさりながらも、しかし辛かろうじて耳に届いた音は、暗くら闇やみの奥で呟つぶやくような、低く微かすかな女の声に思えたのだ。

　そして、これは、似ていた。

　あの倉庫の、真っ暗な入口の前で────葉耶の母親の呪詛を聞いた時に、とても、よく似ていた。




　ぞ、




　と気づいた途と端たん、蒼あお衣いの全身に鳥とり肌はだが広がった。

　つい先刻に思い出したばかりの、ずっと封ふう印いんしていた子供の頃の悪夢の記き憶おくが、また蒼衣の中に蘇よみがえって、黒く冷たい嫌いやなものが蒼衣の魂たましいを鷲わし摑づかみにした。

「………………!!」

　凍こおりつく、蒼衣。

　だがそんな蒼衣をよそに、雪ゆき乃のは自らの傷と疲ひ弊へいを無視するように、見通せない暗闇を見つめたまま、微かに身を低くした。

「え……」

「……」

　突とつ入にゆうする気だ、と蒼衣が気づいた時には、雪乃はすでに、最初の一歩を踏ふみ出していた。黒いレースのリボンと、束たばねられた雪乃の髪かみが、止める間もなく、あっという間に蒼衣の目の前を通り過ぎ、

　だん！

　と音を立ててブーツが倒れた棚たなを踏みつけて雪乃が中に躍おどり込んで、慌あわてて続こうとした蒼衣が足をもつれさせ、ドアの枠で体を支えたその時──────




　ぱっ、




　と店の暗闇の奥で、小さな明かりが点ともった。

「!?」

「あ……」

　その明かりに、雪乃が倒れた棚の上で立ち止まって、ドアの枠に摑まった蒼衣が顔を上げた時、そこに見たのはスマートフォンの画面を点つけて、その明かりに照らされた、真っ暗で荒れ果てた店の片かた隅すみで、丸テーブルについている見知った四人の大人おとなの姿だった。

「や」

　スマートフォンを持ったリカが、ぼんやりとした明かりの中で、何となく力なく、軽く手を上げた。

「いいとこに来たね。まあ今日きようでなくても良かったけど、グッドタイミングだ」

「いいところなんて……そんなわけないでしょう？」

　無表情な四し野の田だ笑え美みが、リカの発言に対して、淡たん々たんと敵対的に、しかしやはりリカと同じく妙みように疲れたような様子で、文句をつけた。

　その二人の間で、厳いかつい革かわジャンの肩かたを落として縮こまり、何だか泣きそうな顔で俯うつむいている大おお隅すみ大たい洋よう。そして、それらにはまるで無関心な様子で深く椅い子すに座りながらも、やはりどこか疲れた様子で不ふ機き嫌げんに眉まゆ根ねを寄せて、首くび筋すじに手を当てている、入いり谷や克かつ俊とし。

「…………」

　雪ゆき乃のがそれを見て、しばし沈ちん黙もくした後、カッターの刃やいばを納めた。

「……何があったんですか？」

　そして訊たずねる雪乃。その表情は、厳きびしかった。

　この店の有あり様さまは、一体どういうことだ？　そして、何故なぜこの面々がここにいる？

　蒼あお衣いも、全く同じ気持ちだ。

　不ふ審しんの表情で、大人おとなたちを見る。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　笑美が言った。

「雪乃ちゃんたちは、心配しなくていいのよ。何も」

「……笑美さんにはもう聞きません。黙だまっててください」

　あからさまに蒼衣たちを遠ざけようとする笑美に、雪乃はきっぱりと言い放った。そして改めて、大人たちを見回す。

「で、一体、何が？」

「んー、それなんだけどねー」

　リカが困ったように、ほっぺたを搔かいた。

　笑美が制止の視線を向けるが、リカはそれを完全に無視し、しかし迷ってから、やがて蒼衣たちに向けて口を開いた。




「あたしらさー、このままだと、みんな死ぬわ。多分」

「………………は？」




　何を言っているのか。その言葉に、雪乃も蒼衣も、ぽかんとして大人たちを見た。

　それに対する返答は、からかいでもはぐらかしでもなく、大人たち全員のとてつもなく重苦しい沈ちん黙もくで──────やがて入いり谷やが、蒼あお衣いたちに向けて無言で頷うなずいた時、この状況が想像以上に深刻らしいということをようやく理解して、蒼衣と雪ゆき乃のは思わず顔を見合わせた。




　　　　†




　……数時間前、『神か狩がり屋や』で何があったか。




　ぎ、




　とドアを開け、入谷克かつ俊としが『神狩屋』の入口に立ったその時、神狩屋はちょうどカウンター奥にある住居に続く戸を開けて、片かた腕うでに夢ゆ見み子こを抱だいて、颯さつ姫きを連れて店の方に出てきたところだった。




「おっと」




　入谷の姿を認め、神狩屋は動きを止め、一言そう漏もらす。

　片手には革かわ張ばりの大型トランク。その横にきょとんと立っている颯姫も、子供用のリュックサックを、中身を一いつ杯ぱいに詰つめて、背中に背負っている。

　見るからに、逃亡準備。

　神狩屋は入谷を見み据すえ、うっすらと、あの困ったような笑いを口元に浮かべ、さも残念そうに言った。

「……残念。間に合わなかったか」

「荷造りとは余よ裕ゆうだな。それで逃げきれると思ったのか？」

　入谷も鋭するどい目で神狩屋を見返して、口を開く。倉庫に使っていた古アパートで捕ほ捉そくし、一度逃げられて、ここまで来た。どれだけ逃げようとも、入谷の〈断だん章しよう〉は一度獲え物ものとした相手を延々と追跡してゆくのだ。

　己の〈断章〉に導かれ、ほとんど真まっ直すぐに、入谷はここまで神狩屋を追って来た。

　当然、荷物をまとめる時間などかけていれば、追いつけないはずがない。

　それは神狩屋も、知っているはずだ。にもかかわらずこの状況。単に目もく算さんを誤ったのだろうか？　それとも、どうしても持って行かなければならない物でもあったのだろうか。

「……まあ、ね」

　そんな疑問を頭の端はしに巡めぐらせながらの入谷の問いに、神狩屋は答えた。

「あわよくば、くらいには思ってたね」

「ということは、リスクを冒おかしてでも何かしたかったわけか。何が目的だ？」

　入いり谷やは目を細める。訊たずねはしたが、一つ見当はついていた。

「そのガキどもを連れてく理由は、何だ？」

　入谷は、問う。

　神か狩がり屋やは微かすかに笑った。よくできた回答に対する、賛辞の微笑ほほえみだった。

「……」

　入谷は微かな苛いら立だちと共に、神狩屋を睨にらみつける。逃亡するだけなら、二人の子供はただの足手まといだ。それを強しいて、しかもこうして追いつかれるリスクを負ってまで、連れに来た理由が分からない。心配で連れに来たわけではあるまい。そのつもりなら今まで放っておいたのは説明がつかないし、気が変わったのだとしても、よりによってこんな時に連れに来た理由はもっと説明がつかないだろう。

「盾たてにでもするつもりじゃないだろうな」

　言う、入谷。

　それくらいしか、理由が思いつかない。

「言っとくが、無む駄だだぞ？」

　釘くぎを刺さす。

　入谷の〈断だん章しよう〉は無差別だが、それが必要ならば、神狩屋を夢ゆ見み子こと颯さつ姫きもろとも殺すことくらい、入谷は一向に平気だった。

　全く気に病まないと言えば噓うそになるだろうが、実行を躊躇ためらわないくらいには、入谷の精神は風化しきっていた。目的のために犠ぎ牲せいが増えることなど、もはや何とも感じないし、その犠牲が女子供であろうが顔見知りであろうが、問題になどならなかった。

　何しろ入谷の最愛の存在は、全すべて死者なのだ。

　そんな入谷が、夢見子や颯姫を人ひと質じちにされたところで躊躇う理由などない。

　しかも目的が目的だ。手段を選ばない理由としては、十分だ。

　神狩屋の始末を、この手でつけるためなら。神狩屋という人間の〈悪夢〉と絶望を知る最初期の者として、入谷という人間が神狩屋にしてやれる唯ゆい一いつのことが、これなのだから。

「お前が人質を盾にするなら、人質ごと殺す」

　重ねて言う入谷。

「まあ、そうだろうね」

　神狩屋はとぼけるように、答えた。

「もちろん、盾にするつもりなんかないよ」

「なら逃がしてやれ。まだ罪悪感が残ってるなら」

　最後通告。

「四し野の田ださんと〈チェシャ猫ねこ〉にも後ご詰づめを頼んだ。もう外にいる。俺おれがしくじった時は、奴やつらがお前を追って狩る。諦あきらめろ」

　こうしている間にも、自分の意識と、店の中の空間に、きりきりと〈悪夢〉が張り詰つめてゆくのを感じている。

　抑おさえるのをやめれば、すぐさまこの場に、亡ぼう霊れいによる破は壊かいと殺さつ戮りくが吹き荒れる。

　すでにこの店の中には、入いり谷やだけに見える亡霊が、惨ざん殺さつされた時の姿そのままで、フィルムを二重焼きしたように、背景を透すかせて立っている。

　そこらじゅうに、虚うつろな顔をした死者が。

　この瞬しゆん間かんにでも神か狩がり屋やを引き裂さくことができる無数の亡霊。そんな亡霊がひしめく中で、しかし神狩屋は、夢ゆ見み子こを下ろす様子も、颯さつ姫きを遠ざける様子もなく、あの空からっぽの微笑ほほえみを浮かべたまま、口を開いた。

「……いま、四し野の田ださんたちが外にいるのかい？」

　問い。

「ああ、そうだ」

　入谷は答えた。そうすると神狩屋は、僅わずかに表情を歪ゆがめ、小さな溜ため息いきをついた。

　そして、その溜息と共に、神狩屋は言う。

「それは────気の毒だけど、仕方が無いね」

「……何がだ？」

　思わず眉まゆを寄せた入谷。だが入谷は、そこで疑問に思うべきではなかった。その場で仕掛けるべきだったのだ。

「犠ぎ牲せいが増えることだよ」

　神狩屋は、そう答えたのだ。

「あ？」

「さっきの質問に答えようか。この子は、盾じゃない。矛ほこの方なんだ」

　その返答を、一いつ瞬しゆん理解できなかった。そこに遅れが生まれた。

　直後、神狩屋は、小さく語りかけたのだ。

　入谷にではない、夢見子に対してだ。




「────〈こうなったら何回だって、白しら雪ゆき姫ひめを殺してやる〉」




　瞬しゆん間かん、夢見子の顔が、凄まじい恐怖に彩られた。

　今まで、本当に何年もの間の『今まで』ずっと、表情を無くしていた夢見子の顔に、見たこともない恐きよう怖ふの色が差して、壊こわれそうなほど大きく目を見開いたのだ。

「!?」

　顔面は蒼そう白はく。恐怖に引き攣つった顔。

　そして、夢見子はそのまま口を開くと、『今まで』一度として言葉を発したことがなかったその口から、まるで魂たましいの底から絞しぼり出したような、耳と心をつんざく、甲かん高だかい恐きよう怖ふの絶ぜつ叫きようを上げたのだった。







「──────────────────────────────────っ!!」







　硝子ガラスが割れそうなほどの、鼓こ膜まくが壊こわれそうな硬こう質しつの絶叫だった。

　身も竦すくむ、ハウリングする壊れた機械のような絶叫が、あっという間に木造の空間を吞のみ尽つくし、空気を破は壊かいし、びりびりと震ふるわせた。

　颯さつ姫きが悲鳴を上げ、耳を押さえ、身を縮ちぢめる。しかしそんな悲鳴などかき消して、夢ゆ見み子この口から噴ふき出した絶叫は、空気を、空間を、世界を、知覚できる何もかもを、全すべて恐怖に塗ぬり潰つぶしていった。

　夢見子の恐怖が、世界を塗り潰す。

　肌はだで感じるほどの絶叫が空気を震わせ、その絶叫に含まれる強きよう烈れつな恐怖の感情が、瞬またたく間に世界を汚お染せんしてゆく。

　肌から染み込んで来るほどの恐怖が、世界に満ちる。そしてそれは、〈騎き士し〉と呼ばれる者なら誰もが知っている、しかし決して慣れることのない、『全すべてを侵おかすモノ』が現実を浸しん食しよくする気配だった。




　────〈神の悪夢〉




　ぞっ、

　と入いり谷やの全身に、少女の絶叫に撫なで上げられるような、冷たい悪お寒かんが駆かけ上がった。

「鹿か狩がりぃ!!」

　響ひびき渡る絶叫の中、叫さけんだ。叫んで、〈悪夢〉の気配が膨ふくれ上がる中、空からっぽの薄うす笑わらいを浮かべたまま立っている神狩屋に向けて、己の〈悪夢〉と〈断だん章しよう詩し〉を、殺意を込めて叩たたきつけようとした。

　が、その時だった。




　ぐい、




　と突とつ然ぜん背後から、ジャケットの裾すそを引っ張られた。

「!?」

　振り返った。子供の手が裾すそを摑つかんでいた。

　白いワンピースを着た、女の子供。それは紛まぎれもない、つい数時間前に、倉庫代わりのアパートで神か狩がり屋やと対たい峙じした時に現れた、神狩屋を取り逃す原因になった少女の影だった。

「な……!?」

　思わず、目を見開いた。

　途と端たん、女の子の細い首に、背後から大きな男の手が、




　ぬっ、




　と伸のびてきて、巻き付くようにかかった。

　いつの間にかそこに立っていた、口元に吐と瀉しや物ぶつをこびりつかせた、乱れたワイシャツを着ている大おお柄がらな中年男が、少女の首を摑つかんでいた。男は亡ぼう霊れいだった。入いり谷やの〈軍ぐん勢ぜい〉だった。今まで幾いく度ども、そして最も入谷を苦しめ、今も苦しめ続けている〈軍勢〉。すなわち────入谷の全すべての〈悪夢〉の元げん凶きようである、夫婦で無理心しん中じゆうを図り、最後にガス自殺を遂とげた夫婦の片割れである父親の亡霊が────少女の首を摑み、その節ふしくれ立った指に、渾こん身しんの力を込めて絞しめ上げたのだった。




　ぼきり、




　と首の骨が折れる、重く鈍にぶい音がした。

　前まえ髪がみに隠かくれた少女の顔が、瞬またたく間に窒ちつ息そくで真まっ赤かに変わり、そしてすぐにさーっと血の気が引いて、蠟ろうのように真っ白になった。

　垣かい間ま見みえる少女の口から、ごぼ、と帯のように血が溢あふれた。

　血は赤く口から溢れ、顎あごまで伝い、そしてマフラーのように首に巻き付いた父親の手を汚よごして、やがて入谷のジャケットの裾を摑んでいた少女の手がすっと力を失って、ずるりと離はなれ、だらんと落ちた。

　まるで、その手が、助けを求めていたように。

　間に合わなかったように。助けられなかったように。

「…………………………!!」

　そしてその光景を目まの当たりにした入谷は、凍こおりついていた。

　それは見知らぬ光景ではなかった。その光景は、かつての光景にあまりにも────妹が目の前でくびり殺された光景にあまりにもよく似ていて、それを目の当たりにした瞬しゆん間かん、入谷の心の奥底に沈しずんでいた恐きよう怖ふの蓋ふたが弾はじけ飛ぶように開いて、爆ばく発はつするように、かつての生なま々なましい恐怖と絶望がありありと心の中に蘇よみがえったのだ。

「う────!!」

　噴ふき出す絶望と共に、心の中で何かが切れた。

　それは己の〈悪夢〉を繫つないでいた手た綱づなが、心の中で切れた感覚だった。

　途と端たん、制せい御ぎよを失った恐きよう怖ふが、心の奥底から膨ふくれ上がり、体内一いつ杯ぱいに広がった。そしてその感覚は────本来は自分の中のものでしかないはずの『恐怖』は、皮ひ膚ふを貫つらぬいて、一気に外へと噴ふき出した。

　そしてその、瞬しゆん間かんだった。




　ずる、




　と、立ち並ぶ棚たなという棚、家具という家具、ドアというドアの全すべての裏から、音もなく何十本もの『手』が這はい出して、その無数の『指』が、家具の縁ふちをまるで原生生物の触しよく腕わんのようにびっしりと摑んだ。

　一いつ瞬しゆんにして、薄うす暗ぐらい古こ道どう具ぐ屋の光景が、悪夢じみたものに変わった。

　狂きよう気きそのものの光景。そしてこの怖おぞ気けが走るような、おぞましい変質を遂とげた悪夢の光景は、次の瞬間、




　みし、




　と一いつ斉せいに無数の指に込められた力によって、一斉に家鳴りのような、木材が歪ゆがむ大きな軋きしみの音を立てた。

　……そして、直後。




　ドン!!




　と巨きよ大だいな地じ震しんにも似た凄すさまじい轟ごう音おんを立てて、棚が、家具が、ドアが、無数の亡ぼう霊れいの『手』によって文字通りひねり潰された。

　縁を摑つかんだ無数の『手』の恐おそろしい力によって、棚は真まっ二ぷたつに、あるいはバラバラに、あるいは形を保ったまま、一斉に引きずり倒された。中身を床ゆかに撒まき散らしながら家具が倒とう壊かいし、陶とう器きや硝子ガラスが割れる巨大な音が嵐のように吹き荒れて、凄まじい埃ほこりの匂においが、音と共に吹き上がった。

「…………………………!!」

　一瞬のうちに、建物の中が原形を留とどめないほど崩ほう壊かいした。

　無数の死し霊りようによる無差別破は壊かい。まさしく入いり谷やの〈断だん章しよう〉だった。

　だが文字通り『暴発』した無差別破は壊かいの中で、神か狩がり屋やは平然と立っている。

　夢ゆ見み子こを抱かかえたまま、耳を塞ふさいで身を縮める颯さつ姫きの肩かたに手をやって、何でもないかのように、崩ほう壊かいした店の床ゆかに膝ひざを突ついた、入いり谷やを見下ろしている。

「う……ぐ……!!」

　入谷は、肉が抉えぐれそうなほどの強い鈍どん痛つうを発する首の古傷を押さえ、呻うめいた。

　心の中を、そして頭の中を滅め茶ちや苦く茶ちやに吹き荒れる、フラッシュバックの恐きよう怖ふと絶望が、狂くるったかのように抑おさえられなかった。

「……鹿か……狩がり……！」

　それでも顔を上げ、神狩屋を睨にらみつける入谷だったが、それ以上のことはできなかった。

　神狩屋は店の中の超常的な破壊が終わり、もうもうと埃ほこりが舞うばかりになったのをしばし確認すると、恐おそる恐る顔を上げた颯姫を促うながして、彼女が首にかけている手帳から落ちたらしき、カラフルなペンを拾わせていた。

「か……」

　そのあまりにも、ある種しゆ日常的な神狩屋たちの様子に、意に介かいされていないと感じた入谷は叫さけんだ。

「……鹿狩ぃ!!」

「吠ほえてもどうにもならないよ。もうしばらくは〈断だん章しよう〉が不安定になって、まともには使えないんじゃないかな。外の人たちも」

　神狩屋は入谷の呼びかけに対して、無感動にそう応じた。

　そして言われて気づく。入谷の背後、ガラスのなくなったドアの外から声が聞こえていた。

　男女の悲鳴や呻うめき声だ。だが外がどうなっているのかを判断するような余よ裕ゆうは、今の入谷にはなかった。

「……!!」

「これが夢見子君の〈断章〉の本当の姿だよ」

　神狩屋は、いつの間にか叫ぶのをやめ、蒼そう白はくな顔をして震ふるえている夢見子をあやすように揺ゆすりながら、言った。

「〈グランギニョルの索さく引いんひき〉は予言じゃない。〈悪夢〉を童どう話わの形にエスカレートさせる〈断章〉なんだ。公表したら大騒さわぎになるだろうから、ずっと秘密にしてたけどね」

「なん……!?」

　突とつ然ぜんの告白に愕がく然ぜんとする入谷。だがそれを言う神狩屋の方は淡たん々たんとしたもので、入谷へと言い聞かせるように言葉を続けた。

「でも入谷君はいまさら驚おどろく必要はないよ。恐れる必要もない」

　そして神狩屋は、言ったのだ。

「なぜなら────僕ぼくらは二人とも、もうとっくの昔から、夢見子君の〈悪夢〉に浸しん食しよくされているんだからね」

「…………!?」

　入いり谷やは絶句した。対する神か狩がり屋やは、まるで当たり前のように説明した。

「なにしろ夢ゆ見み子こ君は、〈断だん章しよう〉の制せい御ぎよなんかできないからね。だから周囲にいる人間は、多かれ少なかれ夢見子君から漏もれ出す〈断章〉の影響を受けるんだ。僕ぼくらは誰よりも先に夢見子君と出会ってる。僕と君とで、あの家の中から夢見子君を救い出した時────その時からすでに、僕らは夢見子君の〈悪夢〉の中にいるんだ。

　影響が弱くて気づかなかっただけなんだよ。時々漏れ出す程度の〈断章〉じゃ、〈泡ほう禍か〉を加速させることができても、個人が抱かかえる〈断章〉にまでは大して影響しなかった。ただ、いかんせん僕ら二人は夢見子君との付き合いが長すぎた。そろそろ君にも影響が出る頃だったんじゃないかな？　君、さっき僕が夢見子君の〈断章詩〉を口にした時、白い服を着た女の子の幽ゆう霊れいを見ただろう」

「…………」

　入谷の眉まゆ根ねが強く寄る。

「それを以前に、見たことは？」

「………………」

　入谷は答えなかったが、神狩屋はそんな入谷の表情を観察して、頷うなずいた。

「……見たみたいだね。僕も見た。一週間ほど前だ。あれを見た後、だんだんと〈断章〉が不安定になった」

　神狩屋はシャツの胸元を引き下ろす。そこから覗のぞいた胸には、まるで病変のように黒く、魚の薄うすい鱗うろこがびっしりと生はえていた。

「!!」

「さっき君にやられた傷だよ。毟むしって治ったり治らなかったり……そんな感じでだんだんと、増えてきてる。これで死ねるなら構わないんだけど、きっとそうはいかないんだろうね。何しろ〈悪夢〉なんだから。きっとますます死ねなくなるんだろう。

　僕が────この計画を始めたのは、これも原因の一つだ。殺傷する〈断章〉の君は、逆にそのうち死ぬのかな？　こう言っては何だけど羨うらやましいよ。心から」

　そう言った時、神狩屋は、ようやくうっすらと、口元の笑みを深くした。

「お前……ずっと……」

「そう君にも隠かくしてたよ。まあ、夢見子君を守るためだったけど」

　呻うめく入谷に向けて、神狩屋は歩み出し、言った。

「こんな〈断章〉を夢見子君が持ってるなんて知ったら、また困った人たちが『殺すべきだ』とか言い出すだろうからね」

「……」

　入いり谷やは口を噤つぐむ。そんな人間はいくらでも憶おぼえがある。

「そこに異論はないよね？　だから、守るために秘密にした」

　滅め茶ちや苦く茶ちやになった店の床ゆかを、ゆっくりと歩きながら、神か狩がり屋や。

「救い出した後、君は夢ゆ見み子こ君の素す性じようや〈悪夢〉なんかに興味は持たなかったけど、僕ぼくは調べたんだ。その夢見子君を守るための秘密を、こんな切り札に使うことになるなんてね」

「…………」

　神狩屋の足が、それから声が、うずくまる入谷のすぐ近くまでやって来た。

　そして、入谷の脇わきを、通り過ぎる。

　その後を遅れて颯さつ姫きが、不安と戸と惑まどいの表情で入谷を横目に見ながら、小走りに駆かけ抜けて神狩屋を追う。

　入谷も追おうとするが、動いただけで、胃の腑ふが裏返りそうになる。

　床に腕うでをつく。肘ひじをつく。動けない入谷は、必死で這はいつくばりながら振り返り、苦しい息の下から、神狩屋の背中に向けて叫さけんだ。

「その挙あげ句くが、この有様か!?」

「…………」

　神狩屋は、答えなかった。

「そのガキを殺そうとする屑くずどもと、この有様が、どれだけ違う!?　言ってみろ鹿か狩がり!!」

「………………」

　神狩屋は、黙だまって問いをぶつけられていたが、やがて一度だけ立ち止まって、少しだけ振り返り、口を開いた。

「……今まで通りだったら、僕らがどうなったとしても、ずっと庇かばい続けていることもできたんだけどね」

　その言葉は、どこか弱々しいものだった。




「でも夢見子君の〈断だん章しよう〉は────もう庇いきれないくらい活性化し始めたんだ。白野君と会ってから、ずっとね」




　それだけ言ってしまうと、神狩屋は再び背を向けて、何故なぜだか急に小さくなった気がする背中で、夕ゆう闇やみの中に、歩き出した。

　遠ざかってゆく、神狩屋の背中。

　そしてその背中が、最後に入谷に話しかける。

「入谷君、君は興味なかったと思うけど、夢見子君を助け出した時、溶よう解かいした母親が朗ろう読どくしていた本は、『白しら雪ゆき姫ひめ』だよ」

「…………!?」

「僕ぼくらはもう、その『童話あくむ』の中を転がり落ちてるんだ。白しら野の君に伝えてくれ。『白しら雪ゆき姫ひめ』の結末で、待ってる、と」

　神か狩がり屋やはそのまま、歩み去る。

　その後をついて行く、颯さつ姫きのリュックサックの背中。

　追うことも、止めることもできない者たちの視線の中、神狩屋の背中は、そのまま夕ゆう闇やみの路地へと、二人の少女を連れて、消えていってしまった。




　………………

　…………………………




　　　　†




「……まあ、そんな感じでね、私らひょっとしたら、死ぬかもしんない」




　入いり谷やの淡たん々たんとした説明の後、沈ちん黙もくが広がったその末に、リカは言った。

　破は壊かいされ、暗くら闇やみに包まれた店の中。辛かろうじて無事だった丸テーブルと椅い子すを起こして座るリカたちの輪を前に、蒼あお衣いと雪ゆき乃のは、しばし何も言えずに立っていた。

　皆を照らしているのは、テーブルの上の、スマートフォンの画面の明かりだけ。

　鈍にぶい光に照らされて、鈍く浮かび上がる大人おとなたちの顔は、それぞれのものだったが、一様に暗かった。

　やさぐれたように背もたれに寄りかかるリカと、苛いら立だったような表情の入谷。

　ただ俯うつむく笑え美み。大おお隅すみは哀あわれなくらい真まっ青さおな顔をして下を向き、シルバーアクセサリの音が聞こえるかと思うほど、小刻みに震ふるえている。

　それらを立ったまま見下ろす雪乃の表情は、厳きびしい。

　怒おこっているようにも見える。いや、怒っている部分も確かにあるのだろうが、蒼衣には何となく分かる。今の雪乃は気がかりが多すぎて、何も言えないのだ。

　この店の有様。

　神狩屋の暴ぼう挙きよ。

　死を宣告された大人たち。

　そして神狩屋に連れて行かれた、颯姫と夢ゆ見み子こ。

　心の底は優しい孤高の復ふく讐しゆう者である雪乃は、もう何を心配し、何を言っていいのかも分からないのだ。だから言葉を弄ろうする器用さのない雪乃は、ただこうやって、黙だまるしかないのだ。怒るしかないのだ。

　そして、対する、蒼衣の方は。

「………………」

　雪ゆき乃のの様子を頭の端はしで気にしながらも、蒼あお衣いはひどい疲ひ弊へいのあまり、与えられた椅い子すに座って、ぼんやりとテーブルの上の明かりを眺ながめていた。

　蒼衣は疲れていた。体も、意識も。

　せめて、この『神か狩がり屋や』に帰り着くまではと自分を支えていたのだが、あまりと言えばあまりなこの状況を前にした状態で張り詰つめていた気が途と切ぎれてしまい、何もかもが限界に達してしまったのだ。

　頭の中は、ただ漠ばく然ぜんとしたショックと、やはり漠然とした、雪乃の様子への共感だけだ。

　視野の端はしで、まなじりを吊つり上げて立ち尽つくす雪乃の、やり場の無い怒いかりに、呆ぼう然ぜんとした頭で共感している。

　この心身の疲労はともかく、自分も似たようなものだからだ。

　何を思えばいいのか分からない。ただただ、ショックばかりがあった。

　雪乃と違って、怒りはない。

　性格の問題でもあり、疲労のせいでもあるが、ただ怒りがないのは幸いでもあった。雪乃のような葛かつ藤とうはないからだ。

　この、死に行くかも知れない大人おとなたちに、怒りを向けることができない葛藤が。

　代わりにあるのは、つい先ほど入いり谷やから聞いた、神狩屋が言っていた言葉と、それへの戸と惑まどいと衝しよう撃げき、それから自責の念だった。




『夢ゆ見み子こ君の〈断だん章しよう〉は────もう庇かばいきれないくらい活性化し始めたんだ。白野君と会ってから、ずっとね』




　蒼衣は、自分が会った以前の夢見子の〈断章〉は、知らない。

　ただ、夢見子の『予言』があるのは非常に稀まれだと聞いていた。

　しかし、蒼衣はこの〈ロッジ〉と出会ってからというもの、何度も〈グランギニョルの索さく引いんひき〉による『予言』と、その『予言』された〈泡ほう禍か〉に出くわした。このところ不思議と多いのだと。過去は知らないので、実感も無くそんなものかと思っていた。

　たまたま、そうなのだろうと。

　単に、運が悪かったのだと。

　神狩屋も、ずっとそう言っていた。

　だが違ったのだ。入谷の言った神狩屋の言葉はそれを裏付けていたし、今の蒼衣は、原理こそ分からないものの、それが真実であるということを実感として感じていた。

　これは、蒼衣のせいなのだ。

　蒼衣が、夢見子と出会ったせいで、こうなったのだ。

　いや、きっと、正しくは、再会したから。

　全すべては、蒼あお衣いのせいだったのだ。




　────『アリスとウサギが出で逢あって、何も起こらないはずがないでしょう？』




　出逢った頃に、風かぜ乃のが言った言葉。

　風乃はどこまで気づいていたのだろう。あまりにも意味深しんで、的確な言葉だ。

　重さのある霧きりがかかったような意識の中で、蒼衣の中に満ちるのは、罪悪感。自分がここに来てしまったから。何より、そもそも神か狩がり屋やがこんなことを始めてしまったのも、蒼衣が現れたせいなのだ。蒼衣の〈断だん章しよう〉のせいなのだ。

「…………」

　それぞれの、重苦しい沈ちん黙もくが降りていた。

　雪ゆき乃のは、しばし大人おとなたちを睨にらみつけていたが、やがて顔を背そむけるようにきびすを返し、裂さけて倒れたカウンターを踏ふみ越えて、破は壊かいされた奥の戸の向こうにある上がり口に、乱暴に腰こしを下ろした。

　続く、居い心地ごこちの悪い、沈黙。

　その沈黙の中、大おお隅すみが大おお柄がらな体から、情けないほどか細い声を出した。

「…………ね、ねえ、姐あねさん、ほんとに俺おれら、死んじゃうんですかねえ……」

「知らないよ」

　面倒くさそうに、リカが答えた。

「まあ、死んじゃうにしても、そんなにすぐじゃないんじゃない？」

「生なま殺ごろしじゃないすか！　よけい嫌いやですよ！　ってか姐さん、落ち着いてますね」

「まーねー。じたばたしてもしょうがないからねー。あんたはもうちょっと落ち着きな」

　嘆たん息そくと共にリカ。大隅は食い下がる。

「無理ですよ……ってか姐さん、こないだ死ぬの怖こわいって言ってたじゃないすか。噓うそだったんすか？」

「怖いに決まってんじゃない」

「えー、全然怖そうにゃ見えませんぜ……」

「あんたノストラダムスの大予言とか真まに受けて、学校だの仕事だのおっぽり出すクチ？　助かった時どうすんのさ」

　頭の後ろに両手をやって、リカは呆あきれたように大隅を見る。

「大体、あたしゃいつ自分が死ぬか分かんない〈断章〉抱かかえてんだよ？　死ぬのが怖いからって、びびって何もしなかったら、石ころと同じじゃんか。

　あたしゃいつ死んでも〈ロッジ〉だけは何とか回るように、いつも準備してるよ。覚かく悟ごはできてるんだ。ただ、怖こわいだけ。怖いけど、それがどうかした？　そりゃあたしの問題だ。あたしだけの問題だ」

　言い切るリカ。大おお隅すみはぐうの音ねも出ず、自分よりも何回りも小さいリカの前で、縮こまって黙だまり込む。

　そうしていると、入いり谷やが不意に、椅い子すから立ち上がった。

「……巻き込んで悪かったな」

　入谷はそう言うと、残ざん骸がいの散らかった店の床ゆかを踏ふんで、玄げん関かんへ向けて歩き出した。

「どうすんの？　入谷サン」

　その背中に、リカが訊たずねる。

「鹿か狩がりを探す。そろそろ〈断だん章しよう〉が使えるかもしれん」

「そ。無理しないでね」

　背中を向けたまま、それだけのやり取りを後に、入谷はそのまま壊こわれた入口から歩み出て、夜の住宅地に消えていった。

　リカはそれを見送った後、笑え美みへと目を向けた。

「笑美サンはどうする？」

「……ここにいるわ。神か狩がり屋やさん、帰ってくるかもしれないし」

「そ」

　それを聞くと、リカは椅子から立ち上がる。

「じゃ、大隅。戻もどるよ」

「あ……はい……」

「じゃね、白しら野のクン。……大隅、ぐずぐずすんな。すぐにゃ死なないよ。だったらその間に神狩屋サン何とかすれば、助かるかもしれないでしょ？」

　リカは蒼あお衣いに手を振ると、ショックも覚めやらぬ顔でのろのろと歩く大隅の尻しりを蹴けっ飛とばすようにして、賑にぎやかに出て行った。




　……そして、それが。

　蒼衣たちがリカたちを見た、最後だった。
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　　　七章　　七人目の『小人／こびと』







　　　　１




　蒼あお衣いはあれから『神か狩がり屋や』の風ふ呂ろを借りた後、すぐに眠ねむりについてしまった。

　眠りたくないからと書しよ斎さいで調べ物をしながら、しかし文ふ机づくえに突つっ伏して寝息を立てだした蒼衣に気づいた雪ゆき乃のは、黙だまって部屋を出ると、タオルケットを取りに寝室の押し入れを開けて、そこで不意に「何で自分がこんなことを」と思い立って、しばらく突っ立った後、元のように押し入れを閉じた。

　戻もどって様子を見ても、蒼衣は目を覚まさない。

　さすがに限界が来たようだ。今までは一いつ瞬しゆんうたた寝をしても、眠りが浅く、周りが動けばすぐに気づいた。まあその様子は気づいたというよりも怯おびえに近く、同じようにドアでも開けようものなら一発で飛び起きていた。

「……」

　雪乃は書斎から席を外し、一時間以上経たってから、また戻って来た。

　戻って来た雪乃は着替えていた。この『神狩屋』に予備として置いていた、ゴシックロリータの衣装。

　髪かみを下ろしていた。まだ完全には乾かわききっていない。

　そんな髪をいじり、眺ながめる。シャワーで念入りに洗い流したが、あの倉庫に充満していた屍し臭しゆうがまだ染しみついているのではないかという気がして、微び妙みように落ち着かない。

　着ていたセーラー服も、同じ理由で着替えた。

　新しく巻いた手首の包ほう帯たいに、シャワーでふやけた傷から染み出した血が、赤く僅わずかに、滲にじんでいる。

　それを見ながら雪乃は、さっき鏡に映っていた自分の姿を思い出す。

　髪を下ろしたゴシックロリータ。その姿はとても風かぜ乃のによく似ていて、思い出す雪乃の心の中に、嫌けん悪おと心強さの混じった複雑な感情が滲み出す。

「……っ」

　雪乃は不快なその感情と、手首の傷の痛みを、嚙かみ殺した。

　そして眠っている蒼衣を少しのあいだ見つめた後、そっと部屋を出て、ドアを閉めた。

　ドアを閉め、それを背中に、廊ろう下かに座り込む。無言で膝ひざを抱かかえる。薄うすい絨じゆう毯たんが張られた廊下の、古くなった電灯が照らす薄うす暗くらがりに、雪ゆき乃のは沈しずみ込む。

「………………」

　廊ろう下かの静せい寂じやくに沈み、幾いく分ぶん落ち着いてもなお、やり場のない思いを、胸の中で弄もてあそぶ。

　ぐるぐると、思考にすらならない感情の渦うずを胸の中に、雪乃はただ、座っている。




『────どうするの？　雪乃』




　気づくと、雪乃の前に鏡合わせのように、風かぜ乃のの亡ぼう霊れいが座っていた。

　鏡きよう像ぞうのように膝ひざを抱かかえ、しかしまるで真ま逆ぎやくの艶えん然ぜんとした笑みを浮かべた亡霊が、笑みを含んだ声で、くすくすとそう訊たずねた。

「何がよ」

　雪乃は不ふ機き嫌げんに、ぼそりと聞き返す。

『断罪。誰を殺して、誰を生かすの？』

　今の状態ではとても考えられなかった。考えたくもなかった。

『誰のために命をかけて、傷つけ、傷つき、殺し、殺されるの？　誰を愛して、誰を裁くの？　罪人は誰？　それとも、私たち？』

「……」

『〈アリス〉は、愛するの？　裁くの？』

　からかうように訊ねる風乃にもむかついて、カッターナイフを投げつけた。

　がしゃん、とカッターナイフは壁に当たって落ち、風乃は消えた。

　風乃の姿は消えたが、それでもなお、空間に含み笑いが残っているような気がした。雪乃は胸の底から、憤ふん懣ぬに満ちた息を吐はき出して、のろのろと身を乗り出して、床ゆかのカッターナイフを拾い上げた。

　……その時、台所のドアが開いて、笑え美みが廊ろう下かに顔を覗のぞかせた。




「音がしたけど、大だい丈じよう夫ぶ？」




　訊ねる笑美に、雪乃は拾ったカッターナイフを、笑美からは死角の位置にやりながら、ぶっきらぼうに答えた。

「何でもないわ」

「そう……？　お茶、淹いれたら飲む？」

「いらない」

　にべもなく、雪乃。答えながら、まるで母親と反抗期の子供のようなやり取りだと、頭の端はしで少しだけ思った。

　もっとも仕事人間だった母親と、そんな会話を実際にしたことなど一度たりともないが。

　会話を拒きよ否ひしながら、そんなことを思う雪ゆき乃の。話はもう終わりのはずだったが、しかし笑え美みは、「そう……」と言いながらも、ドアの傍そばに立ったままだった。

　開いたドアからは、煮物を作る匂においが漂ただよってくる。

　笑美は皆が解散してから、ここのところ颯さつ姫きや夢ゆ見み子この世話をしていた三み木き目め医師の杜ず撰さんな家事の跡あとを見み咎とがめて、ずっと洗い物や、冷蔵庫の中の食材を冷れい凍とうできる料理にする作業を黙もく々もくと続けていたのだ。

　あえて穿うがって見るなら、何かから逃とう避ひするように。

　そんな笑美がなかなか立ち去らないので、雪乃は先ほどの風かぜ乃のへの苛いら立だちをそのままに、笑美へ訊たずねた。

「……何？」

「あのね……雪乃ちゃん。蒼あお衣いくんは、どう？」

　雪乃の背後にあるドアを気にしながら、笑美は訊きいた。

「寝てるわ。疲れて」

「そう……」

　まだ何か言いたげな様子の笑美。それを見て雪乃は、心の中で身構えた。

　笑美は雪乃たちに何も行動させないようにしている張本人であり、今も雪乃たちは、蒼衣の過去について調べていることも、その課程で起こった〈泡ほう禍か〉についても、一切を秘密にしていたからだ。

　だからこその、雪乃の警けい戒かいだ。

　感づかれて、また邪じや魔まされるのではないかという警戒。笑美はそんな雪乃の内心をよそに、おっとりと親切めかした例の調子で、雪乃に訊ねた。

「蒼衣くんは……ううん、雪乃ちゃんもだけど、おうちには帰らなくて、いいの？」

「……」

　警戒とは別のものだったが、今いま更さらなにを言っているのかと、雪乃は眉まゆを寄せた。

「おうちの人は、心配してないの？」

「……家にはちゃんと言ってるわ。余計なお世話よ」

　言い切る雪乃。

　だが、はっきり拒きよ絶ぜつしたつもりだったのに、笑美には通じなかったらしかった。頰ほおに手を当て、困った表情で小こ言ごとを言う母親のような顔で、笑美は平然と、雪乃の拒絶に対して言葉を返してきた。

「言ったとしても、心配はすると思うわよ？　高校生なんだから」

「……ちょっと」

「こっちが心配なのは分かるけど……私や入いり谷やさんに、全部任せればいいのよ？　残ってても何もないんだから」

　笑え美みは、さらに言う。

「蒼あお衣いくんだって、疲れてるんでしょう？」

　そう言って、雪ゆき乃のの背にあるドアを覗のぞき込むように気にかける。そんな笑美に、雪乃は反発を覚えながら、同時に気が気ではなかった。今この後ろの部屋では蒼衣が机つくえに突つっ伏して寝ているわけで、もしそれを見られたら、不ふ審しんに思われる可能性は充分にあった。

　その、恐おそれもあって。

「余計なお世話だって言ってるでしょ!?」

　雪乃は、刺とげ々とげしく言い放った。

「大体、私たちのことなんかより、自分のことを心配した方がいいんじゃない？」

　そして、

「このままだと、あなた、死ぬんでしょう？」

「！」

　焦あせりと苛いら立だち、敵てき愾がい心しんから出た攻こう撃げき的な台詞せりふだったが、さっ、と笑美の表情が強こわ張ばったのを見て、その瞬しゆん間かん、雪乃はしまったと思った。

　半なかば勢いで言ってしまった台詞だった。

　それにもう一つ言えば、笑美があまりにいつも通りに鬱うつ陶とうしいことを言うので、あの死の宣告のことなど、気にしていないか、すでに覚かく悟ご済ずみだと思っていたのだ。

　そうではなかったのだと、たったいま気がついた。

　無神経な台詞だった。しかし言ってしまったことはもう覆くつがえらないし、雪乃ももはや、撤てつ回かいするつもりなどなかった。

「……任せろって言うなら、こんなことしてないで、神か狩がり屋やさんを追いかけたら？」

　雪乃は勢いのままトドメにそう言って、笑美から顔をそむけ、また膝ひざを抱かかえた。

　笑美は、

「……そうね」

　と俯うつむいて小さく言い、二人のいる廊ろう下かの空気が、気まずく沈しずんだ。

「ごめんなさいね。不安に思ってるのは、確かに、私の方だわ」

　そんな空気の中、ぽつりと、笑美は弁解する。

「心も〈断だん章しよう〉も不安定だわ。あの時、心の底から無む理り矢や理り見えない手でトラウマを引きずり出されたみたいに、フラッシュバックがあったのよ。多分それが、夢ゆ見み子こちゃんの〈断章〉だったのね」

「……」

「今も気を紛まぎらわせてないと、心の中でアレが膨ふくれ上がって、叫さけびそうになるわ。確かにこんなことじゃ、雪乃ちゃんたちに何か言う資格はないわね。神狩屋さんを追いかけなきゃいけないのは、わかってるのよ。でもまだ、覚かく悟ごができてないの……」

　聞き流すふりをする雪ゆき乃の。しかし笑え美みが、続けて言った言葉は、雪乃のそんな仮面に罅ひびを入れるものだった。




「確かに神か狩がり屋やさんは止めなきゃいけないわ。でも────

　でも、私が助かるには、夢見子ちゃんを死なせなきゃいけないでしょう？」

「…………!?」




　笑美は、言ったのだ。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かんに、雪乃は、ぎょっとなった。

　雪乃は〈騎き士し〉だ。〈泡ほう禍か〉を殺す。それを呼び込む者も全すべて殺す。

　ただ〈泡禍〉として目の前に現れるモノ全てを殺すという、そんな覚悟を雪乃は身に刻きざむほど強く抱いだいていたが、その思いの強さゆえに、雪乃の思考はそこで停止していた。

　その停止ゆえに、雪乃はここであった事件の説明を聞いても、考えなかったのだ。

　死の呪のろいを解くために殺さなければならない呪いの元が、神狩屋ではなく、夢ゆ見み子この方であるということをだ。

　敵は神狩屋だと。それ以上を考える必要などないと。

　強い覚悟と殺意と意志。その、死角。

　もしかしたら、無意識に考えないようにしていたのかもしれない。

　その事実に愕がく然ぜんとしながら、ただ膝ひざを抱かかえて床ゆかを見つめて固まる雪乃に、笑美は気づく様子もなく、俯うつむいたまま言葉を続けた。

「それが正しいことなのか、って思うと……どうしてもね、心が決まらないの」

「……」

　胸元で無む為いに指を弄もてあそびながら、笑美は言う。

「それに助かろうとして夢見子ちゃんを死なせたとしても、私たちが助かる可能性って、それほど高くないと思うのよ。一度〈効果エフエクト〉として現れた後で、撤てつ回かいできる〈断だん章しよう〉って、一つもないじゃない？　中断できるものさえ少ないわ。そう思うとどうしても決心がつかないし、どうすればいいかも、本当のところ分からないのよ……」

　笑美の言っていることは正しい。〈断章〉は魔ま法ほうではない。一度起こしてしまったことは、元には戻もどせないのだ。

「そんなあやふやな可能性のために、夢見子ちゃんを犠ぎ牲せいにして、いいの？」

「……」

「ううん、間違いなく助かるのだとしても、それは正しいこと？」

　状況と疲ひ弊へいで視野狭きよう窄さくしていた雪乃の思考はようやく回り始めたが、それでも雪乃は、無言だった。

　笑え美みの相談に、一つ答えがある。

　それを恐おそらく、笑美も分かっている。

　夢見子を蒼衣に殺させれば、四人は助かるということ。

　笑美も、雪ゆき乃のも、それに気づいているが、どちらも口には出さなかった。もしもそれを口に出せば、何重もの意味で〈騎き士し〉として終わりだと理解していた。

「大人おとなは、子供を守るものだわ」

　笑美は言った。

「だから私は、夢ゆ見み子こちゃんが帰って来た時のために、ここをできるだけ綺き麗れいにしておこうと思ったの」

　つまり笑美は────夢見子を生かし、自分が死ぬことを考えている。

「だって、もし神か狩がり屋やさんが帰ってきた時、ここがちゃんとしてるのを見たら、気持ちが揺ゆれるかもしれないじゃない？　きっと神狩屋さん、自分の帰るところをなくすために、あんなことをしたと思うのよ。上手うまく説得できればいいんだけど……」

「……」

　笑美が言う言葉を、雪乃はただ口元を引き結んで顔で聞く。

　はっきり言って、雪乃は笑美が嫌きらいだ。笑美の考え方には、根本的に賛同できない。

　だが笑美の、この徹てつ底てい的な善意と情は、認めないわけにはいかなかった。雪乃とは真ま逆ぎやくの狂きよう的な指向性。雪乃が殺意と憎ぞう悪おで自分の魂たましいを狂的に研とぎ澄すませ、立ち塞ふさがるもの全すべてを殺さんとしているのと同じく、笑美はこの善意と情を狂的に魂に満たして、その障害になるものを全て殺そうとしているだけなのだ。

　自分自身も、例外なく含めて。

　彼女は確実に〈騎士〉だ。ぶれを自覚している今の雪乃よりも、よほど純粋に。

　認める。だが、だからこそ、余計に認められなかった。笑美が雪乃とは対極の極点であるがゆえに、笑美の善意が強ければ強いほど、雪乃を『保護』する善意の牢ろう獄ごくは、雪乃にとって到底耐え難いものになるのだ。

　身を捨てようとしている笑美の意志に、ほだされるわけにはいかなかった。

　その献けん身しんに、いかに心を動かされようとも。

　だから雪乃は、自分の中の嫌いやな部分を総動員して、ひねりだすように嫌いや味みを口にした。せめて嫌味を言うことで、笑美の心と、それから自分の心に、針を刺さすためだ。

「……戻もどって来ればいいわね、神狩屋さん」

　自分で言っておきながら、分かりづらい下手へたな嫌味だと思った。

「本当に戻って来るの？　ここまでしたのに。私なら、二度と戻らないわ」

　雪乃は言葉を重ねる。嫌味だと分からせるために。

　だが笑え美みは、雪ゆき乃ののその問いに、あっさりと答えた。

「あら、神か狩がり屋やさんには、ここに戻もどって来る理由があるわ」

「……？」

「だって────ここには、蒼衣くんがいるでしょ？」

「!!」

　情ばかりが強くて理知とは遠いと思っていた笑美の、その答えに、雪乃は愕がく然ぜんとした。

　いや、これはおそらく、理論的な思考の末の答えではない。笑美の様子を見ればそれは間違いない。ただ、情が強いゆえの女の勘かんのようなもので、それゆえにあまりにも最短距きよ離りで核心を突ついていた。

　そうだ、いずれ、神狩屋は蒼衣のところにやって来る。

　必ずだ。蒼衣によって死をもたらされることが、神狩屋の最終的な目的なのだから。

　これ以上ないほどに、単純なこと。入いり谷やなどはもしかすると、そんな状況になる前に神狩屋を捕まえたいと思って行動しているのかもしれないが、少なくとも雪乃は、『見つけなければならない』という意識が強いあまりに、結果は同じことであっても、意識としては完全に失念していた。

「だ、だったら……」

　そして雪乃が、言いかけた時だった。




　がしゃん！




　と店の入口の方から、壊こわれたドアを乱暴に開けたと思われる大音おん響きようが聞こえた。

「!?」

　一いつ瞬しゆんで空気が凍こおった。雪乃と笑美が、同時にそちらを向く。

　廊ろう下かが静かになる。閉まったままの、店に続いている戸を見つめたまま、雪乃は息を潜ひそめてゆっくりと立ち上がり、手にしたカッターナイフを握にぎり直す。

「………………」

　息が詰つまるような、沈ちん黙もくが張り詰めた。

　その沈黙の中、




　がたっ、

　がたっ、




　と戸の向こうで、荒れた店内を踏ふみつける、足音が聞こえた。

　足音が近づいて来る。雪乃と笑美が僅わずかに身構え、表情が緊きん張ちようする。そして足音は、やがて戸の前までやって来て、




　がらっ!!




　と緊きん張ちようする雪ゆき乃のたちの前で、次の瞬しゆん間かん、大きく戸が開かれた。

「!!」

　そして開いた戸の向こうに姿を現したのは、頭から血を流し、顔と黒い派は手でなＴシャツを血に染めた、リカに連れられて帰ったはずの、大おお隅すみだった。

「……っ!!」

「！」

　息を吞のむ笑え美みと、表情を硬かたくする雪ゆき乃の。

　肩かたで息をする、大隅の顎あごから、大きな血の滴しずくが、ぼたりと音を立てて廊ろう下かの薄うすいカーペットに落ちた。

「……ど、どうしたの？　その怪け我が！」

　笑美が、大隅に近づく。大隅は自分の体を支えるように、戸に手をかけて立ったまま、血に塗まみれた凄せい惨さんで悲痛な表情で、胸の底から絞しぼり出すように言葉を口にした。




「姐あねさん────リカさんが………………死にました」

「!?」







　　　　２




　…………




　止まったばかりの熱いエンジンが立てる、ちりちりと金属を鳴らすような音が、闇やみの中に延々と響ひびいていた。

　運転席の椅い子すに座っていた。だが体は大きく斜ななめに傾かしいでいて、そこからずり落ちそうになりながら、重力でドアに押しつけられていた。

　車体が、ひどく斜めになっているのだ。

　人より大おお柄がらで重いぶん、拘こう束そくされているように強くドアに押しつけられた体は、ほとんど身動きができず、そこらじゅうに裂れつ傷しようや打ち身の、激しい痛みが湧わき上がっている。

　顔が、シャツが、血で濡ぬれている。

　頭を怪け我がしたらしい。皮ひ膚ふが裂さけ、頭ず蓋がい骨こつにまで響いてくる傷口の痛みと共に、そこから溢あふれ出す血が、顔を流れ落ちている。

　だが、そんなものは、もはや気にならない。

　シャツを真まっ赤かに染めている、この自分のものではない血に比べれば、自分の顔を流れる血など、問題にもならなかった。




「あ……あ、姐あねさん……」




　完全に砕くだけて無くなったフロントガラスからなだれ込むようにリカの胴どう体たいを串くし刺ざしにした、大量の鉄筋と、そこから滴したたり落ちて来る大量のリカの血に比べれば。

　リカは、目の前を走っていた大型トラックから滑すべり落ちた、大量の細い鉄てつ棒ぼうによって、助手席のシートに縫ぬい付けられるようにして身体からだ中を貫つらぬかれていた。

「ぐ……」

　その胸と喉のどが何かを言おうとするかのように動いて、次の瞬しゆん間かん、ごほっ、と口から塊かたまりのように血が溢あふれる。弱々しく数度咳せき込み、そのたびに血が飛び散って、斜しや面めんの下側になっている運転席の大おお隅すみに、霧きり雨さめのように降りかかる。

　そしてその末に、リカは小さく呟つぶやいた。

「………………悔くやしいなあ……」

　本当に、小さく。力なく。

　それは一いつ瞬しゆんのことだった。リカを乗せたＳＵＶ車での帰り道。前を走っていた、鉄筋を載のせた大型トラックの上に、白いワンピースの少女が立っているのが見えたのだ。

　ぎょっとした次の瞬しゆん間かん、鋼材を固定していたワイヤーが一いつ斉せいに音を立てて切れ、解き放たれた鋼材がフロントガラスに向けて濁だく流りゆうのように降り注そそいだ。フロントガラスが粉々に砕くだける大音おん響きようと共に、衝しよう撃げきによって、車はガードレールに突つっ込んだ。天地がひっくり返ったかと思うほど、何もかもが滅め茶ちや苦く茶ちやになった。そして気がついた時には、車は河か川せん敷しきの土ど手てに引っかかるようにして、横倒し寸前の斜ななめになって止まっていた。

　そして。

　リカが。

「……」

　狙ねらったように助手席に流れ込んだ細い鉄の棒ぼうが何十本も突き刺ささり、シートに磔はりつけにされて、リカは自分を貫く鉄筋にぐったりと身を預け、虚うつろに呟いていた。

「悔しいなあ……せっかく、今は、悪い夢と戦える私だったのに」

　虚ろな目で、虚ろな呟きを、リカは漏もらす。

「ここで終わりなんだ……悔しいなあ…………積み上げても夢みたいに無くなるんだ。どんだけ積み上げても、夢になるんだ。悔しいなあ……」

「あ、姐あねさん……姐さん!!」

　大おお隅すみは慌あわて、慌てながらリカを呼んで、助けようとするが、あまりの有様に手を出すことさえできなかった。

「悔くやしいなあ……どうにもならないんだ」

　為なす術すべもないその間も、リカは呟つぶやき続ける。

「す、すぐに助けを呼びます！　気を確かに！」

　大隅はほとんど泣きながら言い、自分のスマートフォンを探すが、どこに飛んだのか充電スタンドには見当たらず、自分もシートベルトに縛しぼり付けられたようになって外すことができす、もがくことしかできなかった。

　もがき、呼びかけることしかできない。

　しかしリカには、その呼びかけさえも、もう聞こえないようで、だんだんと弱くなってゆく呟きを延々と続けていた。

「また……私が死んだ夢に怯おびえるだけの私が、目ぇ覚ますのかな……」

「姐さん！」

「それとも…………私が『本物』の私で、もうおしまいなのかな……やだなあ……」

　大隅がどれだけ呼びかけても、ただリカは、ぽつりぽつりと、呟きを漏もらすだけ。

　そうする間にも、リカの体からは、命が流れ出してゆく。そして、まだ体温が残っている赤い滴しずくが、ぽつりぽつりと、大隅の上にこぼれ落ちて、逝ゆく。

　大隅は、やっとダッシュボードにナイフがあるのを思い出す。斜ななめになった体勢と、ぴんと張ったシートベルトで自由にならない腕うでを、無む理り矢や理り伸のばしてダッシュボードを開け、ジャックナイフを摑つかみだして、シートベルトを切り始める。

「姐さん！　もう少しですから！」

　呼びかけるが、リカの声はどんどん弱くなってゆく。

「悔しいなあ…………嫌いやだなあ……」

「姐さん！　もう少し……っ！」

「死にたく……ないなあ……」

「姐さんっ!!」

「…………」

「姐さん!?」

　そしてやっとのことでシートベルトを切断し、大隅の身が自由になった時、リカの呟きはすでに絶え、その息も、またすでに絶えていた。

「…………………………っ!!」

　目を見開いた。ぎゅっ、と心臓が苦しく締しまった。

　見開いた視界の中で、リカは虚うつろな目をダッシュボードに落としたまま、腕うでと髪かみをだらりと落として、静かになっていた。

　ただ、




　ぽつり、

　ぽつり、




　と、動かない体から、滴しずくの残りが落ちるのみ。

　落ちた滴が、もう真まっ赤かに濡ぬれて貼はりついた大おお隅すみのＴシャツの上で弾はじけ、その小さな音が、暗く静かな車内に、ぽつり、ぽつり、と響ひびくだけ。

「あ……」

　ぽかんと開いた口から、言葉は出なかった。

　呼びかける言葉が、出なかった。

　草を踏ふむ、足音が聞こえた。トラックの運転手と思われる男が、恐おそる恐る、斜しや面めんを降りて来ていた。

「お、おーい……無事……か？」

　恐る恐る、訊たずねる声。

　ひどく間抜けに聞こえた。そんなわけがあるか、と思った。その自分の感想さえ間抜けに思えた。何を思えばいいかも、どう感じればいいのかも分からなくなって、数秒、心に空白ができた後──────代わりに反動のように、心の中で激しい怒いかりが爆ばく発はつした。




「……お……あああああああああっ!!」




　絶ぜつ叫きようして、大隅は車を飛び出した。

　突とつ然ぜんのことに、恐きよう怖ふの表情で後ずさったトラック運転手の顔面を思い切り殴なぐりつけ、大隅はそのまま破は壊かいされたＳＵＶ車もリカの遺い骸がいも捨てて、土ど手てを駆かけ上った。




　くそ！

　くそ！




　心の中で何度も怒りの声を上げ、もと来た道を、走った。怪け我がだらけの全身が痛んだが、それも全すべて、怒りに変わった。怒りにまかせて走った。




　許せねえ。

　何でこんなことに？




　頭の中が滅め茶ちや苦く茶ちやで、まともに物が考えられない。

　しかしやらなければいけないことだけは、分かっていた。

　このままでは、済まされなかった。

　このままでは。

　リカのために────




　　　　†




「────だから、っ……かっ、神か狩がり屋やのっ……野や郎ろうをっ……！」




　早く、早く見つけてくれ。大おお隅すみは訴えた。

　廊ろう下かの上がり口にひざまづくように崩くずれ落ち、笑え美みに顔の血を拭ふかれ、大隅は話しながら限界が来たように滂ぼう沱だの涙なみだを流し、切れ切れの声でそう懇こん願がんした。

　仇あだを討うたせて欲しいと。

　敵かたきを取らせて欲しいと。

　リカの仇かたきを。せめて一発殴なぐるだけでも、この手でやらせて欲しいと、大隅は廊下に手を突ついて、必死で何度も願いを口にしていた。

　自分も、いつまで生きていられるか分からないから、と。

「……!!」

　その大隅の訴えを聞きながら、廊下に突っ立ったままの雪ゆき乃のは、強こわ張ばった顔で、愕がく然ぜんとしていた。

　早すぎる。

　あまりにも、早すぎる。

　死ぬまでが早すぎる。神狩屋が夢ゆ見み子こによる、〈断だん章しよう保ほ持じ者しや〉に対する死の呪のろいとも言うべき、あの〈グランギニョルの索さく引いんひき〉をリカたちに向けてから、一日どころか、まだ数時間しか経たっていないのだ。

「………………」

　大隅の血を拭いていた笑美の手も、すでに自然と止まっている。

　さすがに顔色を失っている。たった今まで、自分の死について話してはいたが、ここまで早いとは、思ってもいなかったのだろう。もし、他ほかの三人も同じくらい早く死に至るのだとしたら、問題があるなどというレベルの話ではない。もしそうなのだとしたら、あまりにも時間が残されていないのだ。

「くそっ……いきなり…………こんな……っ！」

　床ゆかに突ついた両手に、カーペットに爪つめを立てんばかりに力を込め、嘆なげき、怒いかりを吐はき、嗚お咽えつを上げる大おお隅すみ。血にぐっしょりと濡ぬれた、いかにも凶きよう暴ぼうそうな虚こ仮け威おどしの模も様ようの入った黒地のＴシャツが、廊ろう下かに血の匂においを広げる。

「許せねえ……あいつ……あ…………くそっ！　くそっ！」

　呪じゆ詛そと、合間に聞こえる、歯ぎしり。

　大おお柄がらな中年男が、まるで小学生のように泣きながら怒おこる様子は、それゆえにあまりにも純粋な感情の吐と露ろで、それを責める気持ちは浮かばなかった。

「あ、姐あねさんは……でかいくせに気が弱くて役に立たねえからって、前の〈ロッジ〉で滅め茶ちや苦く茶ちやな扱いされてた俺おれを、引き取ってくれたんだよ……」

　泣きながら、大隅はひたすらに思いを吐はく。

「恩人なんだよ……トラウマのせいで鬱うつって、何もできなかった俺がよぉ……立ち直って親父おやじの会社継ついで、親父やおふくろ安心させれたのも、姐さんのおかげなんだよ…………

　くそ！　信じられねえ、姐さんが俺より先に死ぬなんて……！　姐さんはすっげえ賢かしこかったし、俺なんか比べものになんねぇくらい意志も強かったんだ、死んだなんて、俺がこの目で見たのに、全然信じられねえ、信じられねえよ！　姐さんがいなくなったら、〈ロッジ〉はどうなンだよ。うちの〈ロッジ〉には俺みたいな、姐さんがいなきゃどうなってたか分かんねぇ駄だ目め人間が日本中にいっぱい居ンだぞ……!?

　確かに人食ったところがあってさ、嫌きらってる奴やつも多かったけどよ……姐さんみたいなのじゃねえと、ああいう〈ロッジ〉じゃねえと、やってけねぇ駄目人間も、たくさん居ンだよ。普通の〈ロッジ〉の普通の互ご助じよやら、普通の人間関係やらによぉ、落ちこぼれちまう奴もいっぱい居ンだよ！　そういう奴らは、これからどうすりゃいいんだよ、畜ちく生しよう！　くそ！　この！　畜生ッ……！」

　ごん！　と音を立てて、床ゆかに頭を打ち付ける大隅。血が止まりかけていたはずの頭の傷がまた開き、つーっと額ひたいに血が伝って、それを見た笑え美みがはっとして慌あわてた。

「そんな……そんな人を、勝手な都合で殺しやがって……」

　だが周りの様子など見もせずに、大隅は床に額をつけ、突つっ伏したまま、ぶるぶると怒りに震ふるえる。

「許せねえ……あの野や郎ろうは絶対許さねえ……！」

　そしてそう呻うめいた後、怒りと絶望に歪ゆがんだ顔を上げ、大隅は、立ち上がろうとした。

　壁に手を突いて、身を起こす。そうしながら、傍かたわらの笑美の方に身を捻ひねるようにして視線を向けて、大隅は訊たずねる。

「入いり谷やさんなら、あの野郎を探せるんですよね？」

「え？　ええ……」

「連れん絡らく先さきおしえてください、俺も……」

　だがそこまで言った時、大おお隅すみは力の入らなかった足から崩くずれて、ずるずると壁をずり落ちるようにして、再び床ゆかに突つっ伏した。

「ち、畜ちく生しよう……」

「だ、駄だ目めよ、そんなんじゃ無理だわ」

　笑え美みが慌あわてて、大隅の背中に手をやった。

「あなたは、私たちに伝える役目を果たしたわ。今日きようはもうこれ以上は無理。今は休んで、起きた時に動けるようになったら、入いり谷やさんに連れん絡らくしてあげるわ、いい？」

「く、くそ……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、入谷さんは、何年も生きてるって言ってたでしょう？」

「う……」

「彼女は運が悪かったの。あなたは大丈夫。だから休みなさい。ね？」

　子供に言い聞かせるように言って、大隅をなだめると、笑美は顔を上げて雪ゆき乃のを見て、「手伝って」と促うながした。

「救急箱、持って来て。そのあと、布ふ団とんの用意」

「え……ええ」

　雪乃は戸と惑まどいながらも、思わず指示に従う。

　笑美はそうする間にもすっくと立ち上がって、つい先ほどまで大隅の血を拭ふいていたタオルを持って、洗面台の方へと向かう。




　……そうして騒さわぎのまま、夜は更ふけた。

　何も結論は出ないまま、雪乃たちは働き、やがて疲労に沈しずむように、そして夜更けに沈むように、『神か狩がり屋や』で眠ねむりについていった。







　　　　３




「肺」「肝かん臓ぞう」

　グリムのドイツ伝説集に、将来自分の娘むすめ婿むこになると予言された赤あか子ごを殺すようコンラート帝ていが命じ、家け来らいが兎うさぎの心臓を代わりに届ける話がある。また同じ伝説集に、不ふ貞ていの罪を着せられたジークフリートの妻を家来が助け、偽にせの証しよう拠ことして犬の舌したを持って行く話がある。

　古代中国では、敵の肝臓を食べたという。それによって敵の力を取り込む。できない者は勇気が疑われた。人間を食べることでその力を取り込むというのは、伝統的カニバリズムの基本的な考え方。




「小こ人びと」

　北ほく欧おうの伝でん承しようでは、巨きよ人じんユミルの死体にわいた蛆うじが小人の起源。

　小人は秘められた力や技術、隠かくされた宝のシンボル。

　神話時代の古い創造秩ちつ序じよに属し、人間を避さけ、大地の中で宝物を守っている。

　伝承の小人はたいてい男性の老人で、鳥の足をしているともいわれる。




「焼けた鉄の靴くつ」

　慣用句：『暖だん炉ろの中の靴』とは、サンタクロースからの贈り物を入れる靴のこと。

　かつて魔ま女じよ狩がりの頃、魔女への拷ごう問もんとして赤熱させた鉄の靴を履はかせて、靴ごとハンマーで足を叩たたき潰つぶした。




　………………




　蒼あお衣いは、夢を見ていた。

　自分は神か狩がり屋やの書しよ斎さいの文ふ机づくえに突つっ伏して、あの神狩屋のスクラップブックを傍かたわらに広げて、うたた寝をしていた。

　自分は寝ている自分でもあるし、それを見ている自分でもあるような気もする。曖あい昧まいな自分が、文机に突っ伏して、うたた寝をしていて、それを見ている。

　蒼衣の背中の後ろでは────何だか奇き妙みように広く感じる部屋の中で、葉は耶やのお母かあさんが、葉耶の首を絞しめている。

　床ゆかに横たわっている、白いワンピースを着た葉耶の、白い綺き麗れいな喉のどに、お母さんの手が、指が、強く、強く、強く、食い込んでいる。

　お母さんの指には、プラチナと金を組み合わせた指輪が嵌はまっている。

　結けつ婚こん指輪だ。愛し合ってこの指輪をはめ、そうして生まれた娘むすめが葉耶なのに、その指輪をはめた手で、その娘の首を絞めている。

　その光景を、蒼衣は、悲しく思う。

　そしてそんな悲しい光景を、入口のドアの前に立った、葉耶が見下ろしている。

　見下ろす葉耶の、俯うつむいた顔の、表情は分からない。ただ、着ている白いワンピースが、書斎の光景から浮くほどに、とても白いことだけが印象に残るばかりだ。

　葉耶の首を絞めているお母さんは、見ている葉耶には気づいていない。

　ただ葉耶を見下ろして、葉耶に見下ろされている。それだけだ。

　やがて、立っている葉耶は、背中を向ける。

　そしていつの間にか開いていたドアから廊ろう下かに出て、廊下を進んで、寝室のある方へと歩いてゆく。

　寝室のドアの前まで行った葉は耶やは、そこで立ち止まる。

　そして動きを止める。ドアの足元を見つめたまま、ただ静かに、じっとしている。

　まるで何かを、待っているかのようだ。葉耶は台所のドアの前にも立っていて、やはり静かに、じっと立っている。

　寝ている蒼あお衣いの後ろには、葉耶の首を絞しめる、お母かあさんだけになった。

　お母さんはじっと、葉耶の首を、強く絞めている。

　愛の証あかしの指輪をした手で、愛の結晶の首を。

　ひどく存在感のある指輪。視界が、指輪をした手に近づいてゆく。




　────あれ、




　と蒼衣は、ふと不思議に思う。

　この指輪を、どこかで見たことがあるような気がするのだ。




　────なんだろう？




　考える。

　どこで見たんだろう？　考える。考えると、すぐに思い出す。




　────ああ、思い出した。




　そうだ。

　腑ふに落ちる。




　────この指輪、前に会った、葉耶のお祖母さんがしていた指輪と同じだ。




　そうだ。納なつ得とくする。

　納得して、その納得した思いと共に、蒼衣は夢の世界から、浮かび上がるように、ぼんやりと目を覚ます。




　………………




　　　　†




「……」




　ふ、と雪ゆき乃のは、目を覚ました。

　書しよ斎さいの前の、廊ろう下かの床ゆか。床に座り込み、壁に寄りかかって、タオルケットを被かぶっていた雪乃は、いつの間にか眠ねむっていて、前まえ触ぶれもなく、ふと目を覚ました。

　こんな所で、こんな風に眠っているのは、護ご衛えいのためだ。

　いや違う。これはいつ神か狩がり屋やが現れても対たい処しよできるように、また他ほかに何かが起こっても対応できるようにという、警けい戒かいゆえのことだ。

　大怪け我がをした大おお隅すみがリカの死を告げに来た、あの騒さわぎの後。

　雪乃は警戒のために、毛布と共にここに陣じん取どって、そして、眠っていた。

　不ふ寝しん番ばんのつもりはなかったので、別にそれはいい。今こうして目が覚めたが、おそらくまだ未明で、眠ってからそれほどの時間は経たっていない様子に見えるのも、緊きん張ちよう感かんを維持できているということなので、それも問題ではなかった。

「…………ん」

　雪乃は、覚かく醒せいしたばかりの目を、周りに巡めぐらせた。

　洋風を意識した、古い木造建築の短い廊下が、静けさと、暗くら闇やみに包まれている。

　薄うすく古いカーペットのくすんだ赤色が、腕うでを伸のばしたほどの先から、徐じよ々じよに闇の中に消えている。そう遠くもない廊下の端はしは、真っ暗な闇に沈しずんで、あるはずの壁も戸も、見ることはできなかった。

「……？」

　そこで雪乃は、ふと思い出し、眉まゆを寄せた。

　暗い？　雪乃がこの場所に陣取った時、廊下の明かりは点ついていたはずだった。

　笑え美みが勝手に消したのだろうか？　やりかねない。しかし廊下の電灯のスイッチは、雪乃からほど遠くない、やはり廊下にあるわけで、それを笑美が操そう作さしに出て来たことに気づかず寝ていたのだとしたら、それは大いに問題だった。

　何しろ、見張りの役目を果たしていなかったということなのだから。

　いや、きっと、そういうことなのだろう。

「……っ」

　失態だ。このままこうしていて、同じように眠りこけてしまうなら、話にならなかった。

　雪乃は顔をしかめて立ち上がる。マントのように被っていたタオルケットが、足元の床に落ちる。水でも飲んで、頭をはっきりさせた方がいいだろう。雪乃は溜ため息いきとも深呼吸ともつかない息を一度吐はき、台所へ向かおうと、そちらの方向に顔を向けた。

　そして、ふと、気がついた。




「…………………………」




　あまりにも、静かなのだ。

　眉まゆ根ねが寄った。あまりにも────まるで誰も居ないかのように、静かなのだ。笑え美みは確か台所にいたはずだ。そしてずっとそこにいるつもりだとも、言っていた。にも拘かかわらず、こうして見ている限りでは、台所には人がいそうな雰ふん囲い気きではないのだ。明かりも点ついていない。何の気配も、感じない。

　この家は古い。隙すき間まから、光も音も漏もれる。

　しかし、台所のドアは真っ暗で、完全に廊ろう下かの暗くら闇やみに沈しずみ、またやはり沈んだように、沈ちん黙もくしていた。

　仮にダイニングテーブルでうたた寝をしたり、仮か眠みんを取ったりしているのだとしても、この警けい戒かい態勢の中で電気を消すだろうか？　自分ならやらない。だが他人のことだ。何とも言えない。だがそれでも、中に人がいるようには、やはりどうしても思えなかった。雪乃は何度も泊とまったことがあるので知っているが、古くて防音が全く期待できないこの家は、部屋で寝ている人の気配が廊下や隣りん室しつから分かるほど、気密性が低いのだ。

　出て行った？　いつ？　なぜ？

　しかし一番ありそうだった。しかし怪け我が人にんを置いて？

　そう言えば、台所とは逆側の、寝室に大おお隅すみが寝かされている。

　しかしその気配も感じない。寝室のドアもやはり、廊下の暗闇と静せい寂じやくに、しん、と深く沈んでいる。




「………………」




　雪乃は微かすかに表情を固くして、台所の方へ、足を向けた。

　とにかく確認が必要だった。廊下の暗闇の中、雪乃は靴くつ下したの足で足音を忍しのばせるように、さらなる暗闇の中へ、一歩、踏ふみ出した。




　ぎし、




　と暗い静寂の中に、古い床ゆか板いたが軋きしむ音が、大きく響ひびいた。

　暗くて、静か。廊下はまるで、暗闇に光も音も吸われてしまっているかのようで、影と無音が木造の閉じた空間に、しん、と静かに、沈ちん殿でんしていた。

　影と無音が、降り、溜たまっている。

　空気が止まっている気がする。まるで、時間が止まっているように。

　その中を、雪ゆき乃のは歩いてゆく。ぎし、ぎし、と薄うすいカーペットの下の床ゆか板いたが微かすかに沈しずむ感かん触しよくと共に軋きしみ、その音だけが暗くら闇やみの中に、耳障ざわりに響ひびいてゆく。




　ぎし、

　みり、




　雪乃は、歩く。

　そう広くもない空間一いつ杯ぱいに響く音の中、真っ暗な台所のドアが近づき、十歩と歩かないうちに、雪乃はドアの前に立つ。

「……」

　息を潜ひそめて、中の気配を窺うかがう。

　中から感じるのは無人の暗闇の気配だけで、耳には自分の心臓の音、肌はだには止まった空気しか触ふれない。

「……笑え美みさん？」

　雪乃は、声をかける。

　しばし待ったが、返事はない。中で何かが動き出す、そんな気配も、やはり、ない。

「……」

　かちゃ、と雪乃は、ドアノブに手をかける。

　僅わずかにぐらつく、重く冷たい真しん鍮ちゆうのドアノブを握にぎり、僅かにざらつく、重い手て応ごたえのノブを回す。

　ぎ、と音を立てて、ドアを開ける。

　開いたドアからは、冷蔵庫の稼か働どうする微かな振動音が満ちる、廊下よりもさらに濃こく大きな闇が、口を覗のぞかせた。

　そして雪乃は、その暗闇の中に手を差し入れて。

　壁を探り、電灯のスイッチを探した。

　そしてスイッチに触ふれた、その瞬しゆん間かん。

　ぬる、とプラスチックのスイッチ盤ばんに触れた指先が、同時にそれに付着していた、ぬめる液体の感かん触しよくに触れた。

　思わず引き戻もどして見た指先は、暗闇の中で、黒っぽく汚よごれていた。

　見つめた自分の手から、腥なまぐさい錆さびの匂においがした。

「……!!」

　ばっ、とすぐさま、スイッチを入れた。

　ばちん、と微かすかに水気が混じった音を立てて、スイッチが入り、古い電灯が瞬またたいた。

　息切れするように瞬いて点ついた明かりに、滲にじんだように照らされた台所の光景。その光景を見た瞬しゆん間かん、雪ゆき乃のは息を吞のんで、全身を駆かけ上がる悪お寒かんと共に、その場に凍こおりついた。




　ぽつん、




　と。




　壁も天井も家具も真っ赤になった部屋で、笑え美みが椅い子すに座っていた。




「………………!!」

　そこは血染めになっていた。浸ひたした刷毛はけを振り回したように、天てん井じようにまで飛び散った、

　血。

　血。

　血。

　停止した空気と、冷蔵庫の振動する音と、微かすかにちらつく電灯の光の中で、怖おぞ気けが走るような凄せい惨さんな光景が、日常的に見知った台所を滅め茶ちや苦く茶ちやに穢けがしていた。

　壁に、天井に、叩たたきつけたような血の帯おび。

　そこから雨あま粒つぶのように飛び散って、世にも恐おそろしい斑はん点てんをそこらじゅうに撒まき散らした、血の飛沫しぶき。

　そして、狂きよう気きの前衛芸術のような惨さん状じようとなったそんな部屋の中に、笑美が、一人、座っている。テーブルについているように、自然に背筋を伸のばして座った笑美は、しかしその頭が切り落とされたように失くなっていて、鈍にぶい刃は物もので無む理り矢や理りに剪きられたらしいぐずぐずに崩くずれた首の断面を晒さらし、エプロンを滝たきのような血で真まっ赤かに染めていた。




　ぽつん、




　と天井から、血が一いつ滴てき、テーブルに落ちた。

　テーブルも、まるでその上で生きた動物でも解体したかのように、一面おぞましい血ち溜だまりになっていた。

　そしてその血溜まりの中に、血に塗まみれた鉄が置かれていた。

　笑美の鋏はさみだった。あの大きな裁たち鋏が、半なかば口を開けた状態で、その刃はも持ち手も血ち塗まみれにして、首の無い持ち主の遺い骸がいが座るテーブルの上に投げ捨てられたかのように置かれていたのだった。

「………………笑え美み……さん……」

　喉のどの奥から、掠かすれた声が漏もれた。

　テーブルの下に、天てん板いたと足に半なかば隠かくれて長い髪かみが、床ゆかに横たわっているのが垣かい間ま見みえた。

　その先に続くものは見えないが、見る必要はない。見る気もない。

　見るわけにはいかなかった。これ以上この光景を見ていたら、雪ゆき乃のは自分の中にある、あの赤い記憶を抑えられなくなりそうだったからだ。




「…………………………っ!!」




　がたん！　と音を立てて、よろめくように廊ろう下かに下がった。

　胃の中身がせり上がる感覚に、口を押さえかけたが、その手はスイッチを触さわった時に、べっとりと血で汚よごれていた。

　振り捨てるようにその手を下ろし、逆の腕うでの袖そでで、口を押さえる。

　包ほう帯たいの下の無数の自傷が燠おき火びのように熱く痛み、頭の中が、真まっ赤かに塗ぬり潰つぶされる。

「………………………………………………!!」

　最悪のトラウマだった。

　見知った家。

　見知った部屋。

　見知った人間。

　それを穢けがす血と、惨ざん殺さつ死体。

　風かぜ乃のの起こした惨劇さんじようの再現として、血ち塗まみれの部屋が駄だ目めだということは分かっていた。しかし考えたこともなかった。身近であればあるほど、自分との繫つながりが大きければ大きいほど、その恐きよう怖ふが拡大するなどとは、考えたこともなかった。

「う……!!」

　胸の奥底から、吐はき気と、それから恐怖の塊かたまりがせり上がった。

　胃と肺と心臓を押し上げる、その濁だく流りゆうのようなおぞましい感覚に、全身の肌はだが粟あわ立だち、冷たい汗あせが噴ふき出した。




『うふふふふ……』




　風乃の笑い声が、暗くら闇やみのどこからか聞こえる。

　追い詰つめるような笑い。腹の底が絞しぼり上げられ、心臓が、激しく脈打つ。

「………………!!」

　今すぐにでも、ここを逃げ出したかった。

　だが使命感がそうさせなかった。顔を上げた。ドアの並ぶ、暗い廊ろう下かに目を向ける。

　どうすればいい？　蒼あお衣いも怪け我が人にんも、まだここにいる。精神は思い切り削けずられ、今にも挫くじけそうだったが、何もしないわけにはいかなかった。戦い続けなければ雪ゆき乃のの意地は────ひいては雪乃の全すべては、無意味なものと化すのだ。

　そうだ。笑え美みが死ぬことは分かっていた。

　思った以上に早いことも分かっていた。分かっていたはずだ。

　大おお隅すみは、まだ無事だろうか？　確認しなければ。震ふるえる手を壁に突つき、体を支え、吐はき気に耐えながら、寝室に向かって廊下を進む。

　意志を絞しぼり出して、寝室に向かう。

　引きずるような足取りで。壁を伝い足を引きずる音と、廊下の軋きしみが、後に続く。

　そして寝室に辿たどり着き、がしゃ、とドアノブを摑つかんで。半なかば縋すがり付くようにドアノブをひねり開けたその瞬しゆん間かん、中に見えたのは暗い寝室で眠ねむっている姿ではなく、布ふ団とんから身を起こした大隅の影だった。

「……っ、無事!?」

　思わず、呼びかけていた。

　その呼びかけと、僅わずかに差し込んだ台所からの鈍にぶい光に、部屋の中の大隅が、微かすかに身じろぎした。

　身じろぎした────ように、見えた。

　そう見えただけだった。布団から上体を起こした姿勢の、大隅の上半身は、身じろぎしたのではなく、そう見えただけだったのだ。




　はりはりはりはりはり…………




　最初聞こえたのは、小さな音だった。

　無数の小さな落ち葉を擦すり合わせたような、あるいは蚕かいこが桑くわの葉を食はんでいるような、小さな、しかし無数の耳に障さわる音が、暗くら闇やみの奥で蠢うごめいていた。

　部屋の中の暗闇に満ちる、その無数の、微び細さいな音。

　その異音が何なのか理解できず、思わずその場に立ち竦すくむ。




　はりはりはりはりはり…………




　音と暗闇の中、身を起こしている、大隅。

　ほぼ完全に影になって、足元を覆おおう布団しか見えなかったその姿が、部屋に差し込んだ鈍い光と、部屋の暗くら闇やみに慣れた目で、だんだんと視野に露あらわになってきた。

　大おお隅すみは動いていた。身じろぎもせずに。

　動いていたのは表面だった。布ふ団とんから身を起こした形の、大隅の上半身全すべてを大きなゴキブリが覆い尽くして、互たがいに擦すれ合う音をさせながら、まるで表面が波打って見えるほどにざわざわと這はい回っていたのだった。




「………………………………………………!!」




　聞こえていたのは、この『群れ』の音だった。

　おぞましい『群れ』に全身を這い回られながら、大隅は、身動きもしなかった。

　大隅は、ゴキブリの『群れ』に喰われていた。立ち尽つくす雪ゆき乃のの目の前で、大隅の胴どう体たいの輪りん郭かくはみるみる歪いびつに細くなり、やがて腹の部分があってはならないほどごっそりと欠けて、そして蟻ありにたかられた芋いも虫むしの胴体が食いちぎられるように、両の腕うでがぼとりぼとりと布ふ団とんの上に落ちた。

　転がった腕も、胴に残った根元も、共にびっしりと表面を覆おおわれたまま、長さと太さを減らしていった。輪郭はトルソーのように、やがては両腕の無い骸がい骨こつそのものの形になって、背骨だけで起き上がっているような形になってしまった胴体が、やがてぼそりと崩くずれて布団の上で黒い蠢うごめく小山になった。




　はりはりはりはりはり…………




　音だけを後あとに引きながら、さっきまでここにいた大隅は、あっという間に形さえなくなってしまった。

　言葉もなかった。不意に思い出した。大隅が何と呼ばれていたか。

『〈ネットロッジ〉の使えない死体処理係』。

　特に興味を持ったことさえなかったが、雪乃は今ここに至って、最悪の形でそれを目まの当たりにし、知ることになったのだということを悟さとるしかなくなっていた。

「………………!!」

　大隅も、笑え美みも、自分の〈断だん章しよう〉によって死に至ったのだ。

　おそらくは夢ゆ見み子この〈断章〉によって、自分の〈断章〉を加速させられて。

　二人、いや三人続けての、惨さん劇げき。その惨さん状じようを目の当たりにし、さすがの雪乃も衝しよう撃げきを受け、思わず一歩下がった時────不意に雪乃は、服の袖そでを何かに引っ張られた。

「!!」

　ぎょっとして、袖を見た。

　そこには、いるはずのないモノが立っていた。

　白いワンピースの少女が、俯うつむくように立って、袖そでを摑つかんでいた。見た瞬しゆん間かんに、この世のものではないことがはっきりと分かった。




　ぞ、




　と冷たい悪お寒かんが、背中を駆かけ上がった。

　一いつ斉せいに全身の産うぶ毛げが逆さか立だち、目を見開いて、ばっ、と次の瞬間には反射的にカッターナイフを引き抜いていた。

　ぢぎぢぎぢぎっ、と音を立てて、刃やいばを伸のばす。

　そして包ほう帯たいを引き剝はがす余よ裕ゆうも惜おしんで、自分の手のひらにその切っ先を振り下ろそうとした時──────書しよ斎さいのドアが不意に開いて、蒼あお衣いが廊ろう下かに顔を出したのが、視界の先に見えたのだった。

「……!!　出ないで!!」

　思わず雪乃は、叫さけんでいた。

　その声に蒼衣がぎょっとした顔で雪乃の方を見た、その一いつ瞬しゆんのうちに、目の前にいた白い少女の姿は忽こつ然ぜんと、まるで最初からいなかったように、そこから消え失うせていた。

「!!」

　標的を失い、雪乃は動きを止める。

　止めざるを得なかった。雪乃は歯は嚙がみして、まだ袖を引かれた感かん触しよくの残る、カッターを持った手を下ろして、そして顔を上げ、蒼衣に向かって警けい告こくした。

「出ないで。部屋に戻もどって」

「え……」

　蒼衣は、戸と惑まどった。

「な、何かあったの？」

「いいから！」

　雪乃は聞く耳を持たずに一いつ喝かつし、蒼衣はわけが分からないといった様子の困った表情で、しかし大人おとなしく従う。

「う……うん……」

　そうして蒼衣は引っ込みかけたが、ふと思い出したように雪乃に言う。

「あ……そうだ、雪乃さん。ちょっと気がついたことがあるんだけど……」

「後で聞くわ」

　耳を貸さない雪乃。貸す意志も、その余裕も、もう内心には残っていない。

　ただ、蒼衣だけはここで守らなければいけないという、最後の使命感があった。

　もう今の雪ゆき乃のには、それくらいしか残っていない。

　今は、蒼あお衣いに余計なショックを与えるわけにはいかない。

　リカと笑え美みと大おお隅すみの死。それをいつまでも隠かくしきれるとは雪乃自身も思ってはいないし、先のビジョンも全くないが、少しでも時間を引き伸のばすことしか、今の雪乃にできることは思いつかなかった。

　そんな余よ裕ゆうのない雪乃の冷たい対応に、蒼衣は。

「うん……わかった」

　仕方なさそうに、従った。

　そうして蒼衣が、今度こそ書しよ斎さいに戻もどろうとした時。

「！」

　突とつ然ぜん蒼衣は、何かに気づいて驚おどろいた表情になって、目を見開き、ドアの陰から雪乃の方を指差した。

「雪乃さん!!」

「!!」

　ずっと〈騎き士し〉として警けい戒かいと戦いを続けてきた反射が、雪乃を即座に振り返らせた。そしてその瞬しゆん間かん、廊ろう下かの端はしの闇やみの中から、




　ぎ、




　と廊下を軋きしませて、男が姿を現した。

「……大変なことになってるね」

「神か狩がり屋やさん……！」

　そこには、どこから侵しん入にゆうしたのか神狩屋が、影を纏まとうようにして、あの形ばかりの微び笑しようを貼はり付けて立っていた。

「……」

　雪乃はその神狩屋を睨にらみつけると、背後の蒼衣に、短く言った。

「……白しら野の君」

「な、なに？」

「逃げて」

「!?」
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「逃げて！　今すぐ！」

「な……!?」




　叫さけぶ雪ゆき乃の。

　咄とつ嗟さに動けない蒼あお衣い。

　その後、数すう瞬しゆんで、全すべてが動いた。




　────ぎ、




　と廊ろう下かの端はしの闇やみの中から、床ゆかを軋きしませて、神か狩がり屋やが一歩、踏ふみ出す。

「っ！」

　それを見て取った雪乃が、弾はじかれたように、何も知らない蒼衣から見れば過か剰じようとも思える反応で、ぢぎぢぎぢぎっ、とカッターナイフの刃やいばを延ばした。

　そして、

「〈焼け────〉」

　雪乃が自分の腕うでにそれを滑すべらせようとした刹せつ那な、神狩屋が恐おそろしく無む造ぞう作さな動作で、カッターナイフを摑んだ。カッターナイフを握にぎった雪乃の手と赤い柄え、そしてその長さのほとんどを占しめている薄うすい刃が、まとめて鷲わし摑づかみにされて、神狩屋の手のひらの肉に刃が思い切り強く食い込んだ。

「!?」

　ぶず、と手のひらの肉に、薄い刃が深く潜もぐり込む。刃の先せん端たんは明らかに骨にまで達し、それでも刃を握る力は弱まるどころか強くなり、切り割られた肉がこじ開けられてその間から、みるみるうちに赤い血が溢あふれ出す。

「…………!!」

　指と手首とカッターを伝い、こぼれ落ちて、ぼたぼたと床で音を立てる血。

　手の肉に埋うまったままのカッターの刃。ありありと想像できるその痛みに、蒼衣と雪乃が思わず怯ひるんだが、その中で傷を負った当人だけが平然とした顔で、カッターを握にぎり締しめたまま自分の手をぐいと引き寄せた。

　ず、と肉の中を、骨の上を、カッターの刃やいばが僅わずかにすべる。

　その光景に蒼あお衣いが、そして感かん触しよくに雪ゆき乃のが、ほとんど顔面蒼そう白はくになり、雪乃はカッターを握り締めた手を摑つかまれたまま、半なかばたたらを踏ふむように、神か狩がり屋やの傍そばまで引き寄せられる。

「く……」

　それでも雪乃は気き丈じように、神狩屋を睨にらみつけた。

　そして強い調子の皮肉を込めて、神狩屋に向かって言った。

「……ずいぶんと早いお帰りね。神狩屋さん」

「そうかい？」

　神狩屋は、どこか疲れたようなほの暗い微び笑しようを顔に貼はり付けたまま、淡たん々たんとした声で雪乃に答えた。だが疑問形で答えた後、僅わずかに思案げにし、一人納なつ得とくしたように眉まゆを上げて、低い調子で言葉を続けた。

「……ああ……うん、まあ、確かにそうかもしれないね」

　そして、小さく頷うなずく。

「確かに僕ぼくは、ずっと二階にいたからね。早かったと言っていいかな。僕がここを離はなれたのは、実のところそれほど長い間じゃない」

「!?」

　神狩屋は、それなりに衝しよう撃げき的な事実をあっさりとした調子で明かし、雪乃が顔を強こわ張ばらせたが、神狩屋は誇ほこるでも揶や揄ゆするでもなく、どこか他人ひと事ごとのようだった。

　確かにこの家には、細く暗い階段の上に二階がある。屋根裏部屋のようになった、今は物置に使われている、蒼衣も過去に一度くらいしか入ったことがない二階は、鍵かぎが神狩屋の管理であることも相まって、誰かいないかの確認までしていなかった。

「…………そう。間抜けな私たちを笑ってたってわけ？」

　雪乃が、口を歪ゆがめて言った。

「別に間抜けとは思わないよ」

　神狩屋は、答えた。

「それなら、あそこまで派は手でなことをした後で、すぐにこそこそ戻もどって来た僕こそ、相当間抜けだったんじゃないかな？」

　そう、淡々と。

「まあ、入いり谷や君の〈断だん章しよう〉がまともに働かないうちに身を隠かくすためと、こんな風ふうに僕にとって丁ちよう度どいい状況を作るためだったわけだから、それくらいのことは、ものすごく安い対価だと思うけどね」

「……笑え美みさんの言ってたことが正しかったわけね。思ってた以上に」

　腕うでを摑つかまれたまま、それを振りほどくこともできない雪ゆき乃のは、それでもなお対たい峙じするかのように、神か狩がり屋やを睨にらみつけた。

「笑え美みさん？　四し野の田ださんが、何だい？」

「戻って来るって言ってたわ。白しら野の君がいるから」

　神狩屋が訊たずね、雪乃が答える。

「……なるほど、正解だね」

　微かすかに苦笑する神狩屋。

「わざわざ入いり谷や君に『待ってる』とまで伝言したのに、笑美さんは誤ご魔ま化かせなかったか。笑美さんがそんな待つ発想をするとは思わなかったよ。〈騎士〉は追う発想になる人の方が多いんだけどね。油断できないね」

　言葉を交わしながら、ぎりぎりと雪乃は神狩屋の手を振りほどこうと力を込め、神狩屋はそれに対してカッターの刃やいばが潜もぐり込んだままの手をさらに強く握にぎり締しめ、溢あふれ流れる血が、さらに速度を増してゆく。

「…………」

　そして、それらを前に、蒼あお衣いは。




「………………あ……」




　夢の淵ふちから浮き上がったばかりの頭と、今なお色濃こく残る疲ひ弊へいのせいで、蒼衣は意識と全身の感覚に重く霞かすみが纏まとわり付くまま、為なす術すべもなく立っていた。

　何が起こっているのか、蒼衣はほとんど把は握あくできていなかった。

　特に、何故なぜこんなに状況が切せつ迫ぱくしているのかということに対して、鈍にぶった思考がついて行かないまま、しかし蒼衣は半なかば呆ぼう然ぜんと神狩屋の姿を見て、ただ思わず頭の中にあった、ずっと神狩屋に訊たずねたかった疑問を口にしていた。

「神狩屋さん…………神狩屋さんは、知ってたんですか？　あのときの女の子が夢見子ちゃんだった、って」

　蒼衣は、訊ねた。

　神狩屋は答えた。

「ふーむ、『あのときの』、ね……」

　それは疑問ではなく、得とく心しんしたような、しかし妙みように温度の低い、感かん嘆たんの言葉だった。

　そして、

「うん、確信はない予測だったけれども、これで僕ぼくも確信したよ」

　そう、神狩屋は言う。

「やはり僕が思っていた通り、白野君と夢ゆ見み子こ君の〈断だん章しよう〉は、同じ〈泡ほう禍か〉から枝分かれした双ふた子ごだね」

「……!!」

「!?」

　はっきりと言われて、蒼あお衣いは漠ばく然ぜんとしていた胸の中のわだかまりが形になり、何か大きな塊かたまりを吞のみ込まされたような気分になって、微かすかに表情が歪ゆがんだ。

　摑つかまれた手を僅わずかに捻ひねられ、ほとんど身動きのできない状態で微かに足あ搔がいていた雪ゆき乃のが、驚おどろいた表情で蒼衣を見た。蒼衣は立ち尽つくし、神か狩がり屋やは片手で雪乃を完全に拘こう束そくしたまま、半なかば影のかかった姿で、言葉を続けた。

「そうだね……『知っていたのか』という白しら野の君の質問に答えるなら、『知らなかった』というのが答えになる」

　そう、涼すずしい顔で。

「僕ぼくは白野君と出会ってから、君の〈断だん章しよう〉について知ろうと思って、悪いけれども君の過去について調べさせてもらった。そうしたら、白野君のトラウマの元になった溝みぞ口ぐち葉は耶やという少女と、夢ゆ見み子こ君がごく近しい親類関係にあると分かった。だとすると、他人の抱かかえた〈悪夢〉に干かん渉しようする専門の〈断章〉なんて珍めずらしいものが二つも集まるなんて、偶ぐう然ぜんと考えるよりも、二人の〈断章〉の大元になった〈泡ほう禍か〉は同じなんじゃないかと考える方が自然だ。僕が予測してたのは、そこまでだね。君と夢見子君がかつて出で逢あっていて、同じ場所で同じものを見たとまでは考えてなかった」

「……僕も、今日きよう思い出したんです」

　蒼衣がそう応じると、神狩屋は「そうかい」と言って、ちらと蒼衣の出て来た、書しよ斎さいのドアに目をやった。

「……白野君、あのスクラップを見たのかい？」

　そして神狩屋が向けた問いに、蒼衣は頷うなずいた。

　それを見て神狩屋も、頷き返した。

「なるほど……だとしたら、僕もあのスクラップを作った甲か斐いがあったよ」

　神狩屋は言う。

「本当は君に見せるつもりはなかったんだけどね。あれを読んで君がどうなるか分からなかったし、最悪、僕のいないところで〈断章〉が暴発してたかもしれない。まさか入いり谷や君が鍵かぎを渡すとは思わなかったからね」

　どこか白しら々じらしく。そして、まるで『片付けを手伝ってもらわなければ』とでも言うような妙みような気安さで、こう続けて言ったのだ。

「白野君が〈断章〉を暴発させるなら、僕のいる場所でやってもらわないとね」

「…………！」

　そんな、希望を。

　その言葉は妙みようにあっけらかんとしていて、自らの破は滅めつについて話しているとは、とても思えなかった。

　蒼あお衣いは、二にの句くが継つげなくなる。

　こうして話しているだけで、あまりにも平静な神か狩がり屋やの様子と、あまりにも心のない会話、それから今までの裏切りの事実が、感覚が軋きしんで歪ゆがむような不協和音になって、目め眩まいがしそうだった。

　絶句する蒼衣に代わって、雪ゆき乃のが口を開いた。

「それで……何しに来たわけ？」

　刺とげ々とげしく。ぎりぎりと動かない攻こう防ぼうと緊きん張ちようのため、額ひたいには汗あせが浮いている。

「それに、颯さつ姫きちゃんは？　夢ゆ見み子こちゃんは？」

「人に預けてるよ。こんな僕ぼくにも、協力者はいる」

　あくまでも優しく、神狩屋は答える。

「協力者!?」

「まあ、それは置いておいて────何しに来たかは、言うまでもないんじゃないかな」

　思わず聞き返した雪乃を無視して、そして神狩屋はもう一つの問いに答えた。

「正直僕も、白野君をどれだけ追い詰めればいいのか、手探りなんだよ。だからこうして進展のたびに様子を窺うかがうわけだ」

　ぴく、と蒼衣は、その言葉に反応した。

「進展？」

「……白しら野の君、駄だ目め」

　思わず呟つぶやいた蒼衣に、雪乃が慌あわてて振り返った。

　だがその制止は、神狩屋の言葉に対して何の防壁にもならなかった。

「台所を見てごらん」

「!?」

「駄目！」

　すでに目が、後ろを向いていた。




　茫ぼう、




　と開いて光を漏もらす、台所のドアがあった。

　ドアの中の様子が、少しだけ垣かい間ま見みえていた。

　僅わずかに見えた、ドアの内側の床ゆかは、それだけでも恐おそろしい光景が中に広がっているのを予想させる、おびただしく飛び散った血の先端が覗いていた。




「……!!」




　どっ、と心臓に、血が流れ込んだ。

　霞かすみのかかった感覚の中、胸の中に膨ふくれ上がった、胸きよう腔こうの中身が潰つぶされそうな圧迫感だけが、はっきりと広がった。

　硬こう直ちよくした。目を見開いて、視線の先の血けつ痕こんを見つめたまま。

　時間が止まったような感覚の中、自分の心臓の音が大きくなり、肺が締しめ付けられるように息が苦しくなった。

「白しら野の君！」

「あ…………あ……」

　雪ゆき乃のが呼ぶ声。蒼衣は喘あえぐように言う。

「……あ……だ…………台所って……たしか、え、笑え美みさんが…………」

「白野君っ!!」

　雪乃が必死で蒼衣の名前を呼んだが、蒼衣は胸の底から喘ぐように言葉を絞しぼり出しながら、その自分の言葉に追い詰つめられていった。

「え、笑美さん……は……？」

　問いかけた。答えはなかった。

　だがあまりにも雄弁なその沈ちん黙もくに、蒼衣は自分の中で広がる強きよう烈れつな不安と恐きよう怖ふを伴った実感に耐えかね、息ができなくなって、震ふるえる手で自分のシャツの胸を摑つかんだ。

　動かなくなった肺を必死で動かして、無む理り矢や理り酸素を取り入れる。

　そして錆さびた機械のような動きで、後ろを振り返る。

「………………！」

　雪乃が、蒼衣の方へと向かおうとして、神か狩がり屋やに首を摑つかまれていた。

　振り切ろうとしてできなかった右手をそのままに、高く上げた後ろ手のような状態にされ、その細い首に、指が食い込んでいた。

「っ……!!」

　苦く悶もんと抵抗に歪ゆがんでいる、雪乃の表情。

　首を絞しめられた葉は耶やの姿が重なり、凍こおりついた蒼衣に、涼すずしい顔の神狩屋は、気味が悪いほど落ち着いた声で何かを言おうとし、それを察した雪乃が抵抗した。

「やめ────!!」

「白野君。四し野の田ださんはね」

　だが神狩屋は、言ったのだ。

「死んでしまったよ。リカさんも、大おお隅すみ君もだ」

「!!」

　頭を殴なぐられたような衝しよう撃げき。そして同時に、蒼あお衣いの心の中で、おぞましい何かが、急速に膨ふくれ上がった。

「……う…………!!」

　心の底から浮かび上がる、巨きよ大だいな塊かたまり。

　膨れ上がりながら心に浮かび上がり、浮かびきって、今にも破は裂れつしそうな、巨大で不安定でおぞましい感かん触しよくの塊。

　その得体の知れない巨大な塊はあまりにもおぞましい予感を孕はらみ、浮かび上がるにつれて、全身に鳥とり肌はだが駆かけ上がった。そして、吐はき気さえ感じる、心の中に突とつ如じよ現れようとしているこの塊が何であるか、今の蒼衣は、はっきりと理解した。




　これは、泡だ。




　これは────これが、〈神の悪夢の泡〉だ。




　怖おぞ気けが走った。

　黒い絶望が心を満たした。

　蒼衣は口を押さえ、体を折り、その明らかにおかしい蒼衣の様子に気づいた神か狩がり屋やが暗い期待に目を見開いて────雪ゆき乃のの表情に焦あせりと絶望がよぎって──────だが次の瞬しゆん間かん、雪乃の表情は覚かく悟ごのものに変わり、自分の首を摑つかんだ神狩屋の指を辛かろうじて二本だけ、渾こん身しんの力で引き剝はがした。




「…………っ、姉ねえさん!!」




　雪乃が叫さけんだ。

　途と端たん、神狩屋の背後の暗くら闇やみに嘲あざけるような笑いを浮かべた少女の亡ぼう霊れいが立ち、雪乃と蒼衣にだけ聞こえる『声』が囁ささやいた。




『〈愚おろかで愛いとしい私の妹。その身と心とその苦痛を、全すべて私に差し出してくれる？〉』




　優しく。

　艶えん然ぜんと。

　おぞましく。

　雪乃はその『声』に、慌あわてて力が込められた神狩屋の手によって絞しまりかけた喉のどの奥から、渾身の殺意を込めて、叫さけびを上げた。




「〈あげるわ〉!!　刺さし違えてでもこいつを殺して!!」




　刹せつ那な、空間に広がる、歓かん喜きにも似た殺意。

　瞬しゆん間かん、雪ゆき乃のの左腕うでの古傷が爆はぜるように、一いつ斉せいに真まっ赤かな血を飛び散らせた。

　そして直後────




　滂ぼう!!




　と飛び散った血液が何かの化学反応を起こしたかのように、目の前の空間が一いつ瞬しゆんにして真っ白な火か炎えんの濁だく流りゆうに吞のみ尽つくされた。目を焼き、太古の本能的な恐きよう怖ふを直ちよく撃げきする爆ばく発はつ的な火か焰えんと熱風が目の前で爆発して、物が燃える匂においではない純粋な炎ほのおの匂いが高熱を伴って膨ふくれ上がり、全身に文字通り叩たたきつけられた。

「うあ……!!」

　圧倒的な爆風と閃せん光こうに、体がほとんど床から浮いた。

　吹き飛ばされるように倒れ、肩かたから倒れる痛みと共に、廊ろう下かの端はしの店と住居とを隔へだてる戸にぶち当たり、一瞬意識が飛びかけた。

　狂くるったように吹き上がる、凄すさまじい炎、そして熱。

　雪乃がその吹き上がる白はく炎えんの中から肩を押さえて、転がるように逃のがれ出てくる。

　蒼あお衣いは、吹き付けてくる高熱に剝むき出しの顔を、そして腕を炙あぶられながら、必死で身を起こして雪乃を呼んだ。

「ゆ、雪乃さん！」

　雪乃は身につけている物のあちこちから煙を上げながら、廊下を半分以上埋うめ尽つくす猛もう火かと、それに巻かれた神か狩がり屋やから、這はうようにして離はなれようとする。

　だがその途と端たん、炎の中から、燃えさかる腕が伸のび、雪乃は足を摑つかまれた。

「っ!!」

　もはや炭にしか見えない真っ黒な、辛かろうじて腕と分かる物体が、もはや燃えていると言うよりも自身が炎を噴ふき出しているといった有様で足首を摑み、繊せん維いが燃える匂いと共にソックスが煙を上げて雪乃が表情を歪ゆがめた。

　燃えさかる白い炎の壁の中で、動く影があった。

　まともな人間ならば、いや、化ばけ物ものでさえも生きていられるわけがない炎の中で、その人影は燃え尽きることもなく手を伸ばし、雪乃の足を摑んでいた。

「雪乃さん!!」

　慌あわてて、蒼衣は雪乃を助けようと手を伸ばした。

　目が合った。だが次の瞬しゆん間かん雪ゆき乃のは蒼あお衣いが差し伸のべた手を、思い切り払はらった。

「!!」

　飛び散る雪乃の血。

　一いつ瞬しゆん、蒼衣は呆ぼう然ぜんとなる。

　雪乃は何かを言おうとして、できず、激しく咳せき込んだ。そうする間にも雪乃の足を摑つかむ燃えさかる手が思い切り引き戻もどされ、雪乃の体が強く、炎ほのおの中へ向けて引きずられた。

「雪乃さん!!」

「……何してるの、さっさと逃げなさい!!」

　咳せきを辛かろうじて抑おさえた雪乃は、蒼衣に向けて叫さけんだ。

「え!?」

「早く!!　邪じや魔まよ!!」

　できるわけが、なかった。

　蒼衣は膝ひざを突ついて立ち上がり、雪乃の方に向かおうとする。だがその瞬間、蒼衣の首くび筋すじに背後からすっと手が伸びて────襟えり首くびを摑んで引っ張られ、そのまま戸の外に、破は壊かいされた店の方へ、放り出された。




「うわ!!」

『可愛い妹が分ぶの悪い賭かけに出たの。〈アリス〉は大人おとなしくしてなさい？』




　目を上げると暗い廃はい墟きよに開いた、炎の色を煌こう々こうと漏もらす四角く切り取られた戸の中に、風かぜ乃のが立っていた。

　あの影に透すき通った亡ぼう霊れいではない。自らが炎の光を受けて影を落とす、受肉した姿で、艶えん然ぜんと微笑ほほえんで、廃墟に座り込む蒼衣を見下ろしていた。

「あ────」

『あとは、姉妹水入らず』

　うふふふふ、と笑う風乃。

　そして蒼衣が、必死で立ち上がろうとする姿を流し目するように見ながら、風乃は蒼衣を残して戸を閉め始めた。

　暗くら闇やみに開いた、炎の色をした四角い空間が、閉じてゆく。

「ぼ、僕ぼくも────」

　蒼衣はその戸に手を伸ばして言いながら、ふらつく足で駆かけ寄ろうとしたが、風乃が目を細めて、明らかに蒼衣よりも後ろに向けて声をかけた。

『……丁ちよう度ど良かったわ。〈アリス〉を連れてってもらえる？』

「!?」

　ぎょっとして振り返ると、いつの間にかそこに老人が立っていた。

　三み木き目め医師だった。三木目医師はこの混乱にも拘かかわらず状況を見て取ると、厳きびしい表情で頷うなずいてしゃがれ声で答えた。

「わかった。坊ぼう主ずを置いて、また来る」

　風かぜ乃のは微笑ほほえんで、また戸を閉め始めた。

　三木目は蒼あお衣いの方へ瓦が礫れきを踏ふみ越えて大股に近づきながら、閉まる戸に向けて、最後に声をかけた。

「正直言いたくねえが、あの馬鹿野や郎ろうを頼んだぞ」

『……』

　風乃は答えず、戸が閉まった。

　最後に見えたのは、雪ゆき乃のが足を摑つかまれたまま身をひねり、刃やいばの折れたカッターナイフを構え直した姿だった。

「雪乃さんっ!!」

　蒼衣は叫さけんだ。光のほとんど無くなった廃はい墟きよの中で。

　そして辛かろうじて縁ふちから光を漏もらす戸に縋すがり付こうとしたが、近づいて来た三木目医師に、腕うでを摑まれて、抵抗しようとした瞬しゆん間かんにあっという間に柔じゆう道どうの技か何かで、ひっくり返されるように瓦礫の床ゆかに転がされた。

「……!!」

「お前は取られたら終しまいの『王』の駒こまなんだろうが。馬鹿が」

　棚たなで背中を打って息ができなくなった蒼衣に、三木目は淡たん々たんと言った。

「挙あげ句くにボロッボロのお前に何ができる。〈騎士〉とかいう奴やつはどいつもこいつも馬鹿だ。馬鹿ばっかりだ」

　不ふ愉ゆ快かいそうに文句を言う。そうする間に、暗い店の中に煙けむりがだんだんと流れ込み始め、戸そのものが煙を上げ、やがて戸にほど近い場所にある書類などの発火しやすいものが、ちろちろと燃え始めた。

「………………!!」




　どうなってるんだ!?

　何が起こってる!?




　必死になる蒼衣。




　雪乃は？

　神か狩がり屋やは？

　雪ゆき乃のは無事なのか？　戸の向こうで何が起こってる!?




　思い、必死で身動きしようとしたが、限界を迎えていた体は少しも言うことを聞かず、三み木き目めはそれらの様子を見て「ちっ」と舌した打うちすると、動けない蒼あお衣いを有う無むを言わさず、それほど大おお柄がらでもない体格に、いとも容易たやすく肩かたに担かつぎ上げた。

「……う…………！」

　抗議と抵抗の呻うめきを蒼衣は上げるが、三木目は完全に無視した。

　蒼衣は必死で、雪乃の許もとに戻もどしてくれと意思表示をしたが、三木目はそのまま瓦が礫れきを踏ふみ越え、店を後にした。

　店の中に、徐じよ々じよに火が回り始めていた。

「──────!!」

　蒼衣はもがこうとするが、燃えつつある神か狩がり屋やから為なす術すべもなく連れ出され、表に停まった車の後部座席に放り込まれ、そのまま車は発進してしまった。




　………………………………………………!!




　蒼衣の、声にならない心の叫さけびが、車の中にさえ響ひびかずに、夜の中へ消えてゆく。




　………………………………………………!!

　……………………………………………………………………………………!!




　………………







　　　　２




　廊ろう下かの戸が、風かぜ乃のによって閉め切られる。

　そしてそれと、雪乃が足を摑つかんだ神狩屋の手を、ソックスごと引き抜いて拘こう束そくから逃のがれたのは、ほぼ同時のことだった。




「っ！」




　転がるように再び間合いを離し、風乃の隣となりへ。

　そうして身を起こし、『敵』を見み据すえたが、その瞬しゆん間かんに雪乃の表情は歪ゆがみ、押し殺した呻きが思わず漏もれた。

「ぐ……！」

　脂あぶら汗あせ。熱風が吹き荒れているのに、体温が下がるような嫌いやな感覚。ずたずたの膾なます切ぎりになった左腕うでの肉から、脳の中身が焼けて全身が震ふるえるほどの、気が狂いそうな痛みが全身の神経に炎ほのおが舐なめるように広がった。

　目の前の炎の根源、〈雪の女王〉による傷。

　今や腕は、びっしりと目盛りのように無数に肉に刻まれていた古傷の、その一つ一つの癒ゆ着ちやくが全すべて剝はがれて千ち切ぎれて口を開け、剝むき出しになって空気に晒さらされた断面の肉と神経から、削けずられるような痛みが、激しく広がっていたのだった。

　神経が削れ、焼け、腕を切り落としたくなるくらいの激痛。

　そして無数の断面から滲にじみ出した血によって血ち浸びたしになった腕全体を、心臓の鼓こ動どうに合わせて幾いく度ども苛さいなむ、熱っぽく重い、肉そのものが発しているかのような激しい鈍どん痛つう。

　激痛のあまり動かせない左手の指先から、血が雨のように床ゆかへと降る。

　震えと脂汗の中、雪乃は肩かたで息をして、ともすれば息が止まりそうになる自分の中の激痛を、必死で受け止める。

「はあ……はあ……っ!!」

　目の端はしに涙なみだが浮かぶが、それでもなお、前を睨にらみつける。

　全ては目の前の炎のための代だい償しよう。逃げるわけにはいかない痛み。

　ただその中でも、雪乃は自分の背後の戸が完全に閉められて、もう開かないことを知覚の端はしで確認し、ほんの少しだけ、口の端はを笑みの形に歪ゆがめた。

『……さて、と。あなたの望み通り〈アリス〉は閉め出したけど、この結末はどうなるのかしらね？』

　雪乃の隣となりで、薄笑いのまま炎を見つめて立つ風かぜ乃のが、どこか楽しげに言った。

『炎は不安定。雪乃は息も絶え絶え。肌はだも目も耳も焼かれて何も分からない神か狩がり屋やさんが、雪乃を見つけられないのが幸いね』

「…………そうね」

　応じる雪乃。確かにまともに襲おそわれていたら、どうにもならない可能性は高かった。

　ガスバーナーを束たばねたような轟ごう音おんを立てて燃える廊ろう下かの中には、炎に巻かれた神狩屋の影が動いている。眼球が焼かれて目が見えず、耳が焼け塞ふさがって音が聞こえず、肌はだの深くまでが炭化して皮ひ膚ふ感覚もない神狩屋は、炎に溺おぼれて方向さえ分からない中を、盲目の人型の怪物が辺りを探るように不ぶ気き味みに動き続けている。

　それを警けい戒かい心も露あらわに見つめているうちに、熱の匂においばかりが満ちていた廊下に煙が立ち昇り始めた。

「……燃え移ってるわね」

『そうね。私の火も、雪ゆき乃のの〈悪夢〉の映し身だもの』

　炎ほのおの熱に炙あぶられながら言う雪乃に、風かぜ乃のが答える。

『雪乃の心が不安定なら、炎も不安定に、強く、激しく、大きくなるわ。大きく踊おどって、周りを、あなたを、焼き尽くすの。まるで、人の生そのものみたいに』

「……」

　熱されて噴ふき上がるオーブンの中のような空気の中で、暑さによるものではない妙みように冷たい汗あせが、つーっと額ひたいから頰ほおを流れる。

『ねえ、雪乃』

　そんな中、噴き上がる熱に衣装と髪かみを揺らしながら、風乃が言った。

『あなた、ここで神か狩がり屋やさんと心中するつもりなの？』

「……そんなつもりは……ないわ」

　雪乃はその問いに、切り刻まれた腕うでが発し続ける、拍はく動どうする恐おそろしい痛みに正気を失いそうになりながら、必死でかき集めた意志と正気で、言葉を探して答えた。

「あれは……ただの敵。殺して……いつか殺される、敵の一つ」

　白い炎の壁と、その中で動く影を見つめながら、雪乃は言う。

「いつか、必ず起こることだわ。誰かなんて、関係ない……」

　息も絶え絶えに。だがそうやって、答えのために言葉を探す行為によって、雪乃は意識を保つ羽は目めになり、それゆえ激痛から逃げることができない。

　風乃との会話が雪乃の意識を保ち、苦痛を長引かせる。

　逃げられない地じ獄ごく。そして雪乃は、風乃がそのために、意図的に雪乃と話すのだということを知っていた。

　風乃の言葉は、そのほぼ全すべてが、雪乃を追い詰つめるためのものだ。だがそれを知りつつ、その会話に縋すがり付いて、痛苦の中に留とどまる雪乃は、まるで断だん崖がい絶壁に悪意をもって垂たらされた棘とげだらけの鉄てつ条じよう網もうを摑つかんでいるかのようだった。

　だが、それでいい。戦い続けられるのならば。

　それで保てるのならば。意識を。苦痛を。憎にくしみを。殺意を。

　普通の人間にあるはずの幸福など全て失った雪乃には、永遠にこの復ふく讐しゆうを続けるしかないのだから。

　雪乃の思いはただ一つだ。




　私は苦しんで、苦しんで、それを糧かてに戦い────そしてその果てに、死ぬのだ。




　だが、その時。

　ぞ、

　と雪ゆき乃のは、たった今まで風かぜ乃のが立っていたはずの視野の端はしに、白いワンピースが立っていることに、突とつ然ぜん気がついた。

「!!」

　総そう毛け立だった。文字通り瞬しゆん間かん、全身の毛という毛が逆さか立だった。

　駆かけ上がる悪お寒かんと共に、ばっ、と弾はじかれたように振り向いたその刹せつ那な、雪乃の目に映ったのは、いつの間にか風乃がいたはずの場所に立っている、白いワンピースを着た幼い女の子の横顔だった。

「う……!!」

　忘れていたのだ。つい先ほど、これを見たことを。

　神か狩がり屋やが現れ、それとの戦いに意識を奪うばわれたために、この存在を忘れていた。

　いや────違う。蒼あお衣いを逃がそうとして冷静さを失ったあまりに、頭から吹き飛んでいたのだ。この少女をようやく認識した、この瞬間、雪乃は初めて今まで聞かされてきた大人おとなたちの話について、完全に理解することになった。

　この少女こそ、〈グランギニョルの索さく引いんひき〉の使者だった。

　少なくともリカは、この少女を目もく撃げきした直後に、己おのれの〈断だん章しよう〉によって命を失った。

　雪乃の心が一いつ瞬しゆん、恐きよう怖ふに凍こおる。雪乃はようやく、今の自分の〈断章〉が不安定なのは、疲ひ弊へいのせいだけではないことを、はっきりと理解したのだ。

「…………!!」

　逡しゆん巡じゆんが生まれた。

　一瞬、自分がどうすべきなのか、判断がつかずに、迷った。

　そしてその一瞬の迷いは、致ち命めい的だった。雪乃が隣となりの少女を見て、迷ったその直後、廊ろう下かを埋うめ尽つくしていた灼しやく熱ねつの業ごう火かが、吹き消されたように消失したのだ。




「！　しまっ……」




　真っ白に燃え盛っていた炎ほのおが、幻まぼろしのように消え失うせた。

　ただ、全すべてではなかった。すでに床ゆかも壁も天てん井じようも、手をつけられないくらいに火が回ってしまっていて、まるで魔ま女じよを焼き尽くす竈かまどのような、四面全てが燃え盛る、炎の通路が後に残された。

　だがその火は、ただの人間を焼死させるのには充分だったが、『彼』を殺すのには全くの不十分だった。『彼』は燃える廊下の中に立つ『何か』として────顔も何も分からない真っ黒な人間型の『何か』としか形容できない奇き怪かいなオブジェとして────顔も何も焼けて判別できなくなった完全に炭化した人間でありながら生きて動く『何か』として、そこに立っていたのだった。

「!!」

　目が合った。

　ぶずぶずと炭たん化かした表面に滲にじみ出す脂あぶらをくすぶらせたその『人間』は、確かにたった今、こちらを『知覚』した。

　そして、




　がり、




　とその途と端たん、『それ』は黒い炭化した皮ひ膚ふの破片をこぼしながら、両の手を顔まで上げた。そうして『それ』は、脂じみた木炭のように炭化した顔に、木炭のように炭化した五本の指をいきなり無造ぞう作さに突つき立てて、がりがりと激しく引っ搔かき始めたのだ。




　がりがりがりがりがり

　　　　　　がりがりがり

　　　　がりがりがりがりがりがりがりがり

　　がりがりがりがりがり




　人間の表面でするべきではない恐おそろしい音を立てて、焼け落ちた顔の表面が、指先が、ぼろぼろと崩くずれて剝はがれ落ちた。指先が折れ、顔面が掘り返されて、しかしなおも黒い炭化した組織が続き、その奥からじくじくと組織液が染み出し始めた。

　顔から脂じみた組織液と炭が混じったものを延々と掘り出して、両の手をそれでべっとりと汚よごしながら、しかし『それ』はおぞましい動作を続ける。べとべとの組織液が、周りの炎ほのおに炙あぶられて、厭いやな音を立てて湯気になるが、『それ』は意に介かいする様子もない。

　そしてそうするうちに、炭化した組織が尽つきて、顔に開いた大きな窪くぼみの奥から赤い肉が覗のぞいた。組織液を染み出させながら、炭の粉と破片に塗まみれた剝むき出しの生肉の表面は、血管が透すけて見え、そしてその一部には眼がん窩かと思わしき空くう洞どうが開いていて、『それ』は炭化した組織が詰つまっているその空洞に指を突つっ込んで、中身をがりがりと掘り出し始めた。

　目を、掘り出しているのだ。

　それは雪ゆき乃のを『見る』ために、焼けた肉の下から眼球を掘り出しているのだ。

「……っ」

　どん、と雪乃は倒れるように後ずさり、背後の戸に背中をぶつけた。

　血塗れの腕うでが戸に当たり、痛みと共に戸の表面に血がべっとりと付着したが、次の瞬しゆん間かんには血けつ痕こんは油のように煙を上げて、戸の表面を焦こがし始めた。

　狂きよう気きの『人形』を前に、雪乃の〈断だん章しよう〉は、まともに制せい御ぎよも受け付けなくなっていた。

　絶望的だった。しかしその中にあっても、雪ゆき乃のは断固として前を見み据すえ、不ぶ気き味みな人形のように顔面を掘り返し続ける『それ』の姿を、睨にらみつけるように見つめていた。

　もうそれしかできなかった。

　もう体もまともに動かせない。

　もう〈断だん章しよう〉もまともに働かない。

　もしも『彼』が完全に動き出せば、もうまともに、抵抗することもできない。




　ぎり、




　と歯は嚙がみする。ここで終わりだろうか？

　どうなるだろう。首でも絞しめられて、殺されるだろうか？

　いや、と雪乃は、その予想がただの希望に過ぎないことに、すぐに気づく。接近された時、拘こう束そくされた時……神か狩がり屋やはおそらく、雪乃を殺そうと思えば殺せたに違いない。

　なら、なぜ殺さなかった？

　答えはすぐに出た。神狩屋の目的は、雪乃ではない。蒼あお衣いに自分を殺させることだ。

　蒼衣を逃がさないために、雪乃は殺されなかったのだ。ならばこのまま、『彼』が蘇よみがえったならば、きっと抵抗できない雪乃は、殺されることはないだろう。

　きっと摑つかまって。蒼衣を追い詰つめるための材料にされるに違いなかった。




　冗談じゃない。




　激痛で朦もう朧ろうとする意識の中、そう思った瞬しゆん間かん、ぎ、と怒いかりが湧わいた。

　自分が蒼衣に対する駆かけ引きに使われるなど、我が慢まんならなかった。この自分が蒼衣の足手まといになるなど、プライドが許さなかった。

　この、〈雪の女王〉が。

　蒼衣を助けることがあっても、蒼衣の枷かせになるなど。

　あの、憎にくたらしい蒼衣に。

　あの、弱々しい蒼衣に。

　あの──────パートナーの、蒼衣に。




「……ふ」




　ふふ、と雪乃は、その瞬間、口元を引き攣つらせたように、小さく笑った。

　不意に雪乃は、自分の中に今まで考えたこともなかった動機があったことに、不意に気がついたのだ。

　無様を晒したくないから？

　そんなこと、考えたこともなかったのに。

　どれだけ無ぶ様ざまを晒さらそうと、戦って、足あ搔がいて、少しでも多くの〈泡ほう禍か〉を道連れにしようと、最初にそう誓ちかったはずなのに。

　蒼衣に無様を晒したくないから、ここで死ぬべきだと思った。

　お笑いだ。気づいた途と端たん、薄うす暗ぐらい笑みが漏もれた。久しぶりに笑った気がした。

　やはり、自分はここで死ぬべきだ。




「……白しら野の君、やっぱり私、あなたが嫌きらいだわ」




　そう一人呟つぶやくと、雪乃はこれだけは離はなさないようにとずっと握にぎり締しめ続けていた、先程の騒さわぎの中で刃やいばが折れて半分以下の長さになってしまったカッターナイフを、自分の頸くびに向けて、ゆっくりと振り上げた。







　　　　３




　死、

　死、

　死、




　死、　死、　　　　　　　　　　　　死、

　　　　　　　　死、

　　　　　　　死　　　　死、死、

　　　　死、

　　　　　　　死、　死、




　　死、




　三み木き目めの車で無む理り矢や理り運ばれている蒼あお衣いの頭の中に、『死』が踊おどる。

　蒼衣は今まさに気が狂くるわんばかりになっていた。膨ふくれ上がるのは死の恐きよう怖ふ。ただし自分の死ではない。笑え美み、リカ、大おお隅すみ、そして雪ゆき乃の…………みんなが死に、あるいは死にゆこうとしているという絶望的なまでの恐きよう怖ふに、蒼あお衣いは自分の胸に爪つめを立てても足りないほどの、狂くるおしい恐怖と焦しよう燥そうに蝕むしばまれていた。

　心臓を燠おき火びで焼かれるような、焦燥、不安、悲ひ嘆たん、絶望。

　頭の中を、血に塗まみれた台所の床ゆかと、火か炎えんが渦うず巻まく廊ろう下かの光景が、寸断されたフィルムのように滅め茶ちや苦く茶ちやに赤く染める。

　心が焼かれる。

　切り刻まれる。

　できるものならば、今すぐにでも車から飛び降りて雪乃の許もとに戻もどりたかったが、抵抗しようとした蒼衣は、手て拭ぬぐいで手を縛しばられてしまっている。

　後ろ手に縛られ、うつ伏せに後部座席に転がされて、蒼衣は運ばれていた。

　道中、途と切ぎれ途切れに車を戻してくれと訴えたが、三み木き目めには完全に無視された。

　完全に無視して、真まっ直すぐに蒼衣の家まで。

　縛られた手を外そうとする試みも、功を成さないまま、やがて車は止まり、車を降りた三木目が後部座席のドアを開け、蒼衣を縛しばった手ぬぐいをほどいた。

「う……」

「お前さんはサークル名目で連中とつるんでたな？　じゃあその最中に気分悪くなったってぇ説明でいいな」

　三木目は言いながら、蒼衣を起こして、車から降ろす。

「少なくとも今日きようは休め。医者命令だ」

　肩かたを貸すという形の連行。心の中ばかりでの必死の抵抗も、叫さけんで暴れるのと大して変わらない消しよう耗もうをするようで、蒼衣は無為な疲ひ弊へいと、それから絶望と諦あきらめの混じったものに心身を支配された状態で、自宅の玄げん関かんまで引きずられていった。

　あまりによく知っている、夜の街の空気と気配が、悲しくなる。

　悲しい諦めが沁しみ込んで来る。終着駅まで連れ戻されてしまったのだという、お終しまいだという、実感。

　いや、ここまで来てしまう前から終わっていたのだと、本当は、蒼衣は理解していた。あのままあの場所に、蒼衣がいたとしても、何もできることなどなく────それどころか自分の〈断だん章しよう〉を暴発させて、みんな死なせてしまっていた可能性が極きわめて高かったと、心の底では理解していた。

　蒼衣は、本当に限界寸前で、逃がされていた。

　分かっていた。あの一いつ瞬しゆんの判断と、三木目に連れ出される騒さわぎがなければ心の中の〈悪夢〉の欠片かけらを暴発させていた。間違いなく。

　その寸前で、そう仕向けた神か狩がり屋やから逃がされた。

　残った雪ゆき乃のはどうなった？　神か狩がり屋やは？　死んだと言われたみんなは？　どうなった？　どうなった？　どうなった？　どうなってる？

　心が千ち切ぎれそうだったが、蒼あお衣いは三み木き目めに引きずられることしかできなかった。

　蒼衣は日常に、連れ戻もどされていた。

　涙なみだが出そうだ。悲しみと、絶望で。

　三木目によって両親に引き渡され、この玄げん関かんをくぐったが最後、蒼衣はもう気力も体力も根こそぎに失って、立ち上がることもできず、後は誰かからの知らせを待つか、あるいは自分自身の破は滅めつを待つことしかできなくなるのは、間違いなかった。

　だが、もはや、抵抗もできず。

　蒼衣は三木目に肩かたを支えられ、玄関灯とうの照らす家の前に、連れて行かれた。

　もう終わりだと、ほとんど涙なみだ目めの目に、玄関灯の明かりが刺ささるのを感じながら。

　そうして下を向いて、蒼衣は三木目がインターフォンを押おすばかりの状況を死し刑けい囚しゆうのように待っていたが──────しかしその瞬しゆん間かんがいつまで経たっても来ないので、不ふ審しんに思い、少しだけ目を上げた。

「……」

「…………おい」

　三木目は、ひどく低い声で言った。

「様子がおかしいぞ」

　蒼衣が目を上げたのに気づいて口を開いたらしいのだが、三木目は蒼衣の方は見ておらず、じっと前を見つめていた。

　その言葉を聞いて、はっ、と前を向く蒼衣。

　そこには夜の空の下、玄関灯に照らされた、これ以上ないほどによく知っている、自分の家の玄関の姿があった。




　玄関のドアが、開いていた。




　ぎょっとなった。家の、発条ばねで勝手に閉まる機構の玄関ドアが全開にまで開かれていて、しかし中に覗のぞく玄関にはどういうことなのか明かりが点ついておらず、黒々とした闇やみが落ちた空くう洞どうを表に向けて晒していたのだ。

　異様な光景だった。今は、真夜中なのだ。

　真夜中の住宅地に建つ何の変へん哲てつもない、しかし夜よ闇やみに沈しずむように建っている建売住宅の入口が、無む造ぞう作さに半開きになった小さな鉄てつ格ごう子しの門の向こうに、ぽっかりと口を開けるように、大きく開いていたのだ。

「………………!!」

　呆ぼう然ぜんとなった。明らかにおかしかった。

　ただでさえ一杯になっていた頭の中が、真っ白になった。

　自分の家だが、こんな状態は見たことがなかった。玄げん関かんの開いた家は、玄関灯とう以外は真っ暗で、窓も入口から見える家の中も一切の明かりが消え、留る守す宅たくというよりも無人の廃はい屋おくのように人の気配が無かった。




　しん、




　と自分の家が、異様な闇やみと静けさに包まれていた。

　自分の家だけがだ。周りの家には生活の気配がぼんやりとあるのに、自分の家だけが喰われたように、すっぽりと抜け落ちていた。

　まるで、この開いているドアから、中身が出てしまったかのように。

　あるいは────この開いているドアから、中にこの空くう洞どうをもたらす『何か』が、侵入したかのようにだ。




「え…………あ……」




　ぞ、と鳥とり肌はだが立った。心が凍こおった。

　自分の家。家族がいる場所。自分の帰る場所。その場所が、こんな異様なことになっているという事態が、今の蒼あお衣いが置かれている状況と全く無関係だなどとは、とてもではないが考えられなかった。

　父とうさん!?

　母かあさん!?

　目を見開いて、蒼衣はふらつくように、貸されていた肩かたから身を離して前に進み出た。三み木き目めは、肩だけは素直に放したものの、すぐに蒼衣の腕を摑つかんで引き留とめて、厳きびしい声で蒼衣を制止した。

「おい、俺おれが見に行く。坊ぼう主ずはここで待ってろ」

　有無は言わさないといった、強い調子だった。

　だがすでにパニック状態の蒼衣は、そんな三木目の言葉もろくに耳には入らず、焦あせりのままに三木目の手を振りほどいて、門の格こう子しを押し開けて家へと駆かけ込んだ。

「おい！」

「………………!!」

　どこにそんな力が残っていたのかと思うほどの力で振りほどかれて、危うく転びそうになった三木目の声が背中に聞こえた。だが蒼衣はその声を背に、一いつ顧こだにすることなく、暗い自宅の玄関につんのめりながら飛び込んで、放り捨てるように靴くつを脱ぬぎ、転がるように家へと上がり込んだ。

　電気を点つけるのも忘れて、真っ暗な、家の中に。

　しかし目をつむっていても間取りは分かる自分の家の中を、蒼あお衣いは進む。

　暗くら闇やみの中で壁に手を触ふれながら、廊ろう下かを。心の中を怖おそれと焦あせりで一杯にして、暗闇の中を泳ぐように、息が止まりそうになりながら、必死の形ぎよう相そうでまず最初に突つき当たった、真っ暗なリビングのドアを開けた。




　両親が、ダイニングテーブルについていた。




「あ────」

　ドアを開けた姿勢のまま、凍こおりついた。

　望みのものを見たはずなのに、その瞬しゆん間かん、心に氷の塊かたまりを差し込まれた。そこには父がいて、母がいた。部屋には夕食後の匂においが広がっていて、夕食後の空からの皿さらがテーブルに並んでいて、父と母が席についていて、部屋の隅すみでテレビが点いていた。

　真っ暗闇の、部屋の中で。

　顔も見えない暗闇の中で、父と母のシルエットは椅い子すに座っていて、部屋には砂嵐になったテレビの静かな音が拡がり、砂嵐が漏もらす微かすかな明かりが明滅していた。




　ざーっ、




　と微かなノイズが耳に障さわる、静かで暗い部屋の中。

　父と母はただ静かに、身動きもせず、座っている。




「………………」




　しばし、時間が止まった。

　真っ暗闇の部屋で、無機質な暗いノイズが明滅する中、三人の人間が影かげ法ぼう師しのように、じっと凍こおっていた。

　例えるなら、狂くるった夢の中の映画館のような、そんな光景。

　ひどく無機質で、異様な光景。




　ざーっ、




　とノイズで、暗い視界が、ちらつく。

　ちらつく影と、沈ちん黙もくの世界の中で、両親は、微び動どうだにしない。

　こちらを向くことさえない、両親。

　乾かわききった唇くちびるの間から、ぽつりと、声が漏もれた。




「────母かあさん？」




　しん、と沈ちん黙もくだけが、返ってきた。

　それは暗くら闇やみの中の、マネキンに話しかけたかのような無反応で、空からっぽの反応が、しん、と心の中に染み込んだ。




「父とうさん？」




　もう一人を呼んだ。

　やはり答えは、返ってこなかった。

　しん、と沈黙。三人を覆おおう暗闇が、心の中に染み込んできた。

　無機質で不安な暗闇が。その暗闇の中で両親は、答えることもなく、微動だにすることもなく、座っている。




　しん、




　と、座っている。

　虚きよを突つかれたように空っぽだった心の中に、だんだんと、そして加速度的に、冷たい物が広がっていった。




「……ねえ」




　呼ぶ。

　沈黙。




「ねえ！」




　がた、と部屋に踏ふみ込んだ。

　心の中の冷たいものが、瞬またたく間に臨りん界かいに達し、テーブルに座る死体のような二人の影に、暗闇のなか駆かけ寄った。




「……」




　両親の顔が、動いた。

「!!」

　よかった、死んでない。そう思った瞬しゆん間かん、両親の顔が見えた。

　テレビから届く、ほんの僅わずかなノイズの光に、じわりと。

　微かすかに浮かび上がったその顔を見た、その瞬間────蒼あお衣いの口は大きく空気を吸い込み、凄すさまじい絶ぜつ叫きようが溢あふれ出した。




　浮かび上がった両親の顔は顔ではなく、びっしりと歪な穴に覆われていた。




　輪りん郭かくはそのままに、両親の顔は一面、表面にびっしりと大きな孔あなが開いた不ぶ気き味みな海かい綿めん生物のように小さな穴にくまなく覆おおわれて、目鼻も分からなくなっていた。

　ぶつぶつと開いた無数の穴は恐おそろしい病変のように、顔を覆い尽つくして首くび筋すじにまで広がり、暗闇の中で息づいていた。それらは無む作さく為いに、それぞれが生き物のように不規則的に口を閉じ、それによって顔の皮ひ膚ふが出で鱈たら目めな方向に引っ張られて、顔全体が一つのおぞましい軟なん体たい生物のようにひくひくと脈動していた。

　はくはくと動く、顔面を覆い尽くした穴。

　生物のように。

　群れのように。

　水中で呼吸する、魚の口のように。

　いや、それはそのものだった。顔中にびっしりと開いた一群の穴は比ひ喩ゆではなく、全すべて魚の口で、それらは頭部の中に群れて泳いでいる魚の群れが一いつ斉せいに空気を求めて内側から皮ひ膚ふを食い破って口だけを癒ゆ着ちやくさせたとしか思えない、恐ろしい変形の結果だったのだ。




「──────────────────っ!!」




　鳥とり肌はだ。

　悪お寒かん。

　恐きよう怖ふ。

　絶ぜつ叫きよう。

　両親の顔一面で、歪いびつな形の坑あなが生き物のように開閉している、その恐ろしい光景から、大きく見開いた目を外せないまま、絶ぜつ叫きようした。

　父が。

　母が。

　その現実と絶望に、絶叫した。

　喉のどの奥から、肺の底から。心の奥底から、ただひたすらに絶叫した。

　両親の、顔の部品が何もなくなった、穴だらけの顔が、それを見ていた。

　そんな両親の前の、テーブルの上には、やはり穴に覆おおわれた手がフォークを握にぎって、その先せん端たんを皿さらの上に乗せていた。

　皿は夕食のものではなかった。食後に用意されたと思わしき皿。

　それぞれの前に置かれた、その白い皿の上には、長い時間空気に触ふれて変色した、剝いて切られた林檎が何切れか残されていた。




「────────────────────────────────!!」




　絶叫した。叫さけんだ。

　痙けい攣れんするほどの恐怖の叫び、悲ひ嘆たんの叫びだった。




「──────────────────────────────────────────────────────────────!!」




　自分の絶叫の中、響ひびき渡る空間に、白いワンピースの少女が、不意に立っていた。

　そして少女の、葉は耶やの、服から伸のびた、白い腕うでに──────びっしりと黒い穴が開いているのを見た瞬しゆん間かん、絶叫と共に蒼衣の心の底から湧わき上がってきた巨きよ大だいな黒い塊かたまりが、




　ごぼり、




　と浮かんで。

　直後、全すべてが真っ白に、音のない炸さく裂れつが世界を吞のみ尽つくした。
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　突とつ然ぜん、肉体が崩れた。




「！」




　火と煙けむりが回り始めた自分の店を後に、また夜の中に消えようとしていた神か狩がり屋やは、突とつ如じよとして身体からだ中を痛みと倦けん怠たい感と不快感の混じった異様な感覚に襲おそわれて、思わず呻うめいて、夜の中で身を折った。

「う……!?」

　鈍にぶく、不快で怠だるい痛みが、全身の肉と骨を、斑まだらに侵おかす。

　発熱に伴う痛みを激げき烈れつにしたような鈍どん痛つう。体が〈悪夢〉に汚お染せんされてからというもの、軽い病気さえしたことがなかった神狩屋は、その不ふ意い打うちのような変調に思わず身を折って、中でも特に痛みが強い左腕うでを強く押さえた。

　途と端たん、




　ぼそ、




　と熟うれ腐くさった果実のように、肩から左腕が抜けて落ちた。

「!?」

　それ自体に痛みはなかった。激しく鈍痛を発する腕を押さえた瞬しゆん間かん、まるで腐ったかのように押さえた手が肉に埋うまり、そのまま左腕は水で練ねった小麦粉を絞しぼるように容易たやすく千ち切ぎれ、べしゃり、と音を立てて路上に落ちたのだ。

「な……ん……？」

　煙の匂においがする暗い路上で、呆ぼう然ぜんと、落ちた自分の腕を眼鏡めがね越ごしに眺ながめる。

　落ちた感かん触しよくもなく、後にはまだ腕の形に痛みの感覚が残っていて、一いつ瞬しゆん路上のそれが本当に自分の腕なのか分からずに、ただ呆然と、それを見つめた。

　何が起こったのか分からなかった。

　ただ、ひどく現実感なく、自分の左腕うでが地面に落ちていた。

　血ではなく、何か水のようなものが染み出して、アスファルトに広がっていた。そして断面は明らかに切断ではない、鋭えい利りとは程遠い鱗うろこのようなギザギザの切り口を晒さらしていて、さらにはその断面が蠢うごめいて、そこからささくれが深く裂さけるように、やがては肉が解ほどけるように、蛆うじの塊かたまりが散り散りになってゆくように、自然にばらばらになっていった。

　無数の蠢く、肉片へと。

　それは蠢く、無数の小魚だった。

　地面に落ちた左腕が、根元の切断面から、大きさも出で鱈たら目めなばらばらの小魚に、裂けて千ち切ぎれて分かれていった。それはまるで、自分の腕が、最初から生きた小魚を固めて、腕の形に擬ぎ態たいさせていたものだったかのようだった。

「………………!!」

　目を見開いて、その光景を見つめていた。

　ずっと押さえていた、左腕の千切れた切断面が手の中で、もぞりと動いた。

　魚の感かん触しよくだった。千切れた腕の断面に、びっしりと小魚が埋うまっていた。いや、その表現は適切ではない。この魚こそが、己の肉なのだ。

「……う…………!!」

　鳥とり肌はだ。死んだ心に、おぞましい嫌けん悪おが満ちた。

　膝ひざをついた。ぼろぼろと左腕の断面から魚がこぼれ落ち、脇わき腹ばらがあの鈍どん痛つうと共に、ごっそりと服の中で魚になって崩くずれた感触がした。




　何だ？

　何が起こった？




　突とつ然ぜんの痛みとわけがわからない状況に、一いつ瞬しゆんパニックになる。

　真っ白な錯さく乱らん。もげ落ちた腕を押さえ、背を丸めて、呆ぼう然ぜんと足元に散らばった小魚を見ながら────しかし何年にも亘わたって自分の肉体を傷つけ、傷つき、欠損することに慣れた神か狩がり屋やの経験と、もはや正気ならざる領域に足を踏ふみ入れかけた脳は、その錯さく乱らんの中で常人は決して気づくことのない事実に突とつ如じよとして気づき、動きも震ふるえもその瞬しゆん間かんに止まった。




　自分の膝に潰つぶされ、小魚が死んでいた。




「──────あ？」

　神狩屋が膝をついた時、左腕からこぼれた小魚が一匹ぴき、下敷きになって、死んでいたのだ。

　膝の下に、もはや身動きもしない、潰れた魚の感触。そのゴムにも似た、死んだ魚肉の感触は常人にとっては気味悪いか取るに足らない感かん触しよくに違いなかったが、神か狩がり屋やがそれに気がついた瞬しゆん間かんに思ったのは、全く別のことだった。

「…………死んでる？」

　ぼそりと、呟つぶやいた。

　そして、じっと見つめ、感触を確かめ、それが間違いないと確信した時──────神狩屋の中に広がったのは、歓喜だった。




「は……はは……死んでる？　本当に、死んでる？」




　こらえきれないと言わんばかりの笑いが、腹の底から噴ふき出した。

　全身を冒おかす熱病のような痛みに蝕むしばまれながら、しかし心の底から湧わき出した喜びに、痛む全身を痙けい攣れんさせて、神狩屋は笑った。

「はは……ははは…………死んでる。死んでるんだ！」

　笑う。

　笑いが止まらない。

　嬉うれしさのあまりに。神狩屋はそのまま、笑いながらのろのろと立ち上がると、路面で跳はね、藻も搔がいている、まだ生きている小魚を、靴くつの底で思い切り踏ふみつけた。




　ぶち、




　という音と感触がして、魚が潰つぶれた。

　潰れて、死んだ。思い切り足を振り下ろした衝しよう撃げきが身体からだ中の痛みを貫いたが、それさえも今の神狩屋にとっては、歓かん喜きだった。

「死んでる！　死んでるぞ！　僕ぼくの身体からだが！」

　神狩屋はそう言って、笑う。

　笑いながら道路に散らばった小魚を踏みつけ、踏みにじり、次々と殺して、アスファルトにへばりつく肉と小骨と鱗うろこの混合物に変えていった。

　すぐに足元は、無数の潰れた小魚で覆おおい尽つくされる。

　その中で、その夜の中で、神狩屋は喉のどが痙けい攣れんしたように、笑い続ける。




　ぶち、

　ぶち、




「ふふ……ふふふ……」

　この足元に広がる光景は、神か狩がり屋やにとって福ふく音いん以外の何物でもなかった。

　何故なぜなら────死んでいるのだ。どうしても死ぬことができない、切り落とした部位さえも死ぬことのない自分の身体からだが、死んでいるのだ。夢にまで見た光景だった。

「ふふ……そうか、白しら野の君が……」

　首を巡めぐらせて、生きた小魚を、自分の身体の残りを探しながら、神狩屋は呟つぶやく。

「そうか、うん。危うく『アレ』は失敗したかもしれないと思ったけど、こうなるのか。それなら僕ぼくにも、まだやりようがあるかな……」

　無くなった左腕うでを押さえ、地面に視線を走らせながら、ぶつぶつと口の中で呟き、神狩屋は路上をうろつく。

「やっぱり致ち命めい傷しようになるのは『林檎りんご』なのか。うん、納なつ得とくだ。ふふ……」

　そうしている間にも、神狩屋の頭の中は、狂きよう気き寸前の回転を続ける。

『破滅きぼう』のために。

　歪ゆがんだ希望のための陰いん謀ぼうを、頭の中で巡らせながら、神狩屋は全すべての小魚じぶんを殺し終えたのを確認した後──────遠くで消防車のサイレンが聞こえ始めた中、笑みを浮かべて夜の中に立ち去ろうとした。

　……だが。







「か……がり……！」







　暗がりから突とつ然ぜん投げつけられたその声を聞いて、神狩屋は立ち止まり、そしてゆっくりと、振り返った。

「……入いり谷や君」

　夜よ闇やみの中に入谷がいた。だがそこに立つ入谷は酷ひどい怪け我がを負い、顔の半分とシャツをべっとりと血に染め、切れ切れに肩かたで息をしている状態だった。

　シャツの袖そでが千ち切ぎれかけ、顔と首に、爪つめで抉えぐられたような深い傷。

　浸ひたしたような血の様子からして、シャツの下の腹部にも、おそらくは決して浅くはない傷がある。

「お互たがい、酷ひどい有様だね。入谷君」

　くく、と笑いながら、神狩屋は言った。

「僕を追うために〈断だん章しよう〉に無茶をさせたのかい？　よくここまで来れたね」

「……お前……何した？　店はどうした？　その有様は……何だ？」

　入谷はぜいぜいと息をしながら次々と詰きつ問もんの言葉を口にし、神狩屋を睨にらみつける。

「これかい？　これは、白しら野の君が僕ぼくの〈悪夢〉の一部を破は壊かいしてくれたみたいだ」

　神か狩がり屋やはそう言って、無くなった左腕うでの、びっしりと魚が埋うまったようになった断面を愛いとおしげに撫なでる。鈍どん痛つうは酷ひどかったがどうしようもなく口元が緩ゆるんだ。こんな気分になったのは〈断だん章しよう〉を宿してから────いや、志し弦づるが死んでから、初めてのことだった。

　だが、入いり谷やはそれを喜んでくれる様子はないようだ。

　眉まゆを吊つり上げ、入谷は問いかけた。

「お前…………何をした？」

「白野君のご両親に、毒の林檎りんごを」

　神狩屋は笑って、答える。

「僕が指を針はりで突ついて作った、赤い部分が毒の、魔ま法ほうの林檎をね」

「……なんてことを…………！」

　入谷は、表情を歪ゆがめる。

「本当は、対面に僕が同席するつもりだったんだけど、僕が動けない間に三み木き目め先生が連れて行ってしまったみたいでね。正直、失敗したと思ったけど……どうやら白野君の〈断章〉は、僕の〈悪夢〉の一部でも殺してくれるらしい。彼は思っていたよりも素す晴ばらしいよ。何しろこれなら、僕が〈断章〉の暴走に居合わせる必要がない。僕の『終わり』への道みち筋すじは、ずいぶんと楽になるだろうね。つまり僕は……毒林檎を配るだけでいい」

「鹿か狩がり……！］

　楽しげに語る神狩屋に対して、逆に入谷の表情は、みるみる険けわしくなった。

　入谷は言った。

「お前をここまで野放しにしたのは……俺おれの罪だ。それ以上馬鹿げたことは、今ここで、できなくしてやる」

「ほう」

　神狩屋は、応こたえた。

「できるのかい？　これを聞くのは、二度目だね」

　穏おだやかに、しかし挑ちよう発はつするように、神狩屋。

「君のその傷は、君の〈断章〉によるものだろう？」

「……ああ」

「僕を殺すどころか、君はもう〈断章〉を使えば、自分が殺される状態じゃないか」

「それがどうした。俺も完調じゃないが……お前も、完調には見えんぞ」

　入谷の目が、神狩屋の失われた左腕を見て、底冷えする。

「今なら……案外、殺せるかもしれん」

「……なるほど」

「ここで俺が〈断章〉の手た綱づなを放せば……俺は死ぬだろう。だがお前も殺やれるかもしれん。終わりかけの俺おれには、悪くない勝負だ」

「……」

　神か狩がり屋やは、ふと気づく。

　気づけば、周囲に広がる夜よ闇やみの中に、




　みし、




　と大勢の人間がひしめく、しかし生者の体温の感じられない気配が立っていた。いつの間にか周囲は、無数の死んだ人間の気配が、森の木々のように林立して、ひしひしと闇の中を満ちていたのだった。

「……」

「この言葉……本当にそのままの意味で使う日が来るとは、思わなかったがな」

　そして、入いり谷やはそう言って。




「鹿か狩がり。────〈一緒に死のうか〉」




　ざわ、

　とその瞬しゆん間かん、文字通り解き放たれたように、背せ筋すじを逆さか撫なでされ鳥とり肌はだが立つほどの猛もう烈れつな悪意が、噴ふき上がるように空気を満たした。

「！」

　途と端たん、がくん、と足が動かなくなった。足首を見えない手に摑つかまれていた。

　見えない指は万まん力りきのように肉と骨に食い込み、そのまま地面に引き込まれそうなほどの強い力が足首にかかって、それから亡ぼう霊れいの手は上へ上へと────次々脚あしを摑み、手形がズボンの表面を這はい上がるように摑んで、続いて脇わき腹ばらに、腕に、肩かたに、そしてとうとう頰ほおに、顔に、頭に突つき刺ささるように指がかかって、やがて死体の冷たさをもった指先と爪つめの感かん触しよくが、顔中にまで、無数に突き立ち、突き刺さった。

　そして、直後、




　みし、




　と顔中に、身体からだ中に突き刺さった指に、一いつ斉せいに、凄すさまじい力が込もった。

　眼鏡めがねが落ちた。服の布地越しに爪が突き立ち、指が肉にめり込んだ。

　剝むき出しの顔の皮ひ膚ふに爪が突き刺さり、引き千ち切ぎられんばかりに顔の肉が引っ張られた。

　顔が引き攣つれて目が開かなくなり、首が折れそうなほどねじ曲げられて、その喉のどに指が食い込んで、息も声も出なくなった。

「……!!」

　みしみしと喉のどの中の気管に指が深く食い込み、喉の奥がひっくり返るような嘔おう吐と感がせり上がった。

　押し出されるように涙なみだが浮いた目の端はしにも新たに伸のばされた指が刺ささって、爪つめが、指先が、眼球を引っ搔かいた。

　爪を立てた無数の腕うでは、そのまま骨から肉を毟むしり取ろうとするように、ますます強く人間のものではない力をかける。口の端はが、目の端が、爪が刺さった傷口が裂さけそうに引き攣つれ、激痛が走ったが、それでもなお力は緩ゆるまず、ますます強くなった。

「…………!!」

　窒ちつ息そく。

　激痛。

　目は見えず、息はできず、きーんと耳鳴りが、微かすかに聞こえた。

　そしてそんな耳の奥に、やがて自分の顔の肉からみしみしと嫌いやな音が聞こえた。

　肉が剝はがれ、ぶちぶちと繊せん維いが千ち切ぎれる、野の太ぶとい音と、痛みだった。

　そして。




　ぶぢぶぢぶぢ




　と恐おそろしい音を立てて、皮ひ膚ふが、肉が、一いつ斉せいに限界を迎えて引き千切れた。

　痛覚が火を噴ふいた。爪が皮膚を抉えぐり取り、指が口を引き裂き、顔中の肉が一度に骨から剝がされて、夜の空気に、大量の血が飛び散った。

　皮膚が剝がれ、剝むき出しになった肉と神経を、さらに伸ばされた無数の指が、爪が、摑つかみ、引っ搔かいた。脚あしに、脇わき腹ばらに、服を貫いて指が突つき刺さり、肉の塊かたまりを摑んだまま、それをもぎ取ろうと凄すさまじい力で引っ張られて、おぞましい痛みと共に、腹の中の内臓が引っ張られる不快な感覚が腹を貫いた。

　口いっぱいに血の味。裂けた頰ほおから血が流れ込み、指が突き刺さった喉から大量の血がせり上がって、口こう腔こうはすでに血のプールになり、溺おぼれた鼻の奥が、つんと突き刺さる血の匂においに満たされた。

　死にそうなほどの、発はつ狂きようしそうなほどの、痛み。苦しみ。

　窒息。全身を亡ぼう霊れいの手で引き千切られながら、喉一杯に詰つまった血を、ごほっ、と痛みと共に千切れた口から吐はき出した。

　痙けい攣れんする肺から絞しぼり出された、息。

　だが、その血と息の、奥から漏もれたのは、悲鳴でも最さい期ごの息でもなく、狂くるったように溢あふれ出した歓かん喜きの笑いだった。




「はは……はははははははははははははははははっ!!」




　血と共に、痛みと共に、口から哄こう笑しようが噴ふき出した。

　腹の底から。指が潜もぐり込んでいる腹筋は灼しやく熱ねつの痛みを発したが、それでも腹の底から湧わき上がる笑いの方が、大きく勝まさった。止められなかった。

　全身が笑いに満たされたかのようだった。全身を引き千ち切ぎられながら、笑った。

　可笑おかしくてたまらなかった。笑いながら、引き千切られながら、そのまま神か狩がり屋やは、前へと一歩、脚あしを踏ふみ出した。

　その瞬しゆん間かん、




　びん、




　と全身を摑つかんだ腕うでがロープのように張って、ばっ、と血が飛び散った。

　激痛が全身を引っ張ったが、構わずに思い切り勢いをつけて、全身で一歩、前に出た。

　ばつん、と全身を摑む『亡霊の腕』が、耐えられずに次々と切れた。切れたのは見えない腕ではなく、それが摑んだ自身の全身の肉の方だったが、関係なかった。次々と、思い切り引き千切りながら、前に出た。無む理り矢や理りに足を進めた。

　ずる、

　と、前に見える入いり谷やの方へと。

　血ち達磨だるまになりながら、血ち塗まみれの視界に辛かろうじて見えている、入谷の方へと。

　豪ごう雨うの雨あま樋どいのように全身から血を滴したたらせ、地面を恐おそろしい血の海にしながら。そして歩く死人のように、深く背を折り曲げて、全身を摑む亡霊を引き毟むしって入谷の前に立ち────顔を上げた時、その満面の笑みを浮かべた顔は、すでにその半なかばほどが元の貌かおが分かるほどに、その皮ひ膚ふまでもを再生させていた。

「……!!」

「…………やっぱり……君には無理だよ。入谷君」

　入谷の顔に、恐ろしく顔を近づけて、神狩屋は口から血を吐はきながら、血が絡からんでくぐもった声で言った。

「ぐ……」

　その入谷は、自身も見えない亡霊に全身を摑まれて、もはや身動きが取れなくなっていた。

　言葉も返さない。見ればその首が、見えない何かに強く縊くびられている。首を絞しめられ歪ゆがんでいる。もはやほとんど息ができていないが、両腕も完全に摑まれて、首を絞める何かを引き剝はがすこともできなくなっている。

「……っ!!」

　その中でも、入いり谷やは神か狩がり屋やを睨にらみつける。

　息のできない、声も出せないその口を動かして、言葉を紡つむごうとする。




　ば・け・も・の・め……




　そう見えた。

「……ふっ」

　神狩屋は、満面の笑みを解いて、代わりに小さな笑みを漏もらした。それはひどく暗い、淵ふちの底のように暗い笑みだった。

　そして……




「────知ってるよ。そんなことは」




　神狩屋は仮面のような無表情になって、ぞっとするような底冷えのする声で吐はき捨てた。

　そして言葉と同時に、残った右腕うでを、指揮者のように高々と振り上げて、高らかに何者かに命じた。

「さあ！」

　瞬しゆん間かん、




　ぶちぶちぶち！




　と肉が引き千ち切ぎれる嫌いやな音を立てて、入谷の足が、腿ももまで内側から膨ふくれ上がった。

「!!」

　血が飛び散り、靴くつが裂さけ、ズボンを内側から押し上げる肉からは皮ひ膚ふを破って、無数の尖とがった針はりが露ろ出しゆつし────その苦痛に一いつ瞬しゆん痙けい攣れんし、目を見開いた入谷は、声になっていない悪態を口にして、ずる、とその場に、崩くずれ落ちた。




　…………………………

　………………







　　　　２




　……




　鳥の声が、聞こえた。

　部屋が、明るい。

「……ん」

　蒼あお衣いは目を覚ました。ベッドの上。自分の部屋。

　体にかかったタオルケット。微かすかに蒸し始めた、窓から入る外の風。

　朝になっていた。

　揺ゆれるカーテン越しに、朝の光が、ゆらゆらと部屋を照らしていた。

　殺風景な、代わりに清潔感のある部屋が、ゆらゆらと照らされている。天てん井じようと、壁の大きなジグソーパズルに描かれた景色けしきが、カーテンを透すかす光と影に、水すい面めんの照り返しのように、照らされ、陰り、また照らされ、揺れている。

　穏おだやかで、爽さわやかな、夏の朝。

　優しい目覚め。こんな風に目を覚ましたのは、久しぶりだった。

　悪夢によって無む理り矢や理りに起こされるのでも、浅い眠ねむりから浅く目を開けるのでもない、ごく普通の眠りと目覚め。その感覚は、ささやかだが、まるで宝物のように、寝起きの蒼衣には感じられた。

　眠ることができたおかげで、ここのところずっと頭の中に澱よどんでいたひどい重さも、眼球の裏側にへばりついていたような眠気もない。

　こうして考えている思考も、穏やかで、明めい瞭りようだ。

　まるで昨日きのうまでの自分が、悪い夢の中にいたかのようだ。

　今、こうして目を覚ました蒼衣は、とても気分が良かった。まるで良い夢の中にいるかのようだった。

「……」

　蒼衣は、身を起こした。

　明るい部屋の様子が目に入る。その明るさは、悪夢に怯おびえてろくに眠れずに朝を迎えた時にいつも見ていた、目を刺さすような明るさではなく、安らかで晴れやかな、平和で幸福な明るさだった。

　頭の中が晴れたような気分で、蒼衣はその光景を見る。

　ああ、と蒼衣は思う。きっと今までのは、夢だったのだと。今までの辛つらかったことは悪い夢だったのだと。辛くて、苦しくて、恐おそろしくてたまらなかった今までのことは、悪い夢だったのだと、蒼あお衣いは思った。

　夢を見ていたのだ。きっとそうだ。

　何故なぜなら、いま目の前にある光景は、こんなにも穏おだやかなのだから。

　これが証しよう拠こだ。この穏やかな光景と、晴れやかな意識。それらを現実として目の前にしている今、毒の霧きりの中にいたような今までのことは、もう現実のこととは思えず、悪い夢にしか思えなかった。

　そうだ。きっと、夢だったのだ。

　蒼衣は、がば、とベッドから立ち上がった。

　部屋のドアを開けると、風の通り道ができて、窓から風が吹き抜けた。その風と、窓からの光に背中を押されるようにして、蒼衣は部屋を出て、階段を足早に駆かけ下りた。

　そう、あんなことがあるはずがない。

　悪い夢は、もう覚めたのだ。

　それを確かめるために、蒼衣は階段を降りる。

　リビングへ。この見慣れた狭せまい廊ろう下かの突つき当たりの、見慣れたリビングのドアを開ければ、いつものように母親が、そこで過ごしているはずなのだ。

「母かあさ……」




　ドアを開けると、記き憶おく通りの薄うす暗ぐらいリビングが、打ち棄すてられたように残されていた。




「……あ……」

　カーテンの閉まった窓。

　夕飯を終えた皿が、そのまま置かれたテーブル。

　誰もいない、影の落ちたそんなリビングの光景が目に入った瞬しゆん間かん、晴れ渡っていたはずの心の中があっという間に元の暗くら闇やみに満たされた。あれほど明るかった世界が、その瞬間、すーっ、と翳かげるように輝きを失い、空気が淡あわく発光しているかのように見えていた、たった今までの世界と心に一いつ瞬しゆんのうちに、重い影の幕が下りた。

　魔ま法ほうが解けたように。

　夢が、覚めたように。

　そこにあるのは打ち棄てられたかのような夕食後。一晩放置され、料理と脂あぶらが劣れつ化かしつつある匂においが籠こもったその部屋は、無人の静せい寂じやくに包まれていた。

　そして────テーブルの皿の上で変色し、空気に朽くちて崩くずれつつある、林檎りんご。

　腐ふ敗はいしつつある林檎。それを見た瞬間、蒼衣に中にあった、全すべての幻想が消え去って、腐敗の記憶と現実が、濁だく流りゆうのように頭の中に蘇よみがえった。




「…………………………!!」




　全すべてはっきりと、思い出した。

　ここで、この場所で、全身に蓮はすの実のようにびっしりと魚の口を開けた両親が座っていた姿をはっきりと思い出して、ぞわ、と全身に、一いつ斉せいに鳥とり肌はだが立った。

　両親の表面を覆おおい尽つくして、はくはくと無む作さく為いに開閉する無数の穴。

　思い出したくない。

　信じたくない。

　夢を見たのだと思い込みたい。

　しかし目の前には、すっぽりと両親の姿だけが抜け落ちた、あの悪夢のままの光景が、そのままに残されていた。

　あの夕食後から、時間を切り落としたように残されたこの光景。

　そしてその中の、どこにもない両親の姿。

　その欠落が、心の中に不安を膨ふくれ上がらせ、不安と混乱が、頭と胸の中に一杯になった。

「あ……」

　胸が潰つぶれそうな思いにかられて、ふら、と両親の姿を、あるいは手がかりを、探してリビングに足を踏ふみ入れた。




　母かあさん？




　いつも母が過ごしている、キッチンへと。




　父とうさん？




　いつも父が座って朝刊を読んでいる、食しよく卓たくへと。




　父さん？

　母さん？




　記き憶おくの中の夜、両親が────両親と思われるモノが座っていた席には、今は影が落ちているばかりで誰もいなかった。

　だが、その時。

　呆ぼう然ぜんと、蒼衣が食卓に近づいた時、ふと両親の椅い子すに、何かあるのに気がついた。

「……」

　無言で近づいた。見下ろした。

　椅い子すの上に、何か細長いものが、ぺたりと濡ぬれて、横たわっていた。

　一いつ瞬しゆんそれが何か、分からなかった。

　それはあまりにも、そこにあるものとしては、場違いだった。

　それは────黒い小さな、魚だった。両親の椅子には、それぞれ数すう匹ひきの小魚が、散らばるようにして、落ちていたのだった。

　それを見た、途と端たん。




「…………………………………………………………………………………………っ!!」




　蒼衣の中で、その小魚と、両親だったモノを覆い尽くしていた魚の口とが完全に重なって、一気に頭から血の気が引いた。

　それは連想ではなかった。ただのイメージでもなかった。

　それは『悟さとり』だった。蒼衣はその魚を見た瞬しゆん間かんに、それがどんな〈悪夢〉に関わるものであり、それが何を意味するものなのか、はっきりと『悟った』のだった。




「あ……」




　ここで、何があったのか。




「あ…………あ……」




　父や、母が、どうなったのか。




「あ…………あ…………あ…………」




　あの『悪い夢』が、本当に夢だったのか。

　蒼衣はその瞬間に、全て分かってしまい────胃袋が押し上げられるほどの絶望と共に、口を押さえて、がた、とドアによろめくように後ずさった。

　分かってしまった。

　神か狩がり屋やが、ここに来たのだ。

　神狩屋は、自分の血を仕込んだ林檎りんごを、両親に渡したのだ。

　そしてそれを食べた両親が、神狩屋の〈断だん章しよう〉によって穴だらけの〈異い形ぎよう〉と化し、そしてその両親を──────




　蒼あお衣いは、

　殺してしまったのだ。




「あ…………」

　蒼衣は。

「あ……ああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　蒼衣は、目を見開き、口を開けて、喉のどの、そして腑はらわたの底から絶望を嘔おう吐とするかのような絶ぜつ叫きようを吐はき出した。

　殺した。

　僕が殺した。殺してしまった。

　あの光景を前に、自分の〈悪夢〉を暴発させて、父とうさんを、母かあさんを、殺してしまった。僕が消してしまった。

　自分の家を、家族を、日常を、殺してしまった。

　取り返しのつかない絶望に、全身に鳥とり肌はだを立てて、胸の中身を全すべて吐き出そうとでもするように、絶叫した。

　叫んだ。叫んで、リビングから逃げ出した。廊ろう下かをつまずき、階段を這はうようにして駆かけ上がり、転がるように自分の部屋に逃げ込んで、息せき切ってドアを閉じた。

　全てから逃げ出し、遮しや断だんして、無かったことにしようとでもするかのように、閉じた。

　それでも現実が、絶望が、罪が背中から追いかけて来るような気がして、後ろ手に閉めたドアを背にして、溺おぼれているような、喘あえぐような呼吸をした。

　自分の部屋は何も変わっていなかったが、ただ窓の外が、いつの間にかひどく曇っていた。

　光輝を失った外から妙みように冷さめた風が吹き込み、ばさばさとカーテンが、そして部屋の中にある風になびく物が、一いつ斉せいに踊おどった。

「……!?」

　そして、その中に、見覚えのない紙切れが見えた。

　勉強机の上に、何か書き付けのされた自分のものではない紙が、ペン立てを重石おもしにして置いてあった。




『目が覚めたら、

　絶対部屋から出るな。

　すぐに電話をよこせ。

　　　　三み木き目め』




　大おお判ばんの手帳から千ち切ぎり取ったらしいメモ書き。起きた時に見落としていたのだ。そして三み木き目めの署しよ名めいを見た瞬しゆん間かん、蒼あお衣いは何故なぜかほとんど頭に思い浮かべようとしていなかった、昨日きのうの出来事を、芋いもづるのように思い出した。

「……!!　そ、そうだ、雪ゆき乃のさんは!?」

　思わず、叫んでいた。

　どうして今まで思い出さなかったのか、考えもしなかったのか、先ほどまでの自分の心が、理解できなかった。

　あれからどうなった？

　雪乃は？

　神か狩がり屋やは？

　パニックになる。居ても立ってもいられなくなり、たったいま閉じ籠こもったばかりのドアを振り返って、思い切り、勢いよく開けた。




　目の前を、白いワンピースが横切った。




　ひ！　と恐おそれに心臓を鷲わし摑づかみにされ、思わず喉のどの奥で息が止まった。

　ドアを開けた瞬間、目の前の廊ろう下かを、白いワンピースの少女が走って横切ったのだ。

　葉耶だった。見み間ま違ちがいようもない幼い葉は耶やが、沈むように薄うす暗ぐらくなった廊下を駆かけ抜けて、あっという間に階段を降りて階下に消えてしまったのだ。

「…………………………!!」

　どっ、と腰こしが抜けて、床ゆかに座り込んだ。

　どっ、どっ、どっ、と心臓が、激しく脈打っていた。

　息が苦しい。酸素が足りず、脳に、思考に、霞かすみがかかっていた。脳を覆おおう霞の中、翳かげった目の前の景色けしきが奇き妙みように現実感を失っていて、自分が知らない世界にいるような、そんな感覚が全身を襲おそった。

　急に今いる部屋が、




　ぞ、




　と、とてつもなく恐ろしいものに感じた。

　心の中に広がっていた絶望が、不安が、ただ純粋な恐きよう怖ふへと集約して、ひし、様よう相そうを変えた世界の中で、心を、正気を、押し潰つぶした。

　ひどくよそよそしい、部屋。

　ひしひしと膨ふくれ上がる怯おびえ。怯えは胸の中を、頭の中を冷たく圧迫し、凍こごえのように全身に広がって──────ふとそんな中、部屋中の影という影から視線を感じた気がした瞬しゆん間かんに、とうとう恐きよう怖ふを辛かろうじて押しとどめていた正気が耐えきれずに決けつ壊かいして、冷たい濁だく流りゆうのような恐怖が噴ふき出して、悲鳴となって口から押し出された。




「わ……あ………………あ……!!」




　叫さけんだ。濁流の恐怖に背中を押されて、弾はじかれたように立ち上がった。もつれる足でまた部屋を飛び出し、ばたばたと階段を駆かけ下りて、玄げん関かんで辛うじて靴くつを引っかけ、家から外へと駆け出した。

　恐怖にかられて逃げ出した。全身が悪お寒かんのような怯おびえに侵おかされていた。

　家から逃げた。得体の知れない恐怖から逃げた。そして自分が両親を殺したという現実から逃げた。耐えられずに、逃げ出した。

　だが。




「…………………………!!」




　逃げ出した外の世界は、まともではなかった。

　門を出た瞬間立ち竦すくんだ。外は、うっすらと白い一面の曇り空の下、夢の中のように奇き妙みように解像度が粗あらい、色彩が乏とぼしく影の濃こい景色けしきが広がっていた。

　通りに並ぶ家々は、細かい砂でできたかのように、微かすかにざらついている。ノイズがかった門と玄関がひどく誇こ張ちようされた遠近感で延々と並び、地平線のように曲がって、空は奇妙なほど広く見え、景色を眺ながめ続けていると目め眩まいがしそうだった。

　塀へいや建物は奇妙に伸のび上がり、こちらに向けて覆おおい被かぶさって、脅おびやかそうとしているようにしか思えない。

　肌はだに触ふれ、呼吸する空気が、何だか砂すな埃ぼこりのように、ノイズがかっている。

　広大で、よそよそしく、不安で、頼りない世界。そんな世界が延々と広がっている。見える景色、そこにある物、呼吸する空気、ありとあらゆるものが不安で、よそよそしく、頼りない、そんな世界が広がっている。

　そんな景色の向こうから、車がやって来た。

　車は通り過ぎる。走る車は蒼あお衣いのよく知るもので、どこにも異常はないように見えたが、奇妙に遠近感が狂くるった世界のなかを走る普通の車は、まるで写真を絵に乱暴に合成したかのように異様で、走り去る様子はトリックアートのようにちぐはぐで狂っていた。

　絶句するしかなかった。自分の脳に何か異常が起こって、五感がおかしくなったとしか思えなかった。

　足元を見た。

　自分の足元を。

　自分が二本の足で立っている、その道路さえも普通の道路ではなく、少しの安心も得ることができなかったが、しかしそれを見た瞬しゆん間かん、蒼あお衣いはこの世界の正体をようやくはっきりと理解する羽は目めになった。

　アスファルトの道路があるはずの、地面には。

　延々と────朽ちて埃にまみれたコンクリートが広がっていたのだ。

　朽くち、削けずれ、罅ひび割われ、それを砂すな埃ぼこりが埋うめ、覆おおっているざらついたコンクリートが。それを見た瞬間に、蒼衣はこの世界が何なのか、完全に理解したのだ。




　これは、葉は耶やの『王国』だ。




　幼い葉耶が、その主観で見ていた景色けしきだ。

　無む味み乾かん燥そうで、よそよそしく、不安で、頼りない世界。小さな葉耶にとっては、あまりにも広大で、しかし味方はおらず、目に見えるもの全すべてが歪ゆがんでいる、脅おびやかすばかりの世界。

　葉耶の『王国』が、追って来たのだ。

　自分の記き憶おくの彼方かなたから、〈悪夢〉と共に、やって来たのだ。

　蒼衣が一度拒きよ絶ぜつした、『王国』が。立ち去った蒼衣を取り戻もどすために、取り込むために、現れたのだ。

「………………!!」

　慄りつ然ぜんとした。

　凍こおりついた。

　呆ぼう然ぜんとその景色を見つめた。

　僕は────どうすればいい？

　あまりの状況に、何も分からないまま。立ち尽つくしていると、その蒼衣のシャツの背が突とつ然ぜん背後から、小さく摘つままれた。







　────おかえり。







「!!」

　瞬間、ぶわ、と全身の毛が逆立って、摘んだ指を振り切って、振り返りもせず駆かけ出した。

　顔が引き攣つっていた。加速した恐きよう怖ふが頭の中を支配し、悪お寒かんのような感覚に全身を駆り立てられ、全身全ぜん霊れいを込めて走った。

　恐おそれに駆かられ、狂くるったように走った。

　全身を襲おそう冷たい感覚を振り切ろうとするように、必死になって走った。

　気がつくと『王国』の姿は消え、周囲はただの町並みになっていたが、蒼あお衣いは走るのをやめなかった。逃げなければならないという恐きよう怖ふは、どこまで逃げても、息が切れても、足が痛くなっても、少しも収まらなかった。

　走っても、本当の意味で逃げられはしないのだ。

　葉は耶やの『王国』からも、両親を殺した罪からも、逃げられはしないのだ。どれだけ走っても距きよ離りなど関係なく、蒼衣の背中にぴったりと貼はり付いて、蒼衣を脅おびやかし、ひたすらに逃とう走そうに駆り立てるのだ。

　逃げ込める場所は、一つしかなかった。

　蒼衣は、すれ違う通行人から怪け訝げんな顔を向けられるほど走り、駅に駆け込んで、ぜいぜいと息をしながら電車に乗り込んだ。

　落ち着かない思いをしながら電車に乗り、通学用定期券の駅で降りる。

　学校の最も寄より駅。そこから学校とは別の方向へ向けて、蒼衣はまた走り始める。駅前の大通りを進み、すぐにそこから、路地に外れる。古い住宅地に入り、瓦かわら屋根が並ぶ通りをひたすらに走る。

　もう何度も、通った道。

　そして蒼衣は、この世でただ一つ、この恐怖から逃げ込むことができる場所に────仲間のいる『神か狩がり屋や』に────ようやくのことで、辿たどり着いた。




　そこには、建物の原形を留めない焼け跡があるだけだった。




「──────え？」

　古い住宅地の中にある、古こ物ぶつ屋『神狩屋』のあった場所には、警察によると思われる立ち入り禁止のテープが張られ、その中には完全に焼け落ちて骨組みさえ半なかば残っていない、火事の跡あとがあるだけだった。

　真っ黒に焦こげ、放水で水浸びたしになった、木材の山。

　焼けた柱と梁はりが、辛かろうじてここに家があったことを主張するように歪ゆがんだ枠わく組ぐみを作っていたが、かえって悲ひ惨さんさと、もの悲しさを際きわ立だたせるばかりだった。

　それなりに広い敷しき地ちが、ごっそりと焼け跡に変わっていた。

　ほとんど元型を留とどめていない。だが焼けた木材に混じるようにして燃え残った古こ道どう具ぐが隙すき間まから覗のぞいていて、ここが確かに『神狩屋』であったことが、窺うかがい知れた。

　蒼衣は、それを前に、呆ぼう然ぜんとする。

　そして、ふらふらとその焼け跡あとに近づくと、膝ひざから崩くずれ落ちて、その場に座り込んだ。




「あ…………」




　言葉もなかった。頭の中が、真っ白になっていた。

　何もない。縋すがる物も、逃げ込む場所も、助けてくれる人も、何もなくなっていた。




　雪ゆき乃のは？

　神か狩がり屋やは？




　答えるものも、何もない。

　みんな、燃えてしまったのだろうか？　心を満たしていた恐きよう怖ふが、全身を満たしていた衝しよう動どうが、全すべて一気に虚うつろな絶望となって抜け落ちて、あまりの脱だつ力りよくに、立っていることさえもできなかった。

　やっぱり、あそこを去るべきではなかったのだ。

　連れ出されてしまったことが、間違いだったのだ。

　雪乃は死んでしまったのだろうか？　こんなことなら、逆らってでも一いつ緒しよにいて、一緒に死んだ方が、遥はるかにましだった。

　蒼あお衣いから、膨ぼう大だいなものがなくなった。

　もう蒼衣に残されているものは、ほとんどなかった。

　泣きたかった。だがもう涙なみだを流す力も、心には残っていなかった。蒼衣はもう、完全に脱力して、言葉も無く、焼け跡を前に座り込むことしかできなかった。

　……しかし、その時。




　ざり、




　と足音を立てて、不意に蒼衣の背後に、誰かが立った。

　蒼衣に影が落ちる。蒼衣は、それに気づいて、力なく振り返る。

　振り返って、見上げる。蒼衣の背後に立って人影は、蒼衣を見下ろしていたが、その生気の抜けた蒼衣の目と目が合うと、ひどく忌いま々いましげに、ちっ、と舌した打うちした。

「あ……」

「いいザマだな、おい」

　蒼衣を見下ろしていた少年が表情を歪ゆがめ、身を揺ゆらすと、しゃり、と安全ピンが鳴った。

　馳はせ尾お勇ゆう路じだった。勇路は例のごとくシャツの襟えりに安全ピンを何本もつけて、絆ばん創そう膏こうだらけの手を握にぎり締しめ、ひねくれた目をして、蒼あお衣いを睨にらみつけていた。

「馳はせ尾お……君……」

「悲しいか？　苦しいか？」

　冷たい目をして、勇ゆう路じは問う。

「お前はそんだけのことをしたんだよ。ざまあみやがれ」

　勇路は口元を引き攣つらせ、嘲ちよう笑しようを浮かべようとしたが、その努力はあっさりと放ほう棄きされて、かわりに口元は不ふ愉ゆ快かいと苛いら立だちに歪ゆがんだ。

「…………おい、神か狩がり屋やのおっさんから、あんたに伝えることがある」

　そして勇路は、低く押し殺した声で言った。

　びく、と反応する蒼衣。勇路は身を屈かがめ、そんな蒼衣の胸むな倉ぐらを摑つかんで立ち上がらせようと、強く、ぐいと引き寄せた。

「！」

「アイツは、もうお前の前には出て来ねーってよ」

　殴なぐりつけんばかりに顔を近づけ、勇路は蒼衣に、そう言った。

「代わりに、お前に関わる人間を片かたっ端ぱしから〈異い形ぎよう〉にしてやるそうだ。お前がそいつらを順番に殺していって、アイツが完全に死ぬまで続けるとさ」

「………………!!」

　その宣言に、蒼衣の顔は強こわ張ばった。

「『裁きの時が来るまで、毒林檎りんごを配り続けるよ』だとよ」

　勇路は言う。

「あのキチガイに目ぇつけられたことだけは、同情してやる」

　そして勇路は突つき放すように、蒼衣の胸倉を放す。

　投げ出され、咳せきをしてうずくまる蒼衣。勇路はそんな蒼衣に背を向けて、心底苦にが々にがしげに、ぼそりと言った。

「キチガイの使いっ走りさせられてるオレも、人のことは言えねーがな……」

「な、何で……」

　喘あえぐように訊たずねる蒼衣。だがその問いに対して、答えはなかった。勇路は用は果たしたと言わんばかりに、立ち去る。

　追いかけることはできなかった。その力も残っていなかった。

　見送ることしかできなかった。だがそんな蒼衣の心の中には、今までの虚うつろではなく、絶望的な焦あせりがあった。




　────どうしよう。




　心がざわめいた。

　どうしよう。どうすればいい？　早く神か狩がり屋やを探し出さなければ、また、蒼あお衣いの両親と同じことが、起きてしまうのだ。

　いつ？　誰を？　分からない。

　人選も時期も、神狩屋の好きなように、思うままだ。

　好きなようにされてしまう。受け身にしか回れない。

　対処もできず、頼れる者もなく、また両親を殺したのと同じことが起こって、それが神狩屋が死ぬまで、何度だって続く。

　犠ぎ牲せい者が増える。誰を？　知り合いの顔が何人も何人も浮かぶ。

　共通の知り合いではない蒼衣の知り合いを、神狩屋は知っているのだろうか？

　何人知ってる？

　誰が襲おそわれる？

　必死で考えるが、分かるわけもない。

　ただ両親のことを思い出して、あまりの絶望に吐はきそうになっただけだった。

　ひょっとしたら、颯さつ姫きや、夢ゆ見み子こを？　神狩屋があの子たちを、両親と同じ『アレ』に変えることなど、考えたくも、信じたくもなかったが、神狩屋の狂きよう気きを前に、希望的観測は霞かすむばかりだ。

　何もできない。

　何も分からない。

　どうにもならない。蒼衣は今や、食い物にされるのを待つばかりの、あまりにも無力極まる餌えさだった。

「う……」

　そして、そんな絶望的な考えがループしていた、その時。

　不意に蒼衣のポケットの中身が、音を鳴らした。携帯の、メールの着信音だった。

「……」

　蒼衣は、力の入らない手でのろのろと携帯を取り出し、メール画面を呼び出して、それを虚うつろな目で見た。

　メールには、こう書かれていた。




『時間ができたから、

　急だけどそっちに向かってる。

　千ち恵えサンも一いつ緒しよに行くからさ、

　悪いけど神狩屋さんのこと、

　そっちから話してやってくれないか？』




　元群むら草くさ工こう房ぼう〈ロッジ〉の、木き之の崎さき一かず真まからのメールだった。

　訊たずねて来るというメール。そのメールを読んで、蒼あお衣いは一いつ瞬しゆんだけ味方が来ることを喜びかけたが、次の瞬しゆん間かん頭から、さーっ、と血の気が引いた。




　────『お前に関わる人間を片かたっ端ぱしから〈異い形ぎよう〉にしてやるそうだ』




　蘇よみがえる、たったいま言われたばかりの勇ゆう路じの言葉。

　まずい。

　どう考えてもまずい。

　一真たちが今ここに来るのは最悪のタイミングだ。神か狩がり屋やによる策さく略りやくではないかと思えるほどの、あまりにも危険なタイミングだ。

　どうしよう？

　来るなと伝えるべきだ。

　だが、もし神狩屋が関わっているなら、警告したくらいでは無意味ではないか？

　だが警告は必要だ。必死で返信のメールを打つ。ここに来てはいけないこと、神狩屋が狙ねらっているかもしれないこと。

　メールと格かく闘とうする、蒼衣。

　だがそれに必死になる余り、蒼衣は、自分のすぐ近くにやって来たモノの存在に、気づくことができなかった。

　そして蒼衣が、メールの送信ボタンを押した時。




　がっ、




　と蒼衣の、携帯電話を持った手が、突とつ然ぜんに摑つかまれた。
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「海部あま野のサン、平気？　無理してない？」

　木き之の崎さき一かず真まは、タクシーの後部座席で、隣となりに問いかけた。

　隣で一真から身を離はなし、しかしドアにも触ふれないように身を縮めて座っている海部野千ち恵えは、その問いかけに、数秒の間を置いて答えた。

「……あー、うん……平気なつもり。ありがと」

「そっか」

　一真は軟なん派ぱに伸のばした茶ちや髪ぱつを、乱暴に手て櫛ぐしでかき上げながら、溜ため息いきをつく。大だい丈じよう夫ぶだと千恵は言っているが、二人の座る後部座席の空気は、主に千恵の雰ふん囲い気きのせいで、充分過ぎるほど重い。

「ならいいけど、無理はしなくていいぜ、マジで」

「うん……大丈夫」

　キャスケット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、顔半分と、長袖そでシャツから露ろ出しゆつした手が包帯で覆おおわれている千恵は、やはり大丈夫とは程遠い暗い答え。

「にいさんが裏切ったって聞いた時から、いつか何かあるとは思ってたし」

「……まあな」

　分かっていたことだし、分かっている。

　千恵に対してこう言ってはいるものの、一真も落ちついてはいない。落ちつかなげに身じろぎし、溜息をつき、シートに深く寄りかかって、走行中の前を見る。

「どうなっちまうんだろうなあ……」

「………………」

　一真と千恵は、早朝から最も寄よりの駅まで電車でやって来て、そこからタクシーに乗った。

　神か狩がり屋やについて話をするためだ。神狩屋が突とつ然ぜん、どこかの〈ロッジ〉の世話役に〈断だん章しよう〉を向けて、姿をくらましたと聞いたのは、しばらく前のことだ。

　驚おどろいたしショックだったが、そういう突然限界を迎えて発はつ狂きようする〈保持者〉の話はいくつも聞いていたので諦あきらめもあった。千恵も、自分自身の〈断章〉が重いので理解は早く、むしろ機能不全に陥おちいった〈ロッジ〉で右往左往する蒼衣たちの心配をする方に、二人とも注力した。

　あまり神か狩がり屋やの裏切りのことばかりを深く考えて悩まなくて済むよう、自分たちの気を逸そらすという目的も確かに多少はあった。だがそれ以上に、自分たちも〈ロッジ〉の世話役を失って、右往左往していた時期があるので、その状況の大変さもよく分かるのだ。

　あれから一かず真まは何とか人脈を繫つなぎ直し、〈騎士〉こそいないものの〈ロッジ〉としての互ご助じよ活動を復活させることができるくらいまで、何とか持ち直させた。つたないながら世話役の真似まね事ごとをすることになった一真は、もしも蒼あお衣いたちが〈ロッジ〉を再稼か働どうさせる気になった時にはアドバイスができるだろうと考えていた。

　とはいえ押しつけるわけにもいかず、また自分たちも忙いそがしいので、気にしながらも様子を見るに留とどまっていた。そうして、たまに暇ひまができると連れん絡らくして様子を聞くだけだった一真のもとに、今になって急に、連絡が来たのだ。




　神狩屋が現れ、颯さつ姫きと夢ゆ見み子こを誘ゆう拐かいした。

　最終的に神狩屋をどうするか、彼の関係者全員で話し合いたい。と。




　……実のところ一真は、神狩屋がどこかの〈ロッジ〉の世話役を〈断だん章しよう〉の手にかけたということを、千ち恵えには話していなかった。

　事件を起こして姿を消したとだけ伝えていたところに、こんな連絡が来たので、正直なところ気が重かった。千恵にそれを伝えなければいけない。しかも神狩屋の、おそらくは生せい殺さつ与よ奪だつを話し合って決めなければいけないのだ。

　それでも考える時間があれば、覚かく悟ごも決まるのだが。

　その時間さえもなかった。一真がメールでこの連絡を受けたのは昨日きのうの夜中、しかもほとんど明け方近くのことで、それを見た一真は大慌あわてでスケジュールを調整して、時間を作り、こうしてやって来たのだ。




　笑美からの、呼び出しで。




　笑美はメールで、至急それを話し合いたい旨むねと、一真たちが最も寄より駅に到着する時間にタクシーを向かわせる旨むねを、伝えて来た。

　そうして、駅で待っていたタクシーに乗って、一真たちは移動している。

　場所は運転手に伝えてあるとのことで、どこに向かっているのかは知らない。メールによると、店の方の『神狩屋』は、二人の少女が連れ去られた時に、滅め茶ちや苦く茶ちやにされてしまったのだということだ。

　……実のところそれも、千恵には話していない。

　一真は溜ため息いきをつく。正直に言うと一真は、千恵のような、男勝まさりな振りをして実は繊せん細さいな女に弱い。そしてそんな女が落ち込んだり泣いたりするのにはもっと弱い。なので自分の口からキツいことを千ち恵えに伝えるのは、とてつもなく気が重かったのだ。

「はぁー……」

　しょうがねーか、と一かず真まは、ポケットを探って携帯を取り出す。

　悪いが説明は蒼あお衣いたちに任せよう。押しつけるようで気が引けるが、どうせ当事者からの話は必要になるだろうしと、一真は自己弁護的にそう思って、その旨むねをメールで打って、蒼衣へと送信した。

『悪いけど神か狩がり屋やさんのこと、

　そっちから話してやってくれないか？』

　と。

　送信し、送信終了を確認し、軽い溜ため息いきと共に、携帯を仕し舞まう。

　そうして再びシートの背に深く寄りかかったが、それと前後して、タクシーはどこかの住宅街に停とまった。

「着きましたよ」

　おそらくは高級住宅街の、かなり奥まった場所。停まったのは、その中にある、広い敷しき地ちを高い塀へいに囲んでいるものの、巧こう妙みように威圧感は廃はいした、モダンで大きな家だった。

「……あ、ども」

　言って、お金を払はらって降りる、一真と千恵。

　降りて、タクシーの走り去る音を背に、二人は塀と、立派な木の門もん扉ぴと、同じ木製のシャッターを眺ながめやった。

　一真の住む田舎いなかにも負けないくらい広い家は多いが、それとはまた質が違う。

　ふーんと感心しながら門扉に向かい、インターフォンを見つけ、それからふと気になって周りを確認したのだが、目的のものが見つけられず、一真は少し首を捻ひねった。

「……どうかした？　間違ってるとか？」

「いや……そういうわけじゃ、ねーんだけど……」

　不ふ審しんげに訊たずねる千恵に、一真は答える。

「表札、ねーな、と思って」

「あー、そういや、ないね」

　やはり首を傾かしげる千恵。一真の住む辺あたりでは、表札が掲かかげられていない家など見たことがなかったが、都会はまた勝手が違うのだろうと、一人で納なつ得とくする。

　納得しつつ、インターフォンを覗のぞき込む。

　覗き込んで、小さなランプの点ついたボタンを、押す。




「……」




　チャイムは聞こえず、かちゃ、とボタンを押した音だけがして、ボタンのランプがちかちかと点てん滅めつした。

　待つ。

　空白の時間。

　沈ちん黙もく。その沈黙が、随ずい分ぶんと長く続いた。

　もう一度押す。待つ。

　やはり反応がない。一かず真まは困ったように口をすぼめる。千ち恵えの視線に対しても、何も答えようがない。

「……ほんとに、間違ってない？」

「ない……はず」

　耐たえかねて口を開く千恵に、自信なさげに一真。

　しかし困り果てる。そんな一真に、千恵が言う。

「故障とか？　携帯で笑え美みさんに連れん絡らくしてみれば？」

「ああ……うん、そだな」

　答えつつ、一真は未み練れんげに門もん扉ぴの表面に手をやる。

　その行為自体には、本当にただの未練で、特に開けてやろうといった意図は、当の一真自身には全くなかった。

　だが。




　ぎ、




　と厚い門扉が、当てた手に押されて開いた。

「あ……」

「ちょ、ちょっと……」

　予想外の事態に驚おどろく一真と、うろたえて咎とがめる千恵。慌あわてて戸を閉めたその時、一真の携帯が、ポケットの中で鳴った。

　メールの着信音。取り出して見ると、笑美からだった。




『いま手が離はなせないの。

　悪いけど勝手に入って、

　お茶を飲んで待っててくれる？』




　そう書いてあった。顔を見合わせた。

「……あー、別に良かった、みたいだな」

「う、うん」

　戸と惑まどい気味に、お互たがい確認するように、言った。

　それでも数秒、何となくの気き後おくれから、無言の譲ゆずり合いをするように動けないでいたが、すぐに一かず真まが根負けして前に出て、また先程のように手を当てて、門もん扉ぴを押した。

　分厚く重そうな、ついでに言うと高価そうな門扉だったが、意外なほどに力を入れる必要なしに開いた。開けると、玄げん関かんまでの小さな前庭が露あらわになったが、それが思いのほか荒れているのに、まず少し驚おどろいた。

　植木も雑草も、伸のび放題になっている。

　だが経路になる敷しき石いし周りだけは、落ち葉が掃はかれて整えられていて、辛かろうじて人が現役で生活しているのだということが分かる。

　だがそれ以上に目を引いたのは、正面の家の壁に、紙が貼はり付けられていることだ。

　その張り紙には、何も文字は書かれておらず、ただ太い赤のマジックで、玄関に向けた矢印が書いてあった。

「……あの案内に従え、ってことかな」

　誰に確認するでもなく呟つぶやき、一真は門の中に、足を踏ふみ入れた。

　千ち恵えをエスコートするように中に入れ、門を閉める。そして二人で玄関まで歩いて行き、玄関の大ぶりなドアを開ける。

　中は、壁に取り付けられたガス灯風の明かりにぼんやり照らされた、広い上がり口。

　そしてやはり、上がった先にある廊ろう下かの分かれた横道に、紙が貼ってあって、そこを曲がるように示す矢印が書いてある。

「えーと……おじゃまします」

　一真はそれを見て、置いてあった、くすんだスリッパを履はいて家に上がった。

　指示されはしたものの、まだ知り合いの姿も、案内の姿も見ていないので、全然違う他人の家ではないかという不安がつきまとい、何をするにも戸と惑まどいが混じる。

　不安のままに玄関を見回すと、隅すみに埃ほこりが溜たまっている。そして大きく立派な下げ駄た箱ばこの上に、取り外された表札らしきものが置かれているのに気づいて、手を伸のばすと、伏せてあったそれを軽くめくった。




『溝みぞ口ぐち』




　立派な文字で、そう彫り込まれていた。

　溝口……と口の中で呟つぶやき、今まで会ったことのある〈騎士団〉関係者を思い出したが、憶おぼえのない名前だった。

　ここが誰の家なのかという謎なぞは結局分からず、一かず真まは諦あきらめて先に行く。張り紙の指示に従い、千ち恵えと共に廊ろう下かを曲がると、すぐそこにあるドアの脇わきに、そのドアを指し示す矢印の張り紙が貼はってあった。

「……」

　廊下は埃ほこりっぽい、人間の匂においが消えた、長く使われていない家の匂いがした。

　それを感じながら、指示されたドアを開けると、そこは大きなソファとローテーブルがある応接間で、旅行土産みやげの置物らしきものが入った戸と棚だなが置かれ、シャンデリア風の照明が点ついていた。上等そうだが色の褪あせたカーテンが閉まり、ソファも絨じゆう毯たんも埃っぽく、やはり全体的に空き屋の匂い。ただ、テーブルの上には個包装された茶菓子が盛りつけられた器が据すえてあり、それから保温ポットと茶器が置かれていて、それらだけが明らかに新しい、人の手による痕こん跡せきだった。

「…………あー……」

　その光景を見て数すう瞬しゆん立ち尽つくしたが、しかし他ほかにどうしようもなく、二人は居い心地ごこち悪げにソファに座った。千恵がティーセットの中からインスタントコーヒーの用意を始めたが、見知らぬ家のものは潔けつ癖ぺき症しよう的に引っかかるらしく、淹いれたのは一真の分だけだった。

「あ、悪りぃ」

「ん」

　空き屋の匂いがコーヒーの匂いで紛まぎれ、一真と千恵は、しばしそんな中で、待つ。

　何となく会話がなく、無言のまま、ひどく静かな応接間の中で、時間感覚がなくなりそうな沈ちん黙もくの時間を過ごす。

「……」

　自分たちの呼吸と身じろぎの音しか聞こえない、時間。

　時計の音さえない。壁には立派な時計が掛かっていたが、とうの昔に電池が切れているらしく、出で鱈たら目めな時間を差して止まっていた。

　時を刻む音もない、静せい寂じやく。

　しん、とした時間。ほどなく、すぐに一真は居心地の悪さに耐たえられなくなり、髪かみをかきむしりながら立ち上がると、ドアに向けて歩き出した。

「木き之の崎さき君？」

「……ちょっと俺おれ、笑え美みさん探して来るわ」

　千恵が声をかけ、一真は振り返らずに答えた。

「待ってろ、って言われてたんじゃ？」

「そうだけど……なんかおかしくねーか？　ここ」

　一真は言う。何がおかしいのか、具体的に説明したい気はするのだが、今はっきりと分かる具体的な部分を頭の中で列挙してみても、明らかに異常だと言い切るには、どれも決め手に欠ける気がした。

「なんか人の気配ないし、大体まだ俺おれたち、誰も人、見てないんだぜ？」

　言えるのは、そんなところ。

　不安しかないが、それでも理由をつけようと思えばいくらでもつけられそうなので、一かず真まはとりあえず一人で探して、笑え美みに会っておこうと思ったのだ。

　少なくとも、一真がインターフォンを鳴らしてからメールが来たので、この家の中のどこかにはいるはずだ。

「何かで手が離はなせないんなら、手伝えるかも知れねーしさ」

　自分の不安と疑ぎ惑わくに言い訳するように、一真は付け足す。

　千恵を付き合わせるつもりは、なかった。だが、千恵はそれを聞くと、自分もソファから立ち上がって、そのまま一真の後に続いた。

「あたしも探す」

「そか」

　止める気もなかった。一真はそのまま廊ろう下かに出る。

　廊下は電灯が点ついていて、玄げん関かんから、突つき当たりまで見渡せる。

　突き当たりには、二階と地下に続く階段が見える。二人はとりあえず、玄関を上がって応接間に行く途と中ちゆうに見えていた、リビングと思われるドアのある場所に向かって、その前に立ち、ドアレバーに手をかけた。




　ごつ、




　という手て応ごたえがあって、レバーは引っかかって下がらなかった。

「……鍵かぎかかってる」

「…………」

　一真は言い、千恵と顔を見合わせると、他ほかの場所も探そうと、頷うなずき合った。

「手分けする？　広そうだし」

　千恵が言う。

　一真は生なま返事する。

「あ、ああ……どうだろうな」

　そのとき一真は、矢印の張り紙が貼はられている応接間のある廊下に戻もどっていたが、ふと足元を見て、丁ちよう度どそれに、気がついたのだ。




　ず、




　と廊ろう下かの床ゆか板いたに積もった埃ほこりに、人間の歩いた痕あとが続いていたのだ。

　廊下にずっと厚く埃が積もり、それを人が歩いた跡あとが乱して、大量の埃がスリッパの足跡でかき回された斑まだらに汚よごれた痕が、ずっと続いていたのだった。

　埃でできた獣けもの道みちじみた足跡は、延々と廊下の先まで、続いている。

　先まで続いて、廊下の端はしにある、階段へ向けて曲がり、その先へと消えている。

「…………………………」

　ずっと、続いている。

　その人間の痕こん跡せきは、安心感よりも、何かが居る不安感を、胸の中にかき立てた。

　胸の中が、嫌いやな感じに、ざわめく。知った人間がいると分かっている家で、その本人を探すだけだというのに、どうしてそんな気分になるのか、一かず真まには自分で自分の感覚が理解できなかった。

　ただ、理由もなく、脳裏に冷たい風が吹き込んでいるように嫌なのだ。

　目の前の光景に、ひどく冷たい感覚がする。

　朝だというのに、何故なぜだか妙みように影が濃こい廊下に。

　その廊下に厚く堆たい積せきした埃と、その真ん中を通った、何かを引きずったようにも見える、人の通った痕が、ひどく嫌なものに感じる。

「…………」

「……木き之の崎さき君？」

　一いつ瞬しゆん、廊下の光景に吞のまれていた一真は、千ち恵えに声をかけられて、正気に返った。

「！　あ…………あ、ああ。行こうか」

　たったいま自分が感じた妄もう想そうじみた印象を、千恵には悟さとられないように、そして自分の脳裏からも振り切るように、一真は足を踏ふみ出す。




　ぱた、




　と、スリッパの足音を立てて、満ちる影に身を沈しずめるような気分で、廊下へ。

　洋風の、どことなく無機質な雰ふん囲い気きの通路を、一真は先に立って歩き、応接間のドアを通り過ぎる。




　ぱた、

　ぱた、

　ぱた、




　と、埃が踏まれてできた、斑の通路を、歩いてゆく。そして途と中ちゆう、並んでいる二つほどのドアを開けて中を確認したが、それぞれカーテンが閉め切られて明かりもない、ベッドが据すえてあるばかりの無人の客室と、物置部屋があるだけだった。

　そのまま二人は、突つき当たりに。

　廊ろう下かの突き当たりの脇わきには、上りと下りの階段があって、それぞれ二階の薄うす闇やみと、地下の暗闇へと続いていた。

「……」

　その両方へと続く、斑まだらの足あし跡あと。

　二人は、階段に近づいて行く。

　一かず真まはどこか不安を抱かかえ。千ち恵えは無表情に。

　そして、そうして数歩近づいた時、二人は不意に、どちらともなく足を止めて────不ふ審しんな表情で、口を噤つぐんだ。




「…………………………」




　ひし、と地下に続く階段の先の、暗闇の奥から、人の気配がしたのだ。

　息遣づかいのような気配。音が聞こえたわけではなく、空気が動いたわけではない。しかし二人が同時に立ち止まったその時に、確かに同じものを感じたのだということを、二人は一言も言わずとも、お互たがいに察した。

　静せい寂じやくと薄暗がり。すーっと心に、冷たいものが広がった。

　人を探しに来て、人の気配を感じたことに対して、やはり自分で理解できない、嫌いやな感覚が体の中に広がった。

「……」

　だが一真は、感覚ばかりで説明できないその不ぶ気き味みさを、口にすることはできなかった。

　そしてそれは千恵も同じで、二人は何も言わないまま、一真が壁にスイッチを見つけて、電気を点つけた。

　古くなった蛍けい光こう灯とうが瞬またたき、階段が照らされた。

　瞬く明かりの中の、瞬く階段の光景は、沈しずむように深く、そして埃っぽく、下へ下へと降っている。

　……段に積もった埃は、やはり足跡で、斑になっている。

　そんな階段を、一真と千恵は、一度顔を見合わせて頷うなずき合うと、




　ぎ、




　と足を下ろし、降り始めた。

　一かず真まのよく知る日本家屋の狭せまい階段とは違う、倍の幅はばはある階段を、二人は無言で降りて行く。埃ほこりっぽい匂においの、どこか冷たさのある空気の中を、地下に向かって降りて行く階段は、半なかばで折り返し、上から見ていた時の印象よりも遥はるかに短く、すぐに底に着いてしまう。

「……」

　暗い小さな磨すりガラスの嵌はまった、ドアに。

　中の闇やみを透すかすドア。その前に立った一真は、つい先程まで感じていた嫌いやな感覚が、もはや鳥とり肌はだが立つくらいにまで強くなっているのを、その全身で受け止めていた。

　まるで空気を動かさずに吹く嫌な冷気を含んだ風が、ドアから全身に吹き付けて、体を通り抜けているかのようだ。その感覚は、歴戦を重ねた〈騎士〉ならば即座にその意味を理解したのだろうが────経験の浅い一真には、ただの説明できない、得体の知れない感覚に過ぎなかった。

　ドアの向こうには、暗闇と、そして階段の上で感じた通りの、気配があった。

　一真は、自覚なく微かすかに震ふるえる手で握にぎり拳こぶしを作ると、その手を胸の高さまで上げて、ドアを二度ノックした。




　こんこん。




「笑え美みさん、います？」

　呼びかけた。

　返事はなかった。

　返ってくるのは、ひし、と気配のある、湿しめった息遣づかいのような、静せい寂じやくばかり。

　もう一度ノックする。

　返事はない。

　だが、中に人の気配があることは、確かだった。

　中にいるのは、確かなのだ。だが返事はない。その事実に、だんだんと胸の中に嫌な予感が膨ふくれ上がるが、今いま更さらどうすることもできなかった。

「……」

　仕方なく、一真は黙だまって、ドアノブに手をかけた。

　ドアノブを握った一真と、ずっと無言の千ち恵えの間に、何だか得体の知れない、ひしひしとした緊きん張ちようが広がった。

　緊張の中、ノブを恐おそる恐る回す。

　回すと、ノブはそのまま回り、やがて、かちゃ、と留め金が外れ、ドアの抵抗が外れる感かん触しよくがする。

「…………」

　鍵かぎは、かかっていなかった。

　もう、このまま引けば、ドアは開く。

　だが、ドアノブをひねって握にぎり締しめたまま、手はそのまま固まる。

　開けようと思っているが、心の底の底に宿る無意識が、絶ぜつ叫きようを上げて抵抗しているかのように、手が固まって動かない。

　意識に、無意識が、体が、逆らう。

　はーっ、はーっ、と。息がだんだんと、細く、荒くなる。

　もう瞬まばたきも忘れている。心臓が、肺が、胸きよう腔くうの中で激しく動く。目を見開き、ドアノブを握る自分の手を見つめたまま、ドアを開けようと、何度も何度も覚かく悟ごを決める。

　そして何度目かの覚悟を決め、とうとうドアを開けようとした時。




「──────!!」




　突とつ然ぜん、ポケットの中で携帯が振動し、一かず真まは上げそうになった悲鳴を押し殺して、心臓が跳はね上がる感覚そのままに、ドアノブから手を放した。

「………………っ!!」

　言葉にならない。心臓が暴れ回る。

　必死で呼吸を整えながら、やはり引き攣つった顔の千ち恵えの前で、携帯を取り出して見ると、メールが着信していた。

　蒼あお衣いからの、着信。

　一真は、それを見た。




『あぶない。こないで。

　リカさんもエミさんもみんなころされた』




　そう書いてあった。

　一真は、一いつ瞬しゆんその文章の意味が理解できず、ただそのメールを見つめたまま、固まったように立ち尽つくした。

　そのまま数秒。

　そして。




「────────────────────っ!!」




　理解した瞬しゆん間かん、一真の背せ筋すじに、鳥とり肌はだと共に、凄すさまじい悪お寒かんが駆かけ上がった。

　何だ!?　どういうことだ!?　濁だく流りゆうのような混乱が、一いつ瞬しゆんにして頭の中を渦うず巻まいた。

　笑え美みさんも殺された!?　この蒼あお衣いのメールのすぐ下には、その笑美から、つい先ほど来たばかりのメールがあるのだ。

　だが否定しようとする頭とは裏腹に、心の中では、たった今まで感じていた嫌いやな予感が、みるみるうちに補完されて形になっていった。笑美さんが殺された？　いつ？　それが本当だとしたら、ここに二人を呼んだメールの主ぬしは、誰だ？

　いや、いや、それよりも、もし笑美でないのだとしたら、このドアの向こうにいるのは一体誰なんだ？

　このドアの向こうの、地下室の暗くら闇やみにいるのは、一体何なんだ？

「…………………………!!」

　メールを見つめたまま、目を見開いて、硬こう直ちよくした。

　硬直した、その横目で、しん、と静まり返った、ドアを見た。

　だがその時、ドアが微かすかに、




　かちゃ、




　と、手前に浮くように開いた。

「!!」

　息を吞のんだ。たった今までノブを捻ひねっていたドアが、手を放した時に閉まりきっていなかったため、固定されておらず、そのせいで地下室のドアは凍こおりつく二人の前で、留め金のバネに押し出されるようにして────音もなく、開いていったのだ。

　瞬しゆん間かん、







『あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──────────っ!!』







　階段からの光に焼かれたかのように、中から無数の、耳を劈つんざく絶ぜつ叫きようが上がった。

　男とも女とも獣けものともつかない、いや、それを出で鱈たら目めに混ぜ合わせた、魂たましいを握にぎり潰つぶすような絶叫が地下室の中で爆ばく発はつし、耳と心臓が貫つらぬかれた。

「────────────────────────────────っ!!」

　身も竦すくむ恐きよう怖ふに思わず叫さけんだが、地下室からの絶ぜつ叫きようの濁だく流りゆうに為なす術すべもなく吞のみ込まれ、かき消された。開いたドアから溢あふれ出した、例えるなら目玉を焼き潰つぶされた無数の人間と獣けものの無数の口から噴ふき出したような、苦痛と恐怖と狂きよう気きの絶叫は、肌はだに振しん動どうが触ふれるほどの音圧で、鼓こ膜まくと精神と正気を、押し潰し、吞み込み、削けずり取った。

　そしてそれは、必ずしも例え話ではなかった。

　恐怖に見開いた目は見た。階段からの明かりが差し込んだ部屋の暗くら闇やみの中には、絶叫を上げる、文字通り無数の口が開いていた。

　暗闇には、たくさんの人間が詰め込まれていたのだ。いや、それは正確に言うならば、もはや『人間たち』と呼んで正しいのかも分からない──────人間の部品と魚類を生きたまま混ぜ合わせた、おぞましい狂きよう気きに満ちた培ばい養よう槽そうだった。

　男がいた。

　男は皮膚だけを残して肉も骨も内臓も溶よう解かいし、辛かろうじて人間の面おも影かげを残すだけの巨きよ大だいな皮袋と化して、その溶とけたドロドロの内蔵の中で無数の魚を泳ぎ回らせながら、床ゆかの上に広がってぶよぶよと蠕ぜん動どうしていた。

　女がいた。

　女は全身の皮の下にたくさんの大きな魚の目玉が隙すき間まなく生はえ、ぼこぼこに皮ひ膚ふを押し上げていて、皮膚の下に、腕うでに、顔に、脚あしに、その無数の目玉が、世にもおぞましい病変のようにぎっしりと透けて見えていた。

　子供がいた。

　外側は何の畸き形けいもない子供だったが、口の中、目の中、鼻の中、そしておそらくは内臓の中も、内側だけがびっしりと魚の鱗うろこに覆おおわれて、喉のどに詰つまらせ、喘あえいでいた。

　老人がいた。

　老人は、まるで老人の形をした粘ねん土どを無む理り矢や理りに捏こねて魚を作ろうとして、途と中ちゆうで飽あきて放り出したかのように、下半身と右半身を練り固めて魚の頭を作りかけた異常な物体となって、床に横たわり藻も搔がいていた。

　ある男は、内側から全身を食い破って顔を出す魚を、引き攣つった笑いと涎よだれを漏もらしながら、延々と自分の手で引き抜いていた。

　ある女は、口から魚網を開けたかのような大量の魚を吐はき出し、自分の吐いたそれに群がられて、びちびちと腹を食い破られて腹ふく腔こうの中に侵しん入にゆうされ、喉の奥から苦痛の呻うめきと、腹の中身が押し上げられる下水管のような音を、ごぼごぼと溢あふれさせていた。

　そんな〈異い形ぎよう〉と化した人間が数十人、元はオーディオルームだったと思われる地下室に詰め込まれ、ほとんど混ざり合わさりながら蠢うごめいていた。そしてドアが開いて入って来た光に焼かれるように、あるいは見たくもなかった希望の光を見てしまったかのように、あるいは自分の見たくなかった姿が照らし出されてしまったことを絶望するかのように────声を出すことができるもの全すべてが限界まで口を開けて、鼓こ膜まくも喉のども正気も空気も全すべてを引き裂さかんばかりの、恐おそろしい絶ぜつ叫きようを上げていたのだった。

「……あ……あ…………」

　足から力が抜けた。ドアの前に、二人で座り込んだ。

　もはや叫さけぶことも、目を逸そらすこともできずに、気が遠くなりそうな絶叫と地じ獄ごくの光景の中で、座り込んでいた。

　地獄の中から、ずる、這はい出して来る、〈異い形ぎよう〉があった。

　それは頭から、縦たてに真っ二つに裂けた半分だけの老人で、しかしその姿でも生き続け、裂けた断面から肉にく襞ひだのように、あるいは蛆うじ虫むしか寄生虫のように、ぎっしりと無数の小さな魚を晒さらして蠢うごめかせているという、信じがたい姿の〈異形〉だった。

　その〈異形〉が、半なかば正気を失った死んだ魚のような片かた眼めを向け、言葉を発した。




「……ア…………マノ………………」




　目を見開いた千ち恵えが、引き攣つるように、言葉を漏もらした。

「三木目先生…………!!」

　あまりのことに、気が狂くるいそうだった。

　何も理解できなかった。そして、そんな世界を覆おおい尽つくすような阿あ鼻び叫きよう喚かんの中にいて、一かず真まは、そして千恵も、気づくことができなかった。




「────見られてしまったね」




　ぎ、

　と。いつの間にか。

　二人の後ろに、神か狩がり屋やが立っていて、心が死んだような笑みを顔に貼はり付けて、二人をじっと見下ろしていた。







　　　　２




　……馳はせ尾お勇ゆう路じは、別に以前から神狩屋と繫つながっていたわけではない。

　むしろ逆だ。勇路は神狩屋などとつるむつもりは一片もなかったし、接せつ触しよくを受けたのは、つい昨日きのうのことなのだ。

　勇ゆう路じは今までずっと、いつか来ると信じる機会のために逃亡を続け、『神か狩がり屋や』のある町で浮ふ浪ろう者しやまがいの生活を送りながら潜ひそんでいた。だが昨日きのうの夜、どうやって突つき止めたのか、神狩屋は突とつ然ぜんなんの前触ぶれもなく、勇路が最近のねぐらにしていた場所である、廃はい業ぎようした町工場の跡あとに姿を現したのだ。

「お前ッ……!!」

「やあ、しばらくだね」

　しれっとした顔で言う神狩屋に、普段の勇路なら、逃げるか攻こう撃げきを加えるかするところだったろう。

　しかし勇路はできなかった。この時の神狩屋は、人形のような服を着た女の子を抱だきかかえていて、それからリュックサックを背負った少女を連れていたので、攻撃にも逃亡にも踏ふみ切ることができなかったのだ。

　特に、田たの上うえ瑞みず姫きの姉である颯さつ姫きの存在が、反応を遅らせた。

　思わずぎょっとして目を奪うばわれ、攻撃もできず、逃げる機会も逸いつした勇路は、やむなく小さな廃工場の中で、じりじりと退路を意識して距きよ離りを開けながら神狩屋へ詰きつ問もん調の問いを投げつけるしかなかった。

「……何しに来やがった？」

「ああ、警けい戒かいすることはないよ。粛しゆく清せいとか連れ戻もどしに来たわけじゃない。僕も逃亡者だ」

　神狩屋は、抱えていた女の子を下ろして立たせながら、答えた。

「だから逃亡者同士、ちょっとお願いがあってね。この二人を、少しのあいだ預かって欲しいんだよ」

「はぁ!?」

　白しら々じらしいまで友好的な神狩屋の言葉。当然勇路は、にべもなく拒きよ否ひした。

　しかし神狩屋は様々な言い訳で煙けむに巻きながら、平然と二人を置き去りにして、逃亡してしまった。二人を置いて行かれて、結局勇路は放っておくこともできずに仕方なく二人の面めん倒どうを見てしまったのだが、それを皮切りにして勇路は続けざまに神狩屋に踏ふみ込まれ、言いくるめられ、押しつけられ、巻き込まれて、完全に意に反して、神狩屋の協力者に仕立て上げられてしまったのだ。

「…………ちっ」

　そうして勇路は結局、子守として、忸じく怩じたる思いを抱かかえながらこの溝みぞ口ぐち家にいる。

　バイト代だと言って厚い封筒を渡され、まともな食事にありつき、久しぶりに風ふ呂ろを享きよう受じゆした。そうやって取り込まれている自分が、不快で苛いら立だたしい。

　しかし何より不快なのは、それでも押しつけられた子供二人を放り出せない自分だ。

　勇路はそうして今も、溝口家という見ず知らずの家の二階にある、長く使われていなかった形けい跡せきのある子供部屋のドアの脇わきに座り込んで、頻ひん繁ぱんに小声で毒づきながらも少女二人の子守をしていた。

　勇ゆう路じは、思い出していた。




「ああ、言っておくけれど────君が引き受けてくれないなら、僕は放置するよ？」




　神か狩がり屋やは、言っていた。

　あれは本気だ。あの男は、狂くるっている。

　記き憶おくが虫食いになる〈断だん章しよう〉を抱かかえた颯さつ姫きのような少女を、環境の違う場所で保護者もなく放置したら、どういうことになるか、勇路はよく知っている。

　状況が分からないことを恐おそれて数日に亘わたってじっとその場に座り込み、記き憶おくへの刺激を失って急速に記憶を喪そう失しつする可能性。あるいは最悪パニックで外に飛び出して、行方ゆくえ知れずになったり事故に遭あったり、とにかく厄やつ介かいなことになる。

　危険なのだ。だが────おそらくあの男は、もはやそれくらい意にも介かいさないだろう。

　あの男が地下でやっていたことに比べれば、そんなもの、良心に対して針ほどの痛みも与えないに違いなかった。

　あの男は地下室で、どこからか連れてきたただの人間に〈断章〉の血を与えて、〈異形〉を作る実験をしていたのだ。どれだけの量の血を、どのような手段で与えれば、それを見る人間に最大限のショックを与えられる『いい状態』の〈異い形ぎよう〉になるのか、生きた人間で人体実験を繰くり返していたのだ。

　……そんなことは何も知らずに、二人の少女は、ここで過ごしている。

　今は颯姫が夢ゆ見み子この前に座り、その両手を握にぎって、囃はや子し詞ことばを口ずさみながら上下に振って遊んでいる。

　地下室で行われていることなど、別の世界のことのように。

　元はオーディオルームだったため、厳重に防音された地下室からは、実験に際する犠ぎ牲せい者しやの悲鳴も、実験の結果発はつ狂きようした人間のうわごとも、届いてはこない。

　それがあまりにも歪いびつで、心が落ち着かない。

　ここが平和で退たい屈くつであるほど、階下の地じ獄ごくを知っている心が、警告を発する。

「…………」

　正直なところ、勇路は今、神狩屋を恐れていた。

　だがそれでも勇路は、いや、恐れているからこそ、ここを逃げ出すことができなかった。

　あの地下室を眉まゆ一つ動かさず作り出すような人間に、もう決して見ず知らずのとは言えない少女二人を引き渡して逃げるなど、できるわけがなかった。かといって二人を連れて逃げ出すわけにもいかない。自分に懐なついているわけでもない〈食害〉の〈血脈リニツジ〉を連れて逃とう避ひ行こうするなど、何のバックアップもない家出少年に過ぎない自分が貫かん徹てつできるわけがないと、勇路は経験から思い知っていた。

　そしてそれらの理由は、あの狂きよう人じんを勇ゆう路じの手で抹まつ殺さつするという選せん択たく肢しを選ぶのを、躊ちゆう躇ちよする理由にもなっている。

　くそっ……！

　延々夢ゆ見み子こを構う颯さつ姫きと、構われながら無表情な夢見子の姿を眺ながめながら、勇路はまた内心で、毒づいた。

　子守を押しつけられ、その子供を人ひと質じちにされるという馬鹿げた状況。

　どうすればいい？　勇路は仏ぶつ頂ちよう面づらで颯姫を見ながら、頭の中で足踏ぶみのような、一歩も進めない思考をずっと続けていたが、そのとき前触ぶれもなく、思考と時間と空気が、突とつ然ぜんまとめて切り裂さかれた。







『あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──────────っ!!』







　突然部屋の外から、幾いく人にんもの人間が上げた絶ぜつ叫きようをかき回したような、身の毛もよだつ叫さけびが聞こえたのだ。

「!?」

　ぎょっとして腰こしを浮かせた。颯姫が、さっ、と一いつ瞬しゆんにして驚おどろきと不安に塗ぬり潰つぶされた表情に変わって、勇路のいるドアの方へと、顔を向けた。

　夢見子を構うことで隠かくしていた心の中の不安が、一気に表に出ていた。

　勇路がよく知る瑞姫は、感情を内に隠かくすタイプだったため、こんなに露ろ骨こつな反応はしなかったが、根本的なところは同じだった。急激な環境の変化に晒さらされた時、〈食しよく害がい〉の〈血脈リニツジ〉の娘むすめは、普通に過ごしているように見えるが、そうすることで紛まぎらわそうとしているだけで、心の中は強きよう烈れつな不安で一いつ杯ぱいになっているのだ。

「……な……なに？」

　颯姫が夢見子の手を握にぎったまま、引き攣つったような声で言う。

「動くな。じっとしてろ」

　勇路はそんな颯姫に、片手で抑おさえるようなジェスチャーで指示をすると、自分は膝ひざ立だちで壁に張り付き、自分のシャツの襟えりから、安全ピンを引き千ち切ぎった。

　そして息を潜ひそめる。耳を澄すます。

　緊きん張ちようが部屋に張り詰つめる中、勇ゆう路じは外から遠く聞こえるドア越しの絶ぜつ叫きようと、自分の呼吸の音を聞きながら、ドアの外に注意を向ける。




「…………………………」




　やがて時間が経たつ。悲鳴は聞こえなくなる。

　だが緊張は続く。何が起こったのか分からないまま、警けい戒かいを続ける。

　さらに時間が経つ。

　無む為いに。

　延々と。

　何もないまま。そうしてやがて、もう危険はないと判断せざるを得なくなるほどの時間が過ぎると、勇路は警戒を解いて、しかし何があったのかを確かめようと、おもむろに立ち上がり、ドアを開けて廊ろう下かを覗のぞき込んだ。

「……！」

　人がいた。

　神狩屋が丁ちよう度ど、階段を上がって来たところだった。

　片腕うでのない神狩屋。その神狩屋は廊下に顔を出した勇路の姿を見つけると、笑みを浮かべて言った。

「ああ、勇路君、ちょっと来てくれないかい？」

「……ああ？」

　勇路は、反抗的に言った。

「さっきのは何だ？　何があった？」

「いいから」

　勇路は問い詰つめたが、神狩屋は意にも介かいさず、ただ勇路に向かって手て招まねきして、そのまま階段を降りて行く。







　　　　３




　──────




　ひどく、静かだった。

　朽くちて罅ひび割われ、風化したコンクリートの床ゆかが広がる、どこかノイズがかった、荒野のような世界。

　延々と広がった領土は、ただひたすら罅ひび割われ、うっすらと砂すな埃ぼこりが積もっている。

　延々と広がった世界は、ただひたすらに何もなく、ただ不毛で、荒れ果て、荒すさみ果てて、ただひたすらに、死の世界だった。

　ここは、『王国』だ。

　今や果ても見えなくなりつつあるほどに拡大し、今も広がりつつある、『王国』。

　ただ延々と、何もない、『王国』。その『王国』の真ん中で、セメント袋を積み上げた玉ぎよく座ざに、一人の白い『女王おんなのこ』が、深く俯うつむいて、座っている。




『────ごきげんよう、女王さま』




　王国に不意に風が吹き、玉座の前に、黒い『女王しようじよ』が立った。

　黒いドレスに、黒いリボンに、黒い長い髪かみ。彼女には玉座はなかったが、佇たたずむ彼女の頭は白い『女王』よりも高く、そして何よりもその口元に浮かんだ美しい笑みは、見下ろすほどに高こう慢まんだった。

「……だれ？」

　白い葉耶じよおうが、問うた。

『私は女王。自分の王国を燃やした、炎いたみの女王よ。やっとお話できたわね』

　黒い風乃じよおうは微笑ほほえんで答えた。その黒いドレスが、黒いリボンが、黒い長い髪が、風に煽あおられ炎ほのおのように揺ゆれた。

「……いらない」

　白い葉耶は、俯うつむいたまま、ぼそりと言った。

「蒼あお衣いちゃんじゃないニンゲンなんか、いらない。出てって」

　そんな葉耶の言葉を聞いて、黒い風乃は、くす、と笑った。

『それはできないわ。私は、この『王国』に閉じ込められているのだもの』

「……しらない」

　顔も上げずに、葉耶。

「わたし、とじこめてなんかない。出てって。ここはわたしと蒼衣ちゃんの『王国』なの。あなたなんか、しらない」

『いいえ。それはあなたが認めてないだけよ。あなたが〈アリス〉を閉じ込めようとした鳥籠かごが、この『王国』。でも鳥籠にだって、猫ねこを入れることはできるのよ』

　風乃は例たとえ話を混ぜたが、葉耶はよどみなく理解して、きっ、と視線を上げて、睨にらみつけて応じた。

「わたしは、たのんでない。かってに入った猫は、出ていって」

　そう、強い調子で。

　しかし風かぜ乃のは涼すずしい顔で、しかし意地悪く目を細めて言った。

『だから、無理なのよ、女王さま？』

　嘲あざけるように、そして、言い聞かせるように。

『〈アリス〉を逃がさないための鳥籠かごは、入口が小さすぎるわ。ぐちゃぐちゃに潰つぶさないと、猫ねこは出ていけない』

　そして婉えん曲きよくに、邪じや悪あくに笑う。

『そうでないなら、鳥籠を壊こわさないとね』

「！」

　葉は耶やの目が、物もの憂うげな拒きよ絶ぜつから敵意に変わった。

『どう思う？　女王さまとりかごさん？』

「……だったら、つぶれて。わたしと蒼衣ちゃんの『王国』から、ぐちゃぐちゃにつぶれて、出てって！」

　怒ど気きを含ませて、葉耶。

「わたしを、壊さないで！」

　強く、強く、葉耶は言った。

「かってに入ってきて、かってにまわりを囲んで、わたしを無む理り矢や理り変えようとしないで！　蒼衣ちゃんを────変えようと、しないで！」

　最後は叫さけびになる。それは幼い子供の、しかし子供に与えられた福ふく音いんとも言うべき、世界に対する無知を持たなかった子供が、唯一縋すがるものを奪うばわれまいとする魂たましいの底からの、敵意と怒いかりの叫びだった。

　そして、それを聞いた、瞬しゆん間かん。




　すっ、




　と風乃の表情から、抜けるように、笑みが消えた。

　途と端たん、風乃の纏まとう空気が、ぞ、と変質した。割れた硝子ガラスのように、刺とげ々とげしく美しく退廃的な無表情が笑みの奥から現れて、その瞬しゆん間かんに、蝕しよくのように空気が翳かげった。




「！」

『……やっぱり、あなた、私と似てるわ』




　そして風乃は、今までの嘲ちよう笑しようも邪じや悪あくも艶えん然ぜんも、何もかも幻まぼろしだったかのような冷ややかさで、ぽつりとそう言った。

『その精神性が世界に受け入れられない子供。そのことに気づいてしまった子供。気づいてしまったがゆえに、自分を世界に合わせることができなくなってしまった子供』

　冷たく、淡たん々たんとした言葉。それは笑いも情けも欠け落ちた声だったが、しかしひどく真しん摯しで、またその冷ややかさは、何故なぜだかひどく優しかった。

『あなたは幼おさなすぎて気づくことができなかったけど、私たちのような存在は、関わった人の魂たましいを捕らえるわ。嫌いやでも周りの人生を歪ゆがめるの。変わらないのは「死」だけ。でもあなたはそれに気づく前に、〈アリス〉という縋すがる相手を見つけてしまったわ。それは罪なのに。可哀かわい想そうな子』

「……！」

　見上げる葉は耶やの顔が強こわ張ばる。それは風かぜ乃のの突とつ然ぜんの豹ひよう変へんに対するものなのか、それとも風乃の言葉に対するものなのかは、外から見ただけでは窺うかがい知ることはできなかった。

『誰とも関わらずに死ぬべきだったわ。私も、あなたも』

　風乃は言う。

『私たちは鳥籠かご。出入りする猫ねこを壊こわして、潰つぶして、いつか自分が壊れるの。気づくのが遅かったわ。私は家族と自分を壊して妹に全すべてを背負わせた。あなたは母親の心を壊し、母親に体を壊されて、その姿を見た二人の少年少女に〈悪夢〉の種を植え付けた』

「…………」

『〈アリス〉も〈索さく引いんひき〉も、殺されて腐ふ敗はいしたあなたの「変質」を見たせいで、ずっと引きずってるわ。〈アリス〉はあなたの「変質」を自分のせいだと思い、〈索引ひき〉はこっそり童話を読んでくれたお姉ねえさんの「変質」を、童話と関連づけた。そしてあなたから生まれた二つの「変質」への恐きよう怖ふは、今は私を捕らえている。「変質」と「破は滅めつ」の〈悪夢〉で、脅おびやかしている』

　そう、風乃が言うと、葉耶が蒼そう白はくな顔で口を開き、言葉を絞しぼり出すようにして言った。

「あなたも……わたしを、責めるの？」

　恐怖と絶望と、怒いかりと悲しみを含んだ問いだった。

「みんなわたしを責めるよ。わたしは何もしてないのに。わたしでいることが、悪いの？　わたしがいることが、悪いの？」

　葉耶の短い生しよう涯がいの全すべてに通つう底ていする、理り不ふ尽じんへの問い。

　だがそれに対しての、風乃の答えは。




『────そうよ、残念だけど。あなたも私も、その存在が、罪だわ』




　あまりにも残ざん酷こくで真しん摯しだった。二人の『女王』の間に、沈ちん黙もくが降りた。

「………………！」

　葉耶は絶句していた。言葉もない少女の顔からは、表情が消えていた。

　そこには絶望があった。悲しみがあった。しかし怒りや恨うらみはなく、不可解なことに、どこか安あん堵どのようなものがあった。

「……ありがとう。誰もそれを、言わなかったよ」

　そして沈ちん黙もくの後、葉は耶やは寂さびしそうに、ぽつりと言った。

「さいしょからそう言ってくれれば、迷いも苦しみもしなかったのに。何をしても、何を言っても責められて、答えなんか最初からないのに、どうしてなのか、どうすればいいのか、考えて、考えて、考えて、苦しんで生きることもなかったのに」

『そうね。正しい世界は、卑ひ怯きようね』

「ほんの少しの期待も、しなかったのに」

『……』

「だれにも縋すがろうなんて、思わなかったのに」

　そう言って俯うつむいた葉耶を、風かぜ乃のは無表情な美び貌ぼうで見下ろし、言った。

『私たち、生きているうちに会えたらよかったわね。どうやっても、無理だけれど』

　そして。




『……まあそれでも、もしも「その時」になったら、一いつ緒しよに消えてあげるわ。どうせ私は逃げられないのだし、死者の欠片かけら同士の心中なんて、無意味にも程があるけど、無意味と言えど極きよく致ちには、何かの真理があるかもしれないわね』




　風乃はそう言って、目の前の玉ぎよく座ざと女王に背を向け、この虚うつろな『王国』の、何もない空を仰あおいだ。




　　　　†




　……




　目が覚めた。

　夢を見ていた。




　奇き妙みような夢だった。

　白い少女と黒い少女が、朽くちた世界で、話をしている夢。




　酷ひどく寂さびしい、しかし何故なぜだか、懐なつかしい感覚。

　衣装を着て鏡を見た時に、時折感じことがある、あの形容しがたい、その内に冷たい嫌けん悪おを含んだ、懐なつかしさ。




「……」




　そしてその寝起きのぼんやりとした感覚の中、身動きをしようとしたその瞬しゆん間かん、自分の手が後ろ手に固定されているのに気づいて、時とき槻つき雪ゆき乃のは夢うつつから急速に覚かく醒せいした。

「！」

　うっすらと開いていた目が、今度こそ開く。そんな雪乃の目に映ったのは、通路のように狭せまい見たことのない部屋で、左右両面にクローゼットの扉とびらが並んでいる、衣装部屋と思われる部屋だった。

　雪乃はその部屋の真ん中で、椅い子すに座らされ、縛しばられていた。

　布で猿さる轡ぐつわをされ、両手は背もたれに後ろ手に回されて、手首と足首と胴どう体たいが、それぞれ針金でぐるぐる巻きにされていた。

「く……!!」

　手首に針金が食い込む痛みと、腕うでの内側の肉をびっしりと刻んだ傷と、熱っぽい痛み。

　自分の状況を把は握あくすると、ようやく記き憶おくがはっきりとしてきて、雪乃は思わず歯嚙がみして、呪のろいの呻うめきを漏もらす。

　雪乃は、神か狩がり屋やに捕らえられたのだ。

　これ以上の無ぶ様ざまを晒さらして、蒼あお衣いへの駆かけ引きの材料などにされるのは御ご免めんだと、自分の首を搔かき切ろうとしたのだが、首にカッターを突つき刺さした直後、全身が黒焦こげになった神狩屋が視し覚かくを取り戻もどし、鳩尾みぞおちを蹴けられたのだ。

　呻うめいて崩くずれ落ち、最後に憶おぼえているのは、削けずり取った黒焦げの顔面から露ろ出しゆつした神狩屋の赤い肉と、焦げた肉の欠片かけらがへばりついた二つの眼球。

　布を嚙かまされた口の中に血の味がするが、それが自分の血なのか、それとも神狩屋に血を飲まされたのか、この状態では正確な判断はできない。

　ただ、首筋すじにあるはずの刺さし傷の痛みも、〈断だん章しよう〉で開いた両腕の傷も、想定ほどの痛みはない気がした。

　おそらくは治ち療りようされたのだろう。雪乃はそれだけ判断すると、この状態をどうにかできないかと足あ搔がいたが、ただ針金が食い込むばかりで、抜け出ることはおろか、椅い子すごと倒れるほどの力も、体には残っていなかった。

　そうして雪乃が、どうにもならないこの現状への怒いかりを、内心で吐はいた時。




「！」




　目の前のドアの外に、足音が聞こえたかと思うと、がちゃ、と突とつ然ぜんドアが開いて、シャツの襟えりと袖そでに安全ピンをつけた目つきの悪い少年が、部屋に入って来た。

「…………っ!!」

「しっ！　静かにしろ！」

　憎ぞう悪おを込めて睨にらみつけ、藻も搔がく雪ゆき乃のに、勇ゆう路じは鋭するどく言った。そして床ゆかに、針金の束と共に放置してあったペンチを拾い上げると、雪乃を拘こう束そくする針金を、まず胴どう体たいから、急いだ様子で切断し始めた。

「!?」

　わけも分からず、雪乃は拘束を解かれてゆく。

　手首が自由になった段階で、雪乃は口に嚙かまされた猿さる轡ぐつわを引き下ろし、脚あしの針金を切り始めた勇路に、刺とげ々とげしく問いかけた。

「何でここに？　何のつもり!?」

　その問いに、勇路は苛いら立だたしげに答えた。

「うるせえ、助けてやるから、静かにしてろ！　元々無む理り矢や理り押しつけられてただけだがな、これ以上あのキチガイには付き合えねえ！」

　切断した針金を雪乃の足から引き剝はがしてから、勇路は立ち上がり、そしてドアの方へと戻もどりながら、吐はき捨てるように言った。

「あの野や郎ろう────神か狩がり屋やの野郎、自分が殺されるまで、お前らの知り合いの〈保持者〉を全員順番に〈異い形ぎよう〉に変える気だぞ!?」

「！」

　自分の腕うでに巻き付いた包帯と針金の混合物を剝がしていた雪乃は、それを聞いて、思わず勇路を見た。

「本当に？」

「ああ、さっきもお前らの知り合いらしい、どっかの〈ロッジ〉の兄にいちゃんと姉ねえちゃんを呼び出して捕まえてたぞ」

「……そう」

「奴やつは本気だ。もう何人も、無関係の奴で人を〈異形〉にする実験をしてやがる。オレも協力しないと、瑞みず姫きの……姉ちゃんの、颯さつ姫きだったか？　あいつをオレの目の前で、〈異形〉に変えてやるそうだ。使いっ走りになれば、オレもあいつも助けてやるとよ。誰が信じるか。用済みになったらどうなるか、もう今から目に見えるぜ」

　勇路は苦にが々にがしげに言う。そして言いながらドアを開けると、廊下から、二人の少女を部屋の中に引き入れた。

「……颯姫ちゃん……」

「雪乃さん！」

　颯さつ姫きと、夢ゆ見み子こ。颯姫は状況を理解しているのかいないのか、ぱっと笑顔になる。

　夢見子は、無表情のまま。だが最後に雪ゆき乃のが見た時よりも、顔色が悪く、また心なしか、やつれて見えた。

　二人を部屋に入れた勇ゆう路じは、ポケットから、カッターナイフを出す。

　投げてよこしたので反射的に受け取る。赤い柄えの、隙すき間まに血が入り込んで乾かわいてこびりついた、雪乃のカッターナイフだった。

「！」

「〈雪の女王〉、あんた、こいつら連れて逃げろ」

　そして勇路は、それだけすると閉めたドアに手をかけたまま、言った。

「……面めん倒どうを押しつけてくれたものね」

「オレには無理なんだよ。金も帰るところもねえのに、こいつら連れて逃げられねえよ」

　雪乃が言うと、勇路は苦にが々にがしげに答えた。

「こいつらまで死なせたら、オレはまた許されなくなる」

　そう吐はき捨てる、勇路。

　雪乃は厳しい表情をどこか複雑に歪ゆがめて、勇路を見み据すえて、勇路に問う。

「これからどうするの？」

「捕まった二人を助ける」

　勇路は答えた。

「〈騎士〉として、やるべきことをやる」

「……そう」

　雪乃は、一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんしてから、頷うなずいて、答えた。

「分かったわ。先せん陣じんは、譲ゆずってあげる」

「…………恩に着る」

「でも、すぐ戻もどって来るわ。もう放置できない。時間を与えれば与えるだけ、神か狩がり屋やさんは被害者を増やす。無理だろうが何だろうが、ここで刺さし違える気でやるわ」

「ああ」

　頷く勇路。この少年から、こんな素直な反応は初めて見た気がした。だが雪乃はあえて何も言わずに、自分の傷と体調と精神状態を確認しながら、必要な情報を勇路に訊たずねた。

「……いま、時間は？」

「昼過ぎだ」

「そう……寝坊したみたいね。捕まった二人は、無事？」

「多分な。地下室に閉じ込められてる。いま神狩屋のヤツは〈目覚めのアリス〉を食らって消しよう耗もうしてる。朝にはもうほとんど限界で、眠ねむっちまった。寝てる部屋のドアを開けても目を覚まさねえ。チャンスは今しかない」

「なるほどね」

　雪ゆき乃のは頷うなずく。

「姉ねえさん、いる？」

　それから雪乃は、虚こ空くうに語りかけた。

『いるわ』

　亡ぼう霊れいの声が答えた。雪乃の斜ななめ背後に影が立つ。その影に、雪乃は訊たずねる。

「私の〈断だん章しよう〉は、あとどれくらい保つの？」

『さあ？』

　風乃は笑って言う。

『でも、あと一度だけ、私の火を使うくらいには、白い女王の呪のろいを宥なだめてあげるわ。不発だけはさせない。でもその後は、転げ落ちるだけ』

「十分だわ」

　頷く。そして、その風乃の答えから、自分が見た夢が単なる夢ではなかったのだということを、一人、心の中で確信する。

「……準備は終わったわ」

　雪乃は、勇ゆう路じに言った。

「わかった」

　勇路は、頷いた。

「じゃあ、始めるぜ」

　そうして勇路が、ドアを開けた時。







　目。







　勇路がドアを開けた瞬しゆん間かん、まだほとんど開いていないドアの隙すき間まの向こうに、すでにこちらを見下ろす見開いた目があって──────その凄すさまじいまでの、虚うつろな悪意と狂きよう気きに満ちた目と目が合ってしまった瞬間、ぞわ、と一いつ瞬しゆんにして全身に悪お寒かんが駆かけ上がり、そして凍こおりついた空気が一瞬にして破は裂れつするように混乱に変わった。

「!!」

　修しゆ羅ら場ばになった。ものの一瞬のことだった。

「〈自由を奪うばうモノは檻おりに〉!!」

　瞬しゆん時じに反応した勇路が叫さけび、襟えりから毟むしり取った安全ピンを突つき刺さした瞬間、ぶちぶちぶち、と肉を引き千ち切ぎる、生なま々なましい音が響ひびき渡った。血が飛び散り、ドアの枠わくにかかっていた神か狩がり屋やの手が、無数の『針』によって内側から膨ふくれ上がる。一いつ瞬しゆんにして上半身の半なかばが変形し、顎あごまでが『針』の詰つまった血袋に代わり、圧迫されて頸くびを傾かたむかせながら、しかし神か狩がり屋やは全くの無表情のまま縫ぬい付けられた手を引き千ち切ぎって、もはや手の形をしていない無数の『針』を生はやした肉の塊かたまりで、勇ゆう路じの顔面を殴なぐりつけた。

「ぐあ!!」

　顔を、目を、『針』が抉えぐり、勇路がたまらずにうずくまる。直後、雪ゆき乃のがすぐさま前に踏ふみ込んで、身を低くして渾こん身しんの力を込めて飛び出し、肩かたから神狩屋に体当たりした。上半身の肉の中に『針』を詰つめ込まれ、頭が傾き、片腕うでもない神狩屋はバランスを崩くずして、雪乃に押し倒され、ドアの向こう側に吹き飛んで倒れた。

「颯さつ姫きちゃん、逃げなさい!!」

「………………!?」

　雪乃は叫さけんだが、颯姫は目を見開いて、部屋の中に立ち尽つくしていた。

　身動きもできない。それを見て取った雪乃は舌した打うちして身を起こし、急いでドアを閉じて、守るように背にした。

　床ゆかに倒れた神狩屋の肉の中に残留した無数の『針』が、水に入れた砂糖細ざい工くのように、みるみる解けて消えてゆく。それと同時に神狩屋の肉が、みるみるうちに修復して、神狩屋は寝そべったまま血の塊かたまりを喉のどから吐はき出して、その口に荒すさんだ笑みを浮かべる。

「……思ったよりも、元気そうだね」

　神狩屋は、言った。

　だが雪乃は聞く耳を持たなかった。猶ゆう予よはなかった。

「姉ねえさん!!」

　雪乃は叫さけぶ。

　風かぜ乃のが応こたえた。

『〈愚おろかで愛いとしい私の妹。その身と心とその苦痛を、全すべて私に差し出してくれる？〉』

「〈あげるわ〉!!」

　渾こん身しんの、絞しぼり上げるような殺意と思いを込めて。

　叫さけんだ瞬しゆん間かん──────目の前の血ち塗まみれの口が開き、その致命的な言葉を口にした。







「で────そんなふうに、きみの家族は燃えたのかい？」

「っ!!」







　ぞ、とその瞬間、冷たい手で心臓を摑つかまれた。

　目を見開いた。鳥肌はだが立った。それを聞いた瞬しゆん間かん、雪ゆき乃のが辛かろうじて保っていた自制の糸が、心の中で、ぶっつりと切れた。

　その言葉を皮切りに、ずっと意識の底で重ねないように抑制していた、今まで焼き殺してきたニンゲンと両親の死とが、完全に重なって頭の中にフラッシュバックした。蘇よみがえる記き憶おく。灯油の臭においの中炎えん上じようする部屋。その中で、切断されて転がる両親の首が炎ほのおに包まれて、髪かみの毛の燃える臭においが広がったあの瞬間の光景が、一いつ瞬しゆん周囲に、ありありと蘇った。

　焦こげた皮ひ膚ふ。目も、耳も、鼻も、唇くちびるも燃え落ちた黒焦こげの頭部。

　ただ『敵』として思い込んでいた記憶の中のそれが、この瞬間に一気に蘇って、そして紛まぎれもない『人間』のものとして、突とつ然ぜん生なま々なましい実感のあるものに変わった。

　そう、変わってしまった。変わってしまった認識。途と端たん、心の中で今まで押し込めていた〈悪夢〉が、火のついた気体のように拡ひろがって、心の中を一いつ斉せいに焼き尽つくした。炎ほのおと死の恐きよう怖ふが心を塗ぬり潰つぶして、自分の感情を、どうすればいいのか、その一瞬、分からなくなった。

　触さわり方の分からなくなった感情が、心の中で、迷走を始めた。

「あ────」

　迷走した心が、制せい御ぎよを受けつけなくなり、胸が、苦痛に絞しぼり上げられた。

『雪乃！』

　鋭するどい風かぜ乃のの警告。だがその時には何もかも遅く、雪乃の服の袖そでが、裾すそが、周りの床ゆかが、突然音もなく、一いつ斉せいに発火した。

「あっ……」

　マッチの火が蠟ろう燭そくに燃え移るように優しく、しかし比べものにならないほど大きく、服のあちこちが唐とう突とつに火に包まれた。感情が、情動がついていかず、心が戸と惑まどうばかりで、何もできなかった。何も思いつかなかった。

　火に包まれて、ぽかんとした表情で、自分を取り巻く火を見ていた。

　心から、すとん、と力が抜け落ちていた。その空くう洞どうから形のない〈悪夢〉が、後から後から湧わき出して、次々と火に変わり、雪乃と、雪乃の周りの物に次々と燃え移って、炎を上げて、拡がっていった。




　あ……




　終わったんだ、と雪乃の中の空からっぽが、思った。

　めらめらと自分を包む炎を見ながら、ただ心の中には、空っぽの諦てい観かんだけがあった。

　……死ぬんだ、私。

　そう思った。

　揺ゆらめく炎の色の諦てい観かん。お父とうさんとお母かあさんが死んでから、ずっと、ずっと、何か自分でも分からない何かを贖あがなうための復ふく讐しゆうに身を投じて、戦い続けて、それがここで終わるのだ。

『………………』

　風かぜ乃のの亡ぼう霊れいが、ひどく複雑な、しかしひどく優しい表情で、雪ゆき乃のを見ていた。

　雪乃は、その視線を受けながら、滑すべり落ちるように、




　すとん、




　と、

　膝ひざをついた。

　…………







　────その時だった。







「雪乃さんっ!!」







　蒼衣が、そこにいた。

　倒れかけた雪乃の体を、火の海になった廊ろう下かを突つっ切って駆かけ寄った蒼衣が、発火した服も構わずに抱だき止めた。諦観の中に意識を手放しかけていた雪乃は、呼びかけられ、支えられた瞬しゆん間かんに、はっ、と正気を取り戻もどし、慌あわてて顔を上げた。

「……白しら野の君!?」

「うん。……うん」

　思わず名を呼ぶ雪乃。蒼衣は頷うなずいた。

　雪乃を包み、床ゆかを、壁を、ドアを焼く炎ほのおの、その真まっ只ただ中なか。確実に必死だったが、どこか吞のん気きにも聞こえるその蒼衣の答えを聞いた途と端たん、雪乃の中に湧わき上がったのは、大量の感情がないまぜになった、ぐしゃぐしゃの腹立たしさだった。




　どうして。

　どうして。こいつは。




　思った。




　こいつは、どうして肝心な時に、私の心に踏み込んで来るのだろう。




　肩かたを支える蒼あお衣いの腕うでを感じながら思った。涙なみだが出そうになった。

　悔くやし涙に近かった。だがその感覚は、必ずしも不快なものではなかった。

「…………離はなして。火傷やけどするわ」

　雪ゆき乃のは俯うつむいて、言った。

　支える蒼あお衣いの腕うでのシャツが、ズボンの裾すそが、煙けむりを上げ始めている。だが蒼衣は、それに対して火と熱に炙あぶられながら、微かすかに微笑ほほえみを作って言った。

「やだ」

「…………殺すわよ……！」

　冗じよう談だんではなかった。

　このままでは本当に冗談では済まなくなる。雪乃は必死で、一度は手放してしまった自分の心を、必死でかき集める。

　これ以上の無ぶ様ざまは見せたくないと、歯を食いしばる。心の中に溢あふれかえった恐きよう怖ふを、そして絶望を、それから過去の記き憶おくを、必死になって追い出して、拡ひろがった〈悪夢〉を心の深しん淵えんへと鎮しずめ、引きずり戻もどす。

　そして胸の中にあった〈悪夢〉の密度が落ちた瞬しゆん間かん、コンロの火を消したように、周り中に広がっていた火が、一いつ斉せいに消え失うせた。蒼衣に支えられながら、肩で息をする雪乃。

「……よかった」

　蒼衣が安あん堵どの息を吐ついて、笑った。

『やっぱり、あなたはいい子ね、〈アリス〉。褒ほめてあげる』

　風乃が笑う。二人の笑みが、何だか腹立たしかった。

　腹立たしくて、雪乃の口元が微かすかに笑う。それを見られないように、俯うつむいたまま、雪乃は蒼衣の腕を、ゆっくりと振りほどいた。

「……」

　神か狩がり屋やが、そんな二人を前に、立ち上がった。

　襟えり周りが破れたシャツと、ベストを直しもせずに、落ちて割れた眼鏡めがねを拾ってかけると、二人に向き直った。

「……白しら野の君、どうやって、ここが？」

　そして神狩屋は、不思議そうに訊たずねる。

「当てずっぽう、というわけではないだろう？」

「……」

　蒼衣は雪乃を庇かばうように一歩前に立つと、表情を固めて、神狩屋を正面から見み据すえた。

「……お店の焼け跡あとで、入いり谷やさんに会いました」

　そして蒼あお衣いは、言った。

「千ち切ぎれかけた片足から、たくさんの人間の一部と魚が混ざったものが生えて……体が半分覆おおわれて、変形してました」

「ああ、うん。僕ぼくがやった。おかしいな。君が殺してくれると思ったんだけど」

　神か狩がり屋やは、あっさりと答える。

「まだなのかい？　可哀かわい想そうだと思うんだけどね」

「！」

　その神狩屋の言いように、蒼衣はショックを受けた表情になる。だが神狩屋はそんなことには構いもせずに、ふむ、と顎あごに手をやって、考える。

「まあそれはそれとして、入いり谷や君に聞いたわけじゃないだろう？　知らないはずだ」

　首を傾かしげる。

　蒼衣は、その飄ひよう々ひようとした悪意に、僅わずかに辛つらそうに表情を歪ゆがめる。

「入谷さんの、〈断だん章しよう〉に教えてもらったんです」

「〈断章〉？」

「僕ぼくは、他ほかの人の〈断章〉が抱かかえる『亡ぼう霊れい』が見えます。神狩屋さんを追いかける、入谷さんの家族の亡霊が……ずっと立って、ここに案内してくれました」

　蒼衣は言った。神狩屋はそれを聞いた途と端たん、若白髪しらが混まじりの頭をかき上げて、がしがしとかき回した。

「………………なるほど。それは盲もう点てんだった」

　そして神狩屋は、くっくっと笑った。

　暗い、しかし楽しそうな笑いだった。

　まともな人間のものではない、笑い。

　狂きよう人じんの笑い。それを見る蒼衣の表情は、大きな怖おそれと小さな怒いかり、それから僅わずかな、哀あわれみだった。

「……神狩屋さん。聞きたいことが、あるんですが」

　蒼衣は、言った。

　神狩屋は、笑いをゆっくりと引っ込めると、顔を上げた。そうした神狩屋の表情は、あまりにもかつての通りの穏おだやかなものだった。

「何だい？」

「神狩屋さんは────この『白しら雪ゆき姫ひめ』を、どんな話だと思ったんです？」

「うん、いい質問だね」

　神狩屋は、頷うなずく。

「告白するとね、僕はこの〈泡ほう禍か〉を、正確に解かい釈しやくするのは放ほう棄きしているんだ。何しろ僕の今回の目的は〈泡禍〉の分ぶん析せきじゃなく、〈泡禍〉の中に入り込むことなんだからね」

　そして両手を広げる。いや、だらりと垂たれ下がった片袖そでの中に腕うでがあれば、両手を広げて見せただろう身振り。

「……入り込む？」

「そう、発生したばかりの『童話』クラスの〈泡禍〉の中に飛び込んで自ら『配役』を演じることで、その『配役』に収まることができるんじゃないかと、僕ぼくは仮説として以前から考えてたんだ」

　眉まゆを寄せた蒼あお衣いに、神か狩がり屋やは答えた。

「それを今回実行したんだ。だから先入観はかえって邪じや魔まなんだよ」

「……」

「僕が知っていたのは、白しら野の君と夢ゆ見み子こ君の〈断だん章しよう〉が同じ〈泡禍〉を元にしている可能性が高かったということ。それから夢見子君の〈断章〉の暴発が夢見子君の家族を溶よう解かいさせ死に至らしめた可能性が高いということだ。そして、僕らが発見するまで、溶解した夢見子君の母親が延々と『白しら雪ゆき姫ひめ』を声ならぬ声で、読んで聞かせていたということ。

　僕はいつか、夢見子君の〈断章〉が、『白雪姫』にまつわる大きな事故を起こすだろうと、ほとんど確信していたんだよ。だから────




　だから僕は、それを早めるために夢見子君を何度もこの家の前に連れてきた。




　僕が生まれたばかりの『白雪姫』の、継母になるためにね。だからね、白野君。この物語に関しては、むしろ逆なんだ。君の方が僕に訊たずねるんじゃなくてね、僕の方が君に、聞きたいことがあるんだよ」

　そこまで言うと神狩屋は、自分の胸に手を当てて、表情を硬かたくする蒼衣に、身を乗り出さんばかりにして訊たずねた。




「僕は────うまく『お妃』の役を、こなせているかい？」




　神狩屋の問いかけ。

　その問いを聞き笑みを見た雪ゆき乃のは、完全に正気とは思えない人間を見る目で、神狩屋を睨にらみつけた。

「狂くるってるわ……」

　呟つぶやく雪乃。そしてそれを聞く蒼衣は、無言だった。

　無言のまま、重い表情で、神狩屋を見て、そしてやがて重そうに口をひらいた。

「だから────毒りんごを？」

　蒼衣は、問いかけた。

「そうだよ」

　神か狩がり屋やは、答えた。

「『お妃きさき』として、最後に殺されるために？」

「そうだよ」

「そのために、入いり谷やさんをあんな風にした？」

「そうだ」

　神狩屋は、認める。

　蒼あお衣いは一いつ拍ぱく置いた。

　そしてその一拍のあと、蒼衣は、問いかけた。




「そのために────父とうさんと母かあさんを、あんな〈異い形ぎよう〉にしたんですか!?」

「その通りだよ、白しら野の君」




　今まで聞いたこともない、悲ひ嘆たんと憤ふん怒ぬに声を荒げた蒼衣の問いだった。そして神狩屋は、今まで何度も聞いた、あまりにも今まで通りの答えを、そんな蒼衣に向けて返した。

「……っ!!」

　そのやり取りに、雪ゆき乃のは衝しよう撃げきを受けた。

　衝撃を受け、次の瞬しゆん間かんには、激げつ高こうした。

「神狩屋さん!!　あなた……!!」

　だがそう叫さけんで身を乗り出しかけた雪乃を、蒼衣の手が止めた。蒼衣は、雪乃を腕うでで庇かばうように押しとどめながら、じっと俯うつむいていたが、やがて決然と顔を上げて神狩屋に向けて言葉を放った。

「神狩屋さん。残念ですけど、もう『お妃』は決まっています」

　ぴた、と。その言葉を聞いた神狩屋の表情が、文字通り、止まった。

　まるで、そういう機能のスイッチを切ったかのように、表情を止めた神狩屋。神狩屋は、そのまま口を動かして、感情のない声で、蒼衣に訊たずねる。

「どういうことだい？」

「そのままの意味です」

　蒼衣は、言った。

「この『白しら雪ゆき姫ひめ』の〈泡ほう禍か〉は発生したんじゃありません。もう何年もずっと続いていて、そしてもう、ある意味では終わってるんです。もう『お妃』の『配役』は、最初から決まってたんです。神狩屋さんが割り込む暇ひまは、最初からなかったんです」

　淡たん々たんと、しかし強く、叩たたきつけるように、蒼衣は言った。

「下の部屋の布ふ団とんにいる、白骨死体が『お妃』です」

　蒼あお衣いは、階段を指差した。

「あれはお祖母ばあさんじゃなくて、葉は耶やちゃんのお母かあさんで、ここでずっとお婆ばあさんのふりをして周囲の目を誤ご魔ま化かしながら、葉耶ちゃんという『白しら雪ゆき姫ひめ』を殺し続けてたんです。六年間、葉耶ちゃんを埋うめた穴の中で、生き返る葉耶ちゃんの首を絞しめてたんです。死んだ後の年数分人形を供そなえて、それでも生き返ってくる葉耶ちゃんの死体を、ずっと殺し続けたんです。それが僕ぼくと夢ゆ見み子こちゃんの〈断だん章しよう〉の元になった、『白雪姫』の〈泡ほう禍か〉です。

　小こ人びとは、蛆うじ虫むしだとファイルに書いてありましたね。蛆に集たかられた葉耶ちゃんの死体は、多分間違いなく『小人』に見守られた『白雪姫』でしょう。『お妃きさき』であるお母さんは、葉耶ちゃんを殺しました。そしてガレージに埋うめた後、葉耶ちゃんが生き返ってくる悪夢に苛さいなまれて、そこに〈泡禍〉が浮かんで、とうとう本当に蘇よみがえった葉耶ちゃんを土から掘り起こして、殺し直さなきゃいけなくなったんです。

　僕と夢見子ちゃんが見たのは、それです。それで死体が見つかって、葉耶ちゃんのお母さんは逮たい捕ほされましたが、執しつ行こう猶ゆう予よがついて家に戻もどってからも、〈悪夢〉が続きました。葉耶ちゃんを埋めた空からっぽの穴から、葉耶ちゃんが生き返ってくる。葉耶ちゃんのお母さんは、それからずっと自分のことを祖そ母ぼだと名乗ってひっそりと暮らしながら、何度殺しても生き返ってくる葉耶ちゃんを殺し続けていたんです。

　多分、葉耶ちゃんのお母さんはその〈泡禍〉に苦しめられながら、七つめの人形を供そなえられずに、病気か何かで誰にも知られずに死んだんでしょう。でもこの家に染みついた〈悪夢〉が、あるじを失ってから後も、おなじことを繰くり返してた。それがたまたま、〈泡禍〉の係けい累るいに当たる〈断章〉を持った僕や夢見子ちゃんに反応して、呼び水みたいに全部が活性化した。それだけなんです。神か狩がり屋やさんが縋すがったのは、ただそれだけのものなんですよ！」

　蒼衣は淡たん々たんと、淡々と言いつのる。それは決して荒げた言葉ではなかったが、蒼衣が今までの人生でほとんど口にしたことのない、他人を攻こう撃げきするための言葉で────そして最後に葉耶へ投げつけて以来、一度として口にしたことがないはずの、蒼衣の中でただ一つの絶対の禁きん忌きである、他人を突つき放すための言葉だった。

「神狩屋さんは、『白雪姫』とは何も関係なく、ただみんなを犠ぎ牲せいにしただけです」

　目の前の、神狩屋を見み据すえ。

「入いり谷やさんを、笑え美みさんを、リカさんを、大おお隅すみさんを────僕の父とうさんを、母かあさんを、犠牲にしただけです」

　声を、肩かたを震ふるわせて。

「神狩屋さんは、ほんとにこんなことをしたかったんですか!?」

　蒼衣はとうとう、叫さけぶ。

「みんな死なせて、恐おそろしい姿に変えて────どう思ってるんですか!?　何とも思ってないんですか!?　教えて下さいよ!!」

　拳こぶしを震ふるわせて叫ぶ。目の前の神か狩がり屋やに向けて、あらん限りの感情と声を吐はき出して、渾こん身しんの力で叩たたきつけた。

「とても残念だよ」

「……っ!!」

　神狩屋が答えた。蒼あお衣いが歯は嚙がみした。

　怒いかりに、悲しみと絶望を混じらせた、歯嚙みだった。

　もはや神狩屋は、雪ゆき乃のや蒼あお衣いが知る神狩屋ではなかった。いや、そんな人間は、実は最初から、どこにもいなかった。

「……入いり谷やさんから、伝言があります」

　蒼衣は胸の底から出すような抑おさえた声で、言った。

「何だい？」

「くたばれ、と。それから……すまない、と」

「……」

　神狩屋の表情が少しだけ動いた気がしたが、神狩屋はそれから困こん惑わくした表情になって、小さく溜ため息いきをついて、言った。

「……それに対して何かを思う心も、死んでしまったのか、僕ぼくは」

「…………」

　ぽつりと、神狩屋。

　それを聞いた蒼衣は、肩かたを落とし、それでも顔を上げて、神狩屋に言った。

「僕、入谷さんと約束しました。神狩屋さんを、楽にしてやってくれと」

「……」

　神狩屋は、喜びもせず、何も言わなかった。

「入谷さんは、苦しそうでした。本心は今すぐ殺して欲しいと言ってました。でも、僕をここに案内するために、まだ生きてます」

「……そうかい」

「僕は、怒おこってます」

「……」

「本当は神狩屋さんの望むようになんか、したくない。こんなことを思ったのは、多分初めてです。人に嫌きらわれたくない、僕が」

「……」

「でも、神狩屋さんを殺さないと、入谷さんも救えない。だからせめて最後に、神狩屋さんの本当の気持ちを、聞いておきたかった。それだけです」

　怒おこったように、諦あきらめたように、拗すねたように、最後に蒼衣はそれだけ言いたかったことを言い捨てて、口元を引き結んだ。

「本当の気持ちか……」

　神か狩がり屋やは、ぽつりと言った。

「本当の僕ぼくは、どんなだったのかな。遠い昔のことだ。もう、思い出せない」

「……」

　蒼あお衣いは、口を開いた。




「……〈本当の君は、何だ？〉」




「本当の、僕……？」




「〈君の好きにすればいい。君の本当の形は、君しか知らない〉」




「僕の、本当の形。彼女が死ぬ前の僕は、どんな僕だった？」




「〈誰も君の形を、縛しばってなんかない〉」




「……思い出せない。もう、思い出せないんだ」




「〈────変われ〉」




「…………」




「〈変われ〉!!」




「………………………………………………志し弦づる…………」




　ぽつり、と、小さく聞こえた。

　ぱしゃ、と、潮しおの匂においがした。
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　　　終章　　アリスの目醒め







「シラノー、お帰り!!」

「…………え？　お帰り？　何で？」

「ああ、それは敷しき島しま語だ、白しら野の。翻ほん訳やくすると『宿題を写させてくれる白野と夏休み中は会えなかった。知的搾さく取しゆの日々が帰ってきた、万ばん歳ざい！』という意味だ」

「ひ、人聞きの悪いこと言うな！　佐さ和わ野の！」

「違うのか？」

「当たり前だ！」

「じゃあ宿題は写す必要はないそうだ」

「……」

「……」

「あのさ、シラノ、写させてくれない？」

「…………はは……」




　　　　†




　そう広くもない路地で、逃げ去るようにエンジンを吹かして走るタクシーとすれ違った。

　曇り空でもなお色濃こい夏の匂においと、排はいガスの臭におい。蒼あお衣いと雪ゆき乃のが、そのまま進んで待ち合わせ場所に向かうと、指定のバス停に、大型の旅行鞄かばんを傍かたわらに置いた女性が立っていた。

　茶に染めたウェーブがかった髪かみと、サングラス。ファッション誌に載のっていても違和感のない美人だが、奇き妙みようなほどに存在感が薄うすく印象に残らない彼女は、蒼衣たちを見つけると、その口元に微び笑しようを浮かべて二人を迎えた。

「久しぶりね」

　そう言って、〈名無しアノニマス〉は、サングラスを外す。

「はい。あの……さっきのタクシーに？」

「ええ」

　蒼衣の問いに、くす、と悪戯いたずらっぽく笑う〈名無し〉。

　苦笑する蒼衣に、〈名無し〉は目を細めると、サングラスを胸ポケットに引っかける。そして目礼以上の挨あい拶さつはしない雪乃にも目を向けて頷うなずくと、案内するよう蒼衣たちを促うながして、三人は歩き始める。




「……」




　あの酷ひどい事件が終わって、二週間ほどが経たとうとしていた。

　首しゆ謀ぼう者しやである神か狩がり屋やが斃たおれ、〈目め醒ざめのアリス〉によって全すべての〈異い形ぎよう〉は無に還かえったが、しかしだからといって事件は終息したわけではなく、二週間を経た今も蒼あお衣いたちは、事件の後始末のために地道な活動を続けていた。

　神狩屋の起こしたこの事件は、〈ロッジ〉が起こした『事故』の規模としては、決して空前というわけではないと言う。だがそれでも、歯が抜けたようにあちこち被害が散らばり、無関係な部外者の犠ぎ牲せいも多かったので、死体も残さず消えてしまった被害者が何人いて、どこの誰なのかを調べなければ後始末もできないといった有様で、蒼衣と雪ゆき乃のは治ち療りようと休養が終わってからというもの、地道に新聞や警察情報から行方ゆくえ不明者の情報を探して、神狩屋の『実験』の被害者でないか調べて、必要なら対たい処しよするということを続けていた。

　今日きようは、それによって判明した被害者の『存在情報』を、〈名無しアノニマス〉の〈断だん章しよう〉によって消去するための待ち合わせだった。

　その用件のために、〈名無し〉に来てもらうのは二度目になる。おそらくはこれから、長ければ年単位で、定期的に続けなければならないだろう。

　何しろ、一かず真またちと勇ゆう路じが地下室で見た被害者の数を少なく見積もっても、判明した被害者と思われる人物の数は半分にも満たないのだ。

　今日はそのうちの、新たに分かった影響が大きそうな一人を、〈名無し〉が処しよ理りする。

　それからもう一人、部外者ではない人間の中から────三み木き目め医師の『名前』を消しよう滅めつさせることが決まり、三人はこうして、集合したのだ。

　三木目医師はほぼ天てん涯がい孤独だったため、社会的地位の割には比較的影響が少ないと判断し、今日まで後回しにされていた。後回しにする理由は簡単だ。例外なく〈断章〉はトラウマに起因するフラッシュバックであるため、何人も一度に『処理』するのは〈名無し〉にとって大きな負ふ担たんなのだ。




「……」




　集まった用件が決して面白いものではないので、三人は言葉少なに歩みを進め、目的地に向かう。

　日差しは白く靄もやのように広がる雲に隠かくされ、穏おだやかに弱められている。

　良い天気ではないが、こうして外を歩くのには、かえって幸いだ。三人はそんな空の下、バス停から歩いてすぐにある、大きな共同墓地の入口に辿たどり着き、中へと足を踏ふみ入れる。

　墓石が並び、線香の匂においが漂ただよう開ひらけた空間。

　白いコンクリートブロックで舗ほ装そうされた石畳だたみの道を歩いてゆくと、その向こうに四人の少年少女が、蒼あお衣いたちを待っていた。

「よっ」

　そのうちの一人、一かず真まが、三人を見て片手を上げる。

　待っていたのは一真と千ち恵え。それから二人に連れられた、颯さつ姫きと夢ゆ見み子この二人だった。

「白しら野のさん！　雪ゆき乃のさん！」

　颯姫が、ぶんぶんと大きく手を振る。

　蒼衣は優しく笑って、颯姫に軽く手を振り返しながら、四人が立っている場所に、歩いて向かってゆく。

　颯姫と夢見子は、神か狩がり屋や〈ロッジ〉の消失後、一真の〈ロッジ〉に預けられている。

　蒼衣と雪乃のどちらも、どうやってもこの二人を世話する基き盤ばんがない。それを引き受けたのが、一真だった。

　ほとんど年も変わらない一真だったが、一真は世話役であり、〈騎士〉こそ居ないものの二十人近い〈保持者〉の互ご助じよを取りまとめている。その人脈の中で、世話をしてくれる人を探してくれ、二人はそこの世話になっている。これこそただの〈騎士〉は持っていない、世話役の力だ。

　……本当は勇ゆう路じのことも、一真の〈ロッジ〉で預かってもらえれば良かったのだが。

　あの現場にいた勇路は、あのあと姿を消した。全てが終わり、しかし本当に終わったのか確信が持てない探るような緊張があったあの後、血だらけになった顔の半分を手で押さえた勇路が部屋の中から出てきて、廊下の床の『残ざん骸がい』を睨むように一いち瞥べつすると、そのまま蒼衣には目を向けずにふらつきながら去って行った。

　蒼衣は呼び止め、手を貸そうとしたが、「うるせえ！」と拒絶された。彼の行方はまた知れない。やり切れない憎悪を抱えて彷ほう徨こうを続けるのだろう彼を、蒼衣は気にかけている。

　そんな一真の〈ロッジ〉にも、一ひと騒さわぎあった。

　群むら草くさのことだ。三十人以上の人間を殺す一真の〈断だん章しよう〉を、不死の番人として自らと共に閉じ込めた群草は、神狩屋の〈断章〉が失われたことによって、死んだ可能性が高かった。

　対処のために、一真たちは急いで現場の学校に向かったが、しかしどれだけ探しても、あの部屋を見つけることはできなかった。結局群草の〈断章〉は死んでいなかった。いずれ減げん衰すいする可能性が高いが、群草は死してなお、一真と無む辜この生徒たちを守る、〈騎士〉であり続けたのだ。

「颯姫ちゃん。夢見子ちゃん」

　蒼衣は満面の笑顔をした颯姫と、それからまるでそこらにいる普通の女の子のような服を着た、無表情の夢見子の手を取って、笑った。夢見子の抱いだく、『不思議の国のアリス』のウサギのぬいぐるみは相変わらずで、手を繫つないで上下に振る動きに揺ゆすられて何か喋しやべっているかのように揺れたが、何を言っているのかは分からなかった。

「白しら野のさん、えっと…………えーっと………………お久しぶりです！」

　颯姫さつきは言った。蒼あお衣いは笑う。

「久しぶりって……毎日電話してきてるのに」

「いいんです！」

　颯姫は嬉うれしそうに、首を振る。

　引き取られてから、颯姫は毎日、夜の同じ時間に蒼衣と雪ゆき乃のに電話をかけてくる。それがなければ、もしかすると忘れられてしまっているかもしれない。ただ一つ言えることは、おそらく颯姫は「久しぶり」という言葉を、今までほとんど使ったことがないはずだった。

　はしゃぐ颯姫は、そのまま雪乃のところに駆かけて行き、雪乃を困らせている。

　その姿を、くす、と笑いながら見て、そのあと蒼衣は振り返って、千ち恵えに目礼する。

「……」

「ん」

　千恵は素そっ気けなく頷うなずく。神か狩がり屋やの件があってから、蒼衣も千恵も、お互たがい気まずくて、あまり話をしていない。一応敵対も対立もしていないが、何しろ蒼衣は、千恵の身内を、二人も殺してしまった人間なのだ。




「……さて」




　そうして、ひとしきり挨あい拶さつをし合って、落ち着いてから。

　蒼衣たちは、待ち合わせていた墓の前に立って、手を合わせた。

　そのそれなりの年季を経た墓には、『三み木き目め家』とある。三木目医師の家の墓だ。三木目医師には妻子はなく、この墓には三木目医師の、やはり開業医だったという兄が入っていて、墓の管理も兄の家の手で行われているそうだ。蒼衣も、そしておそらくは千恵も、ここには初めて来る。

　三木目医師について調べていて、見つけたのだ。

　ただ、もちろんここには、三木目医師は入っていない。

　墓に入るどころか、あの部屋で『実験』された人間は、一人残らず魚の残ざん骸がいか、見るに堪たえない肉と皮と髪かみの毛の塊かたまりになってしまった。ここに来たのは気休めのようなものだ。横おう死しした三木目医師を、こっそりとだが、一族の墓で弔とむらうために来たのだ。

　蒼衣は、ポケットから出した袋に入った少量の灰を、墓の足元に、こっそりと撒まく。

　そうしてもう一度、手を合わせる。

　千恵も、隣となりで手を合わせている。颯姫は、誰の墓参りに来たのか分かっていない様子だったが、手を合わせている。その光景は正直、物悲しさがある。

「……」

　雪ゆき乃のは、その光景を、神しん妙みような顔で見つめているだけだ。

　そうして時間が過ぎた後、〈名無しアノニマス〉が、口を開いた。

「お別れは、済んだ？」

「……」

　そう割り切れるわけではなかったが、頷うなずくしかない。

「そう。なら、後は私に任せて」

　そう言って〈名無し〉は墓の方を向く。みんな帰れという意味だ。〈名無し〉は必ず、誰も見ていないところで〈断だん章しよう〉を使う。気づいた時には、蒼あお衣いも雪乃も、千ち恵えも、それから颯さつ姫きも、三み木き目めの名前を思い出せなくなっているだろう。




　　　　†




　一かず真またちと別れて、蒼衣と雪乃は、帰路についた。

　言葉は少ない。といっても、今までこうして二人で歩いている時に会話が弾はずんでいたことなど一度もないので、平常だ。

　制服を着た二人の足音が、歩道に鳴る。

　二人とも神妙な顔をしている。二人はそうして、歩いている。




「……本当は、父とうさんと母かあさんも……入いり谷やさんも、何とかしてあげたかったんだけど」




　歩きながら、ぽつりと蒼衣は、呟つぶやいた。

　父母は腐ふ敗はいした魚となり、それを遺い体たいとして弔とむらう気にはなれなかった。入谷は蒼衣に、神か狩がり屋やのことを託たくした後、死期を悟さとった猫ねこのように姿を消し、どこで死んだのかも分からず、その痕こん跡せきさえ見つけることはできなかった。

　蒼衣はもう、父母の名前を思い出せない。

　最初に〈名無し〉によって『名前』を消された中に、蒼衣の両親も入っていた。

　辛かろうじて父母との思い出だけを、憶おぼえている。それも蒼衣が〈保持者〉だからだ。もはや世間には、蒼衣の両親のことを憶えている人間は、いない。

　もう学校は始まり、蒼衣は高校生としてあの家から通っているが、そこに両親がいないことを、誰も問題にしない。

　その不自然な『欠け』を、誰も見ない。

　見えないのだ。蒼衣は、両親の貯金を使って辛うじて生きている。いまやっている事件の後始末が終わったら、バイトを始めようと思っていた。

　高校を卒業するか────あるいは中退したら、働くことになるだろう。

　もしそこまで、無事でいられたら、だが。

　神狩屋かがりやの〈断だん章しよう〉の影響が消失したことで、蒼あお衣いの〈断章〉の不安定さも、一時的な小しよう康こう状態になった。だが、濃こくなった葉は耶やの影は未だに残り、時折蒼衣の視界の端はしを、白い影がよぎることがある。

　執しつ行こう猶ゆう予よだ。

　いつあけるか分からない猶予。

　いつ執行されるかも分からない猶予。

　いつか蒼衣の中の『葉耶』が、今度こそ蒼衣の正気と命を、あの『王国』に、取り返しに来るのかもしれない。




「…………」

「…………」




　蒼衣の呟つぶやきに、雪ゆき乃のは答えず、蒼衣も自分の思考に沈しずんで、二人は歩き続けた。

　思考に沈んで、周囲が霞かすむ。そうして歩いていると、ふと視界の端はしの、立木の影に、白いワンピースの端がよぎった。

「あ」

　蒼衣は気づく。気づいたが、驚おどろきもせず、振り返ることもしなかった。

　振り返っても、そこには何もないことを、もう蒼衣は知っていた。視界の端にしか『葉耶』は存在できないことを、蒼衣は学習していた。

　いつかまた、『葉耶』は近づいて来るだろうか。

　蒼衣はそれを恐おそれていたが、しかし同時に、もう受け入れてもいた。

　いつか来る、破は滅めつ。

　だが蒼衣は、もうそれを突つき放したいとは思っていなかった。




『────もう、兎うさぎを目で追わないの？　〈アリス〉』




　不意に、くすくすと風かぜ乃のが、蒼衣に語りかけた。

　黒い豪ごう奢しやなゴシックロリータと、黒い長い髪かみ。そして雪乃と同じ黒いレースのリボンを揺ゆらせた亡ぼう霊れいは、艶えん然ぜんと微笑ほほえんで、蒼衣を覗のぞき込んで囁ささやいた。

「うん……やめました。どうせ裁きの時には、あっちから来るから」

『そう』

　風かぜ乃のはそのやり取りがひどく満足だったようで、笑って消えた。視界の端に覗のぞいていた白兎の耳も、いつの間にか消えていた。

　また再び、沈ちん黙もくが降りた。

　足音。その足音のさなかに、蒼あお衣いはふと、口を開いた。

「……あのさ、雪ゆき乃のさん」

　蒼衣は言う。

　雪乃はその呼びかけに、歩みを止めずに振り返って、氷のような美び貌ぼうの目を細めて、素そっ気けなく答えた。

「何？」

「僕ぼく……」

　そこまで言って、蒼衣は一度躊躇ためらってから、続けた。




「僕、高校を出たら働くことになるけど、その時にさ、できるなら────〈ロッジ〉を作ろうと思うんだ」




　蒼衣は言った。

　雪乃が、足を止めた。

「……どういうことか、分かって言ってる？」

　そして雪乃は、蒼衣に言った。

「そんなことしたら、もうあなたの大事な『普通』とやらには、戻もどれなくなるのよ？」

「うん」

　蒼衣は、頷うなずいた。

「いいよ。僕にはもう、雪乃さんを連れて行きたかった『普通』がほとんど残ってない」

「……」

「父とうさんも、母かあさんもいなくなった。残った僕も、もう時じ限げん爆ばく弾だんを抱かかえてる。学校は残ってるけど、雪乃さんには必要ない。こんなに土台を無くした僕が、ここから『普通』を作っても、きっと上手うまくいかない」

　蒼衣は俯うつむく。

「だから僕は、雪乃さんがいる世界を『普通』にしたいんだ」

　そして、蒼衣は。




「ねえ雪乃さん。そうしたら──────僕が〈ロッジ〉を作ったら、その〈ロッジ〉に来てくれる？」




　蒼あお衣いは、問いかけた。

　雪ゆき乃のは敵に向けるような鋭するどい目で、睨にらみつけるように蒼衣を見ていた。

　そして、しばしの無言の後、




「いいわ」




　と一言だけ短く答えて、束たばねた黒髪かみと黒いレースのリボンを大きく振って、背を向けて、蒼衣の先を歩き出した。




　　　　†




　かくして〈アリス〉は、幻げん想そうから目覚めた。

　幻想から悪夢へと、〈アリス〉は、目覚めてゆく。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずは、この本を手にとって下さった貴方あなたに、深く御礼申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。ここまでお付き合い下さいました皆様に、本当に心からの感謝を申し上げます。




　最初の「あとがき」のファイルを開いたところ、二○○六年の日付が入っていました。

　約六年。取り上げた物語、十二。約二百の『グリム童話』を取り上げるだけでも、果たせずに私の寿じゆ命みようが尽つきる計算になります。

　完結させずに別作品を始めて、延々と続けることも考えましたし、またそれが可能なシリーズとして作りました。ですがそれをする器用さがありませんでしたし、何より性格的に無理がありました。私は一つのことに集中したいタイプなのです。

　このシリーズは、文章だからこそ可能な面白さというものを、私なりに突つき詰めて考えた作品でした。

　他の媒ばい体たいでは表現不可能なものを、

　他の作家には提てい供きよう不可能なものを、

　手に取りやすい形で、と、考えたものです。

　受け取っていただけたなら、これ以上の喜びはありません。面白いと思いつつ捨てた解かい釈しやくも多いので、またそのうち、『童話』をネタに何か書きたいものです。




　それでは最後に、この本の制作に関わったすべての方々、特に編集の和わ田ださんと、イラストの三み日か月づきさんに心からの感謝を。それからスケジュールでご迷めい惑わくをおかけしました皆様に、心からのお詫わびと感謝を申し上げます。

　そしてもう一度、このシリーズを支えて下さった読者の皆様に。

　それでは────これが、最後の────




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○一二年四月　　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。『断章のグリム』シリーズもいよいよ最終幕。ラストシーンに向けて前巻以上に悩み、何度も書き直しを繰り返し、ようやくハッピーエンドを……のご判断は読者の皆様に委ねます!?
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。いよいよ最終幕。せめて「電撃の缶詰」の表紙では幸せそうな雪乃の表情をと気合い入れました！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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